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			ハズレ奇術師の英雄譚①

			雨宮和希

			 

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			目次

			　

			プロローグ　白い空間

			第１話　魔物との戦い

			第２話　救いの手

			第３話　誰かにとっての英雄に

			第４話　過ぎゆく日々

			第５話　悪竜

			第６話　猫耳の冒険者

			第７話　街へ

			第８話　第一級の怪物

			第９話　実力試験

			第10話　二人目の異世界転移者

			第11話　決意と装備の選択

			第12話　鉤爪の猫

			第13話　蠢く悪魔

			第14話　作戦会議

			第15話　それぞれの道

			第16話　戦争

			第17話　葉山集と悪魔

			第18話　祭壇

			第19話　無双する

			第20話　涙

			第21話　領域外

			第22話　覚醒

		

	
		
			プロローグ　白い空間

			　

			　神(かみ)谷(や)士(し)道(どう)の意識が浮上する。

			　瞼(まぶた)を開けると、目に飛び込んできた光景は、真っ白な空間だった。

			　まるで理解が及ばない現象を前に、士道は眉をひそめる。

			　――これは、夢なのだろうか。

			　士道は落ち着かない心持ちのまま、ひとまず周囲をぐるりと見渡す。

			　この空間には、だいたい百人程度の人間が存在していると分かった。だが、こんな状況に陥っている理由を理解しているわけではなさそうだ。

			「何これ……」「どこなの、ここ……？」「あれ？　俺さっきまで街にいたよな？」「つーか誰だよお前」「意味分かんない……」「変な場所だな」「……怖い」「誰か、説明しろよマジで」

			　――そんな、独り言のような呟きの応酬が聞こえてくる。

			「本当に、何なんだよ……」

			　恐怖と不安で心が乱される。理解できない現象とは、これほどまでに恐ろしいのか、と。

			　それでも、自分と同じ境(きよう)遇(ぐう)の人間がこれだけいることに気づくと、士道は少しだけ安(あん)堵(ど)の気持ちを抱いた。

			　ゆっくりと息を吐き、士道は思考を整理する。

			　確か一瞬前まで、自宅の近くにある自販機でコーヒーを買い、散歩がてら並木道を歩いていたはずだ。そこで突然、記憶は途切れている。

			　そして気づいたときには、この真っ白な空間に佇(たたず)んでいたのだ。

			　顎(あご)に手を当てて何かしらの原因を推測するが、さすがに思い浮かばない。

			　そもそも現実味がなさすぎる。

			「ねぇ、これどういう状況だか分かる？」

			　優しそうな声音で話しかけてきたのは、士道の近くに立っている眼鏡をかけた少年だった。おそらく年齢は同程度だろう。

			　高身長の士道と比べると小柄だが、爽(さわ)やかな顔立ちで女には困らなさそうな雰囲気だ。

			　そんなことを考えつつ、士道は嘆(たん)息(そく)しながら、

			「いや、全然だ。想像もつかない」

			「……まあそうだよね、僕もだよ。こんな何もかも真っ白じゃ方向感覚が歪(ゆが)んでくるなぁ」

			「確かにな。こんな場所、普通に考えればありえない。……そもそも地面がどこにあるかも分からん。立っている事実に違和感しかない」

			　士道は腕に爪を立てて痛覚を刺激してみたが、やはり夢ではないらしい。意識は覚(かく)醒(せい)しているので、あまり期待はしていなかったが。

			「……さっきまで街を歩いていたはずなんだがな」

			「僕も似たような感じだよ。まぁ普通に考えればありえないってことは、普通じゃない何かの仕業なんだろうけどね」

			　眼鏡の少年は薄く笑みを浮かべていた。

			　先ほどから緊張感の欠片(かけら)も見られない。

			　こんな状況でも笑っていられるという事実に、士道は少しだけ薄ら寒いものを感じる。

			「……さて、どうなんだろうな」

			　士道がここまで冷静に会話ができている理由は、隣に佇(たたず)む少年が異様なまでに自然体なので、確実にその影響を受けているからだろう。

			　対して周囲は阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の絵図だ。

			　女子高生と思しき集団が固まって泣いていたり、不良のような連中の掴み合いが発生していたり、悲鳴を上げる人もいれば、ただ不安そうに立ち尽くしている者もいる。

			　士道も話す相手がいなかったら、彼らのように不安に駆られていたことだろう。士道は普通の高校生であり、これといって特別な経験を積んでいるわけではないのだから。

			「……別に、僕たちだけってわけじゃないよ」

			　そんな士道の思考を見透かしたように、眼鏡の少年は呟く。

			「よく見てみなよ。慌てたところで仕方がないと理解している人は、少ないけど確かに存在しているから」

			　その言葉に応じて士道が周囲を観察すると、この空間に存在する人々の一割程度は奇妙な冷静さを保っていることが窺(うかが)える。

			　

			　――何が起こっているのかと、愉快そうに笑みを浮かべる者。

			　――状況を把(は)握(あく)するために、腕を組みながら周囲を睥(へい)睨(げい)している者。

			　――なぜか手に持っている酒を浴びるように呑んでいる者。

			　――まるで興味なさげに本を読んでいる者。

			　――泣き喚く人々を見て、煩(わずら)わしげに鼻を鳴らす者。

			　――瞑(めい)目(もく)し、何かを諦めたかのように座り続けている者。

			　

			　一癖も二癖もありそうな者たちが、人波に紛れる形で佇(たたず)んでいる。

			　それを眺め、眼鏡の少年は薄く笑みを浮かべながら、言う。

			「いると思わない？　僕たちをこの場に呼び寄せた何かが」

			「……仮にそうだとしたら、そろそろ姿を見せてほしいところだな」

			　いったい誰が、何の目的で、どういう手を使って、士道たちをこんな状況に放り込んだのか。

			　まるで見当がつかない。できることなら説明が欲しいものだ。

			「そういえば名前を言ってなかった。僕は霧(きり)崎(さき)翔(しよう)だよ。よろしくね」

			「……神谷士道だ。まあ、ただの高校生だ。よろしく」

			「僕もだよ。一応ね」

			　含みのありそうな笑みを浮かべる霧崎翔は、白のシャツに紺色のカーデガンを着て、細めのジーンズを穿いている。どう見ても街でよく見かける普通のファッションだ。

			　士道は黒のジャケットを着ているが、他は似たような服装だった。

			「ん？　そういえば……」

			　翔はポケットに入っていたスマートフォンを取り出すと、

			「やっぱり圏外か」

			「……まあこんなところに電波が届いてたら、そのほうがビビるけどな」

			　それにしても、と。

			　周囲を見渡しながら士道は言う。

			「ここにいるのは全員日本人みたいだが……知り合いは見当たらないな」

			「歳もバラバラすぎるね。まるで統一感がない」

			「あそこにいるじいさんなんか、六十歳ぐらいじゃないのか……？」

			　そんな雑談をしていた士道の脳内に、直接「声」が響き渡った。

			『静(せい)粛(しゆく)に』

			　士道が驚いて目を見開く。翔は視線を鋭くした。

			「お前も聞こえたか？」

			「うん」

			　言葉の内容とは正反対に、周囲の喧(けん)騒(そう)が激しさを増す。

			　誰かが「上を見ろ！」と叫んだ。その直後に悲鳴が連続する。

			　士道がつられて上方を仰ぎ見ると、確かに驚(きよう)愕(がく)すべき光景があった。

			　衝撃が背筋を駆け抜け、呆然としたように呟く。

			「……天、使？」

			　士道の視線の先には――異形の怪物がいた。頭上に光輪を浮かべ、背中に真っ白な翼を生やした金髪の青年。それはまるで空想の中にいる天使のように、悠然と宙に浮かんでいた。

			『私の名はイリアス。見ての通り天使族だ。突然のことに混乱しているとは思うが、今から簡潔に説明する。死にたくなければ黙って聞いておけ』

			　有無を言わせない高圧的な語り方だった。

			　そもそも脳内に直接「声」が響いている感覚は不快そのものだ。

			　普通に考えればありえないこと。知らぬ間に白い空間に佇(たたず)んでいた時点で多少は想定していたが、改めて常識外の技を見せつけられ、背筋に深い衝撃が走り抜ける。

			　士道の頬に冷や汗が伝い、滑り落ちた。

			『まずはようこそと言っておこう。ここはお前たちにとっての異世界。女神ミラ様が統治されている世界だ。女神様が直々に呼び出したことを、光栄に思え』

			　何を言われているのか理解が及ばなかった。天使族？　異世界？　女神？　――何だ、それは。ふざけているのか。まるでゲームのようなことを平然と口にしている。

			　イリアスの言葉が突拍子もなさすぎたせいか、一瞬の沈黙があった。

			　そして、中年の男が怯えながらも「ふ、ふざけんな！」と叫び声を上げる。それにつられたように皆が騒ぎ始めるが――刹(せつ)那(な)。最初に喚き始めた男が唐突に吹き飛ばされた。

			　気づけば、イリアスの右手は長槍を握っていて、刃のついていない柄のほうが前に向けられている。まさか、突きを放ったというのか。

			（あの距離から……!?）

			　イリアスは眼下を睥(へい)睨(げい)し、静かになったことを確認すると、説明を再開する。

			『お前たちには、魔神ゲルマの再臨を阻止することに協力してもらう。つまりは戦ってもらうことになる。だが、心配はいらない。この場にいるのは平均以上の魔力量と固有スキルを宿した者だけなので、すぐに強くなれるだろう。そうなるように選んだのだから』

			　言葉はないが、人々には動揺が広がっていく。しかし逆らおうとする者もまた見当たらなかった。中年の男はいまだに泡を吹いて倒れている。あんなふうになりたくはないからだろう。

			『一応言っておくが、逆らうことに意味はない。無駄だ。ここは私が創造した空間。魔力の扱い方すら知らないお前たちに勝ち目はない。いいか、二度目はないぞ』

			　イリアスは威圧するように長槍を翻(ひるがえ)し、その鋭く光る刃を突きつけた。

			　次は殺すと――そう告げるかのように。

			「質問を許可しよう」

			　イリアスは厳格な表情を浮かべたまま、「挙手をしろ」と言う。

			　士道がざっと周囲に目を走らせると、ギラギラした黒髪をオールバッグにしている鋭(えい)利(り)な目つきの大男が、だらりと手を上げた。

			　片手をポケットに入れ、気怠そうな様子を隠しもしない。

			「魔神の再臨を阻止しろって？　オレたちが？　そんなことをして何の得がある？」

			『魔神は世界を滅ぼす存在だ。そうなれば、お前たちがこれから暮らすことになる場所が消えることになる。それでも構わないのなら、協力をしてもらわなくても結構だ』

			「なら、オレは協力しねえぞ」

			　オールバッグの男は切り裂くように言った。

			　彼はニヤニヤとした笑みを浮かべながら、しかし視線には鋭く冷たい光を宿している。

			「もし魔神とやらが再臨したとして、一番困るのはオレら以上にテメェらのはずだからな」

			　その言葉を受けて、イリアスがピクリと眉を動かす。

			　ククッ、とくぐもった笑い声を漏らしたのは、短髪を金色に染め上げ、いかにも武闘派な雰囲気が滲(にじ)み出ている不良のような男だった。

			「正論だなァ、オイ。テメェらの世界が滅んだところで、オレらの知ったことじゃねェ」

			『……そうなれば、お前たちも死ぬことになると言ったはずだが』

			「ナメてんのかテメェは」

			　金髪の不良はイリアスを睨めつける。あからさまに喧嘩を売っていた。

			　

			「死ぬことに興味なんざねェよ」

			　

			　氷のように張り詰めた緊張感が漂っていた。イリアスから放たれる猛烈な威圧を、金髪の不良はむしろ楽しげに受け流している。

			　そこで三白眼に痩せ気味の男が、イリアスを馬鹿にするように鼻を鳴らした。

			「あ、あの……」

			　次の質問者として手を挙げたのは、長く綺麗な黒髪に、目鼻立ちの整った顔立ちをしている女の子だ。華奢でなだらかな体つきに、白いワンピースが良く似合っている。

			「どうすれば、元の世界に、帰れるんですか……？」

			『そうだな……魔神の再臨を阻止することができたら、元の世界に帰らせてやろう』

			（――嘘だろうな）

			　士道は脳内で冷たく切り捨てた。

			　この場において絶対的な強者であるイリアスが、こんな口約束など守る理由がない。

			　黒髪ロングの少女もそれを何となく理解したのか、困り果てたような顔をしている。

			「のう、天使の坊主」

			『…………それは私のことか？』

			　渋く落ち着いた声音でイリアスに尋ねたのは、六十歳を超えているように見える白髪を生やした老人だった。異様に筋肉質な体格をしていて、柔道着にも似た白い服を纏(まと)っている。

			「具体的に、どうやって魔神の再臨を止めろと言うのだ？」

			『簡単なことだ。魔王軍を名乗る者を殺せばいい。基本的には悪魔族――紅い瞳に、黒い翼を生やした者が多い。それだけで世界の破滅を阻止することができるはずだ』

			「ほう……殺せと言うのか。日本で平和に暮らしていたわしらに？」

			『お前たちは平均以上の魔力量と、固有スキルを宿していると言ったはずだろう。魔物と呼ばれる害悪な怪物を殺して魔素を吸収し、レベルを上げて肉体能力をある程度強化すれば、転移者たるお前たちが、そう並の悪魔に後れを取ることはないはずだ』

			「実力の話ではないよ。そもそも、根本的に人殺しの経験がない者が多いわしらに、こんなことをさせようとしているのが間違っている。精神性の問題を考えるべきじゃな」

			　老人の正論に、イリアスは淡々と答えた。

			『こちらにも事情というものがあるのでな』

			　士道もそこで気になる単語が聴こえたので手を挙げた。そもそも説明が不親切すぎる。

			　すると鋭い視線が次々と集まり、軽く苛立ちを覚えた。

			「そのレベルっていうのは何だ？　さっきからゲームのような単語ばかりだが、その意味は額面通りに受け取っていいのか？」

			『この世界では、人や魔物を殺すと、殺した相手の体内にある魔素を吸収することによって骨格や筋肉が強(きよう)靭(じん)になっていく。つまりは身体能力が上がっていくわけだ。これをレベルという指標で「どのくらい強化されているのか」を分かりやすく示している』

			　イリアスは一呼吸置くと、

			『そして、それはお前たちに分かりやすくなるように翻(ほん)訳(やく)されている。そのゲームとやらは何だか分からないが、それに似ているとしたら、この世界の言葉を日本語に翻(ほん)訳(やく)する上での参考にされているのではないか？』

			　士道はその言葉に納得した。先ほどからイリアスを観察していて分かったのだが、彼が口を開くタイミングに呼応して、脳内に声が響く仕組みになっている。

			　だが、口の動きを見ると、イリアスはそもそも日本語を話しているわけではない。だというのに脳内には日本語で聞こえてくる。だから、何らかの手段で翻(ほん)訳(やく)されているのだろうとは想定していた。

			　首(しゆ)肯(こう)する士道の隣で、翔が飄(ひよう)々(ひよう)とした様子のまま口を開いた。

			「その固有スキルっていうのは？」

			『その者にしか使えない特殊な能力のことだ。固有スキルはほぼ先天的にしか入手できず、宿している者はかなり少ない。これはお前たちにとって大きな利点になるだろう。術式の構築が必要な魔法とは違い、スキルは魔力を込めるだけで発動できる』

			「そんなものを持っているような気はしないけどね」

			『地球は魔素が薄い世界だ。あの世界では魔力が体に蓄積されず、せっかく宿していた固有スキルを使うことができない。宝の持ち腐れだな』

			「へえ。だから固有スキル所有者だけを選んで、異世界に呼び寄せたと？」

			『その通りだ。平均以上の魔力量、固有スキル、そして――戦闘系の天職。これだけの条件が揃っているお前たちは、この世界ならば容易に強くなれる』

			「天職？　それは何なのかな？」

			『一言でいうと才能だな。お前たちの場合は地球の神に愛され、授かった才能の方向性。その者が最も向いている戦闘スタイルのことだ。たとえば『剣士』や『魔術師』のようにな』

			「それを確認する方法は？」

			『受け取れ』

			　イリアスは懐から大量の長方形の紙を取り出すと、士道たちに向かって放り投げた。無数の紙片は宙を舞うこともなく、一直線に個々人の胸の前に向かい、そこで静止した。

			　士道は眼前の紙を受け取り、その硬さに驚いた。

			『ステータスプレート。それに魔力を込めれば、今のお前たちの情報が分かるようになる。高位の魔道具だ。固有スキル確認のために持ってきてやった。大事にしろ』

			　士道は人差し指と中指でステータスプレートを挟んでいる間に、体の奥から何かを吸い取られるような不思議な感覚を覚えていた。

			（魔力を込める感覚――こういうことか）

			　

			　シドー・カミヤ：男：17歳

			　レベル：１

			　天職：奇術師

			　スキル：翻(ほん)訳(やく)

			　　　　：鑑定

			　　　　：【固有】幻影

			　　　　：【固有】瞬間移動

			　　　　：【固有】稲妻

			　

			　本当にゲームのようだ。ずいぶんと分かりやすく翻(ほん)訳(やく)してくれている。

			（固有スキルが三つ……？　それに天職の奇術師ってのは……）

			　士道が考え込んでいると、イリアスが厳格な表情を崩さずに、周りを見渡して言った。

			『何だ？　言ってみろ』

			　まだ質問があるようだ。

			　イリアスが指差したのは、明るい茶髪に穏やかそうな瞳、、思わず見(み)惚(と)れてしまいそうなほど端整な顔立ちをした、中肉中背の少年である。

			　彼は困ったように微笑みながら、

			「あの、ぼくには固有スキルが二つもあるんだけど……」

			「そういう者もいる。スキルに恵まれているだけだ」

			（生まれつき持ってるって言われてもねぇ……）

			　士道も同じく複数の固有スキルがあった。

			　当然だが幻影は操れず、瞬間移動したこともなければ、稲妻を放ったこともない。

			　本当に使えるのだろうか。

			　そんなことを疑いつつ、士道はステータスプレートに意識を戻す。

			　

			　――天職：奇術師。

			　

			（……何だそれ。マジシャンってことか？　どうやって戦うスタイルなんだ）

			『ん？　……質問か？　そこ』

			　訝(いぶか)しげに眉をひそめていた士道に、イリアスが目(め)敏(ざと)く視線を向ける。
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			　質問するべきか少し迷ったが、尋ねることにした。

			「……俺のステータスには奇術師と載ってるんだが……よく分からない。戦闘に関するスタイルの才能を提示するのが天職なんじゃなかったのか？」

			『奇術師、か』

			　イリアスは鼻で笑うと、士道にあからさまな侮(ぶ)蔑(べつ)を向けた。

			　まるで想定していた不良在庫を発見したかのように。

			『戦闘系の天職というのはもちろん戦い方に関する職業が表示される……だが、いくら術式の精度を上げても、すべてが条件通りにはならないのだ。残念ながら、な。お前は奇術師。非戦闘系の天職。そもそも戦いに向いてない――不良品だ』

			「何だと……？」

			　勝手にこの世界に呼び出しておいて、その言い草は何だ。ふざけているのか。

			　イリアスは怒りのこもった士道の視線を受けて、嘲(あざ)笑(わら)うように告げた。

			『……まあ言うなれば、ハズレ術師と言ったところかな？』

			　そして噛み殺すような笑いが、士道の周囲から漏れ出す。

			　何人か、ニヤニヤと見下すような瞳で士道を見ている。先ほどまであんなに狼(ろう)狽(ばい)していたというのに、現金なものだ。少し増長しているのか。

			　いや、誰かを自分の下に見ていなければ冷静さを保てないのだ。

			　そういう弱い人間を相手にする価値はない。

			　隣にいる翔が、そんな彼らを冷めた視線で眺めている。

			（……確かに天職はハズレかもしれんが、固有スキルは三つあるらしいしな）

			『他に質問は？』

			「……その魔王軍を見つける為の手段は？」

			　嘆(たん)息(そく)してから声を上げたのは、野戦服を着た青年だった。

			　アサルトライフルを背負っていて、腰には拳銃のホルスターがある。

			　ちょうど訓練中だった自衛官のようだ。

			『自分で考えろ。生活基盤も自分で築け。戦い方も自分で身につけろ。細かい手段は問わない。要は悪魔を殺せればいい。だが、この世界はお前たちがいた世界よりも危険が多い。さっさと強くならないと犬死するぞ』

			　イリアスの警告で、場に緊張が走る。自衛官の青年は続けて尋ねた。

			「強くなる方法は？」

			　どうも義務的な感じだ。本人が返答を聞きたいわけではなく、どこか周りの人々に聞かせようとしているような印象を受ける。

			『魔物や悪魔を殺すことが身体能力の強化には一番手っ取り早い。それに加えて、天職に合う努力をしろ。お前たちは恵まれている。何せステータスプレートによって、自分が最も才能がある分野が分かるのだからな。……まあ最も、この魔道具の意味がなかった奴もいるようだが』

			　イリアスの嘲(ちよう)笑(しよう)に、もはや士道は反応すら示さない。

			　そして自衛官の青年は、冷静な表情を崩さぬままに頷いた。

			『さて、質問の時間は終了だ。では――――なっ!?』

			　イリアスが驚(きよう)愕(がく)したように目を剥いた。

			　人々の間にざわめきが広がっていく。

			『しまったな……どこぞの悪魔に空間の制御を乗っ取られたらしい』

			　イリアスは歯噛みしていた。この『白い空間』には、妙な揺らぎが発生している。

			　士道は深呼吸して冷静さを保ちながら、周囲の状況を眺めている――すると。

			「よぉイリアス。ずいぶんと隙だらけじゃねえか」

			　轟(ごう)音(おん)とともに、『白い空間』に槍が突き刺さり、まるで硝子(がらす)のように壊されていく。

			　その隙間から潜り込んできたのは、先ほどイリアスが語った悪魔という存在だった。

			　浅黒い肌、ガタイの良い体格には無骨な鎧(よろい)を纏っている。ギラギラした銀髪に紅い瞳をしていて、背中には蝙蝠(こうもり)のような黒い翼を生やしていた。

			『ストライク家の上位悪魔か……!?』

			「ご明察だな。テメェがなんで異世界人を抱え込もうと知らねえ。だが、今ここでまとめてぶっ殺してやるよ」

			『――ええい！』

			　その言葉の直後――天使と悪魔の激突があった。

			　目にも留まらぬ速度で互いの体が交差し、その度に金属音が連続して炸(さく)裂(れつ)する。

			　何が起こっているのか、把(は)握(あく)することすら困難を極めた。

			（これが、この世界の戦闘か――!?）

			　白い空間に、光の奔(ほん)流(りゆう)が渦を巻く。多くの人々の絶叫が木(こ)霊(だま)していた。

			　イリアスが翼を振るったせいで、白い空間そのものが徐々に崩壊していく。

			　光の奔(ほん)流(りゆう)は竜巻となって士道たちを包み込んだ。

			　イリアスは悪魔の攻撃をいなしながら、焦ったように告げる。

			『――言い忘れていたことを説明しておく。転移者が転移者を殺すと相手の固有スキルを奪取できるようになっているらしい。そうなるように、女神様が強引に作っている』

			（なぜ殺し合いを誘ってる……？）

			　士道が顔を怪(け)訝(げん)そうに歪(ゆが)める。

			　魔神の再臨阻止に使うために呼び出した者たちを、わざわざ共食いさせようとする意図がつかめない。だが、考察している場合ではない。

			　イリアスと悪魔がぶつかり合う衝撃音が響く。何人か、悪魔の槍に貫かれて絶命した。

			　これは夢ではない。現実だ。鮮血に沈んでいる者たちは、本当に命を落としてしまったのだ。

			　何の物語もなく、あっさりと、無慈悲に、無価値に――死んだ。

			　士道が呆然としていると、そこで悪魔が驚いたように声を上げた。

			「なっ、テメェ、まさかこの空間を暴走させて、無作為転移させる気か……!?」

			「舐めるなよ。たかが上位悪魔が一匹、足手まといさえいなくなれば造作もない」

			「仕方ねぇ……」

			　悪魔は黒い翼を翻(ひるがえ)し、上空へと昇っていく。最初に現れたときに槍で破壊した部分へ向かっているのだろう。ここから逃げるつもりか。

			「覚えておけよ、異世界人。俺は魔王軍所属、上位悪魔のバーン・ストライク」

			　そう名乗った悪魔の男と、士道は目が合ったような気がした。

			　彼は吠えるように、堂々と宣言する。

			　

			「――テメェらを殺す、敵だ!!」

			　

			　士道は光の奔(ほん)流(りゆう)に呑み込まれていく。他の人々も同様だった。

			　

			　やがてその空間から転移者の姿は消え、淡い光の残(ざん)滓(し)だけがその場に残った。

			　そして、剣と魔法の世界に転移者たちは君臨する。

			　――物語の幕が開いた。

		

	
		
			第１話　魔物との戦い

			　

			「――――なっ」

			　士道の視界には、澄み渡るような青空が広がっていた。

			　この世界にもあるらしい眩(まばゆ)い太陽が、燦々と士道を照らしている。

			　美しい光景。だが、それに浸っている余裕はなかった。

			　不意に覚えた浮遊感。士道がぞっとして視線を下に向けると、その先には雲が散見され、それより下方には大海原が広がっていた。

			　太陽の光が海で反射し、微かに瞬いて消えていく。

			「上空かよ……！」

			　士道はどこにいるともしれない天使に対して悪態をつく。

			　確かに光の奔(ほん)流(りゆう)に包まれる寸前、これは無作為の転移術だとイリアスは言っていた。

			　だからといって上空はないだろう。

			　これでは強くなるとか悪魔を殺すとかではない。それ以前の話だ。何もしなければ士道はこのまま、ただ落ちて死ぬ。重力に引っ張られ、徐々に身体が加速を始めた。

			　死が喉元に迫り上がるような感覚を覚え、恐怖が思考を鈍らせる。

			（……混乱するな、落ち着け、状況を冷静に判断しろ）

			　士道は猛烈な速度で落下しながら、瞑(めい)目(もく)して深呼吸する。

			　ここはもう元の世界とは違うのだ。死にたくなければ思考を止めるな。

			　そう自分に言い聞かせ、士道はゆっくりと目を開いた。

			　緊張と恐怖はまだあるが、心はだいぶ落ち着いた。

			　目下の問題は生き延びること。

			　では、どうすればその問題を解決できるのか。士道は必死に思考を回転させる。

			　何しろ、それができなければ待っているのは死だ。

			（……固有スキルが三つあったはずだ）

			　発動の仕方は魔力を込めることだった。

			　ステータスプレートに魔力を奪われたとき、何となくその感覚は記憶している。

			　細かい理屈や条件などは分からないが、とりあえずは使ってみるしかない。

			　この状況で役に立ちそうなスキルというと――『瞬間移動』か。

			（……島があるな）

			　士道の右手には島が存在していた。島の南方には港が確認できる。

			　あの島を目標に設定し、『瞬間移動』を行使する。

			　体内を巡る魔力を強引に集め、固有スキルを実行した――直後。

			　一瞬で視界が切り替わる。転移に成功したのだ。

			「こう使うのか……！」

			　やはり実際に体験してみると気分が高揚する。

			　しかし体内を巡る魔力らしきものがごっそりと減ったような不快な感覚もあった。

			　やはりイリアスが言っていたように魔素が体に溜まり、魔力となっているのか。今も少しずつ魔力が回復している感覚がある。地球にいたときにはなかったものだ。

			『瞬間移動』の行使で、体感だと三割弱の魔力が消えている。

			　それに加えて島を目標に転移したはずなのに、士道はいまだに上空を落下していた。

			　これは距離制限があると考えるべきか。それとも使い方が未熟なだけだろうか。

			　いまだに不明なことが多いが、一点だけ状況が好転する情報を得られた。

			　この固有スキルは、転移前に持っていた運動エネルギーが消滅する。

			　つまり島にちょうど着地するように転移しても、問題はないということだ。

			（……後二回使えれば良いほうといったところか）

			　知らぬ間に手が震える。

			　近づいてきた海と島。吹きつける暴風。重力による加速に対する恐怖をどうにか抑え込もうとしながら、士道は冷静さを心がけて思考を回転させる。

			　何だかんだ言っても士道は普通の高校生でしかないのだ。

			　唐突に命の危機に晒(さら)されて、対処できる手段などそう簡単には思い浮かばない。

			　しかし、試す価値のある方策ならあった。

			　士道は再び島に向けて『瞬間移動』を行使する。

			　一瞬で視界が変化し、ふわりとした感覚の直後にまた自由落下を開始した。

			　孤島はもうずいぶんと大きく見える。

			　限界距離はだいたい百メートル程度なのだろう。その感覚はもう掴んだ。そして残存魔力は三割程度だ。これを失敗すれば、もう魔力は残っていない。

			　――そして、三回目を行使。魔力が切れた感覚があった。

			　目測を見誤ったのか、島を囲むように広がる砂浜、その二メートルほど上空に転移した。

			　一瞬ヒヤリとしたが、死ぬような高さでもない。そのまま地面に叩きつけられる。

			「……災難だ」

			　士道は疲れ切ったように嘆(たん)息(そく)した。

			　初っ端から命の危機では身がもたない。ひとまずの安全は確保できたが、この先どう動けばいいのか見当もつかない。

			　やるべきことを確認する。

			　まず最も重要なのは生活手段の確保である。

			　異世界にも人が住んでいることは確認済み。先ほど上空にいた際、港町が見えた。船や煉(れん)瓦(が)造りの建築物も窺(うかが)えたので、そこまで文明レベルは低くないだろう。少なくとも金銭が流通する程度ではあるはずだ。それなら、どうにかして仕事を見つけたい。

			（……まずは街に行くべきだな）

			　士道は考えながら、街があった方角へと目をやる。

			　ちなみに島の北部には朽ち果てたような遺跡があった。

			　もしかすると、あの場所にも生活できる施設があるかもしれないが、やはりまずは南にあった港街を目指すのが堅実だろう。

			　士道はそんなことを考えつつ、何となくステータスプレートに目をやる。

			　そういえば固有スキルの他に『鑑定』と呼ばれるスキルがついていることを思い出した。

			　名前から何となく使い方の想像はできる。

			　士道は試しに、遠方の海を跳ねる魚に『鑑定』を使うと、種類や生態などいろいろな項目が分かった。食用かどうかも判断できるようだ。

			　これは便利なスキルだ。イリアスは何も説明していなかったが――いや、むしろ説明が不親切すぎた理由は、このスキルがあるからなのかもしれない。

			（とりあえず港街に向かってみるか）

			　士道は海に背を向けると、島の内部に悠然と広がる森林へと足を踏み入れていく。

			　不気味な雰囲気があった。

			　聞いたこともない虫の鳴き声が響き、見たこともない樹種が何本も鬱(うつ)蒼(そう)と屹(きつ)立(りつ)している。

			　ここが異世界なのだと証明しているかのような光景。

			　漠然とした不安が身をすくませる。それでも進むしかなかった。

			　何もしなかったら飢えて死ぬだけだ。そんな情けない結末は認められない。

			　

			『鑑定』を何回も行使し、食用可能だという説明がある野草などを回収していく。このスキルは魔力消費が少ない。一度は魔力切れを起こした士道だったが、空気中に漂う魔素を吸収することで、少しずつ回復している。だが、それも微々たるものであり、そうそうに魔力を再び使い切り、『鑑定』は行使できなくなってしまった。

			　士道はもともと持っていたバッグが汚くなってしまうのは諦め、回収した果物や野草を片っ端から詰め込んでいく。本当に食べられるとも思えないが、これも生きるためだ。

			　そうやって草むらを踏み倒しながら進んでいた士道は、ふと足を止めた。

			（……獣道があるな）

			　つまりは動物もいる。否。それ以外の何かかもしれない。たとえば――魔物。士道のイメージ通りの存在なら、こういう場所に現れても何らおかしくない。

			　士道は十分に警戒しながら、慎重に獣道を進んでいく。

			（何…………だ……？）

			　すると、ふと周囲の景色に違和感を覚えた。

			　士道はその場に立ち止まり、辺りを見回す。

			　少し考えて違和感の正体に気づいた。――音が、消えたのだ。

			　うるさかった蝉や鳥などの声が、今や一切聴こえない。

			　残るのは、薄くおぞましく肌を撫でる何かの気配だけ。

			（…………来るか）

			　突如、眼前に出現した影があった。

			　一メートルほどの身長の赤毛の猿。ただし異様に尖った鋭い爪を持っている。

			　あんなものを受ければ、一発で致命傷のはずだ。

			　魔力は切れている。固有スキルは使えない。

			　そんな状況で殺気を漂わせている敵と相対する。どのみち森を通らなければ港町に向かえないので仕方がないとはいえ、絶望的な状況だった。せめて魔力回復を待つべきだったか。

			　――赤毛の猿が、動く。予期していたのに反応できない。

			　その速すぎる動きに士道は瞠(どう)目(もく)し、もはや本能的な反応だけで体を右に投げた。

			　刹(せつ)那(な)。

			　先ほどまで心臓があった位置を鋭い爪が通り抜けていく。

			　喉が干上がるような恐怖を覚えた。

			「お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉ!!」

			　硬直しそうなほどの怯えを絶叫で紛らわす。大地を削るように踏みとどまり、士道の方に振り返った赤毛の猿が放つ二撃目を、咄(とつ)嗟(さ)に首を捻って無理やりに避けた。

			　通り過ぎた爪が士道の後方にあった木に炸(さく)裂(れつ)する。

			　距離を取って身を翻(ひるがえ)すと、猿の爪による突きは樹木を貫通している。

			　知らず知らずのうちに冷や汗が流れた。

			　士道に戦う手段はない。一目散に森林の外へ向けて駆け出した。

			　赤毛の猿は、追ってはこなかった。

			　

			　士道は砂浜に戻ってきていた。

			　激しかった動(どう)悸(き)はだんだんと収まり、突然の戦闘に怯えていた心がほぐれていく。

			　――あれが魔物。やはり魔力の影響なのか、いくら身軽な猿とはいえ普通ではありえない速度と力を宿していた。どうやら目論見があまかったらしい。

			　一歩間違えれば死んでいた――その事実が士道の心を打ちのめす。

			　ここは厳しい世界だと、イリアスとバーンの死合いを見たときに理解していたはずなのに。

			（……そもそも、イリアスが言った転移者ならすぐ強くなれるってのはなんだったんだ。あんなもの、いくらやっても倒せる気が起きないぞ）

			　これは士道が奇術師――非戦闘職であることに関係しているのだろうか。

			　士道は嘆(たん)息(そく)すると、砂浜で休息を取る。座り込んだまま、じっと魔力の回復を待った。

			　魔力切れの状態で森の中に入るのは自殺行為だと理解した。

			　ただでさえ戦闘に慣れておらず、戦闘に向いていないとすら言われたのだ。

			　唯一の武器である固有スキルぐらいは十全に使えないと話にならない。

			　気温が少し冷涼なぐらいで過ごしやすいのは不幸中の幸いだ。

			　じっとしていても体が休まらないようなことにはならない。

			　意識を休むことに集中させていると、自分の体内に向けて、空気中の魔素がゆっくりと流れ込んでくる感覚を自覚する。士道はしばらく魔力に意識を向けていた。

			　

			　一時間の休息で魔力が一割ほど回復した。

			　つまり単純計算で九時間ほど待っていれば、全回復することだろう。

			（とりあえず、この場所は安全だろう……）

			　確証はないが、森の中のように不気味な気配は感じられない。

			　一時間以上も座り込んでいて何も現れないのだから、信用しても良さそうだった。

			　これで先ほどの赤毛猿が現れたら運が悪いとしか言えない。

			　それでも休息を取るのに睡眠は一番効率が良いだろう。

			　士道は岩場の陰に身を横たえると、ゆっくりと瞼(まぶた)を閉じた。

			　

			　そして夜を越え、明け方に士道は目を覚ました。

			　太陽が水平線の彼方を昇っていた。明け方の空は雲の下腹を焼き、鮮やかに色づかせ、その光は海上できらきらと反射して、まるで躍っているかのように瞬いていた。

			　――幻想的な光景だった。

			　戦闘時の興奮や恐怖が残っていて、なかなか眠れなかったが、この美しい景色を見て心が落ち着いていくのを感じる。

			　突然の異世界転移。真っ白な空間。天使と悪魔の戦い。怪物との遭遇――。

			　昨日はいろいろなことがあった。どれも理不尽なことばかりだった。

			　しかし、何の力もない士道は状況に流されることしかできない。

			　きっと家族は心配しているだろう。

			　無断で家に帰らないようなことは今までなかった。

			　突如として百人も行方不明になったことで、大ニュースになっているはずだ。神隠しにでも遭ったと思われているだろうか。実際のところ似たようなものかもしれないが。

			　友達も騒ぎ出している頃だろう。士道は皆の中心に立つことが多い人間だった。

			　いつも無駄に堂々としていて、どんな状況でも頼りになる。

			　そう言われていたし、士道もそういうふうに在ろうと努力していた。

			　だが、実際に過酷な状況に放り込まれてしまったら、このざまである。

			　士道は嘆(たん)息(そく)した。父、母、妹――三人の家族の顔が思い浮かぶ。

			　クラスの友人や部活の仲間とともに笑い合う光景を思い出す。

			（皆に、会いたいな……）

			　それは叶わぬ願いだと、なかば士道は確信すら抱いている。

			　もちろん元の世界に帰れる手段が得られるならば、それに越したことはないが。

			　そんなことを考えつつ、森林のほうに目を向けた。

			　あまりにも雄大な自然は、ただそこに在るだけで見る者に威圧感を与える。

			　まずは昨日と同じように、南にある港町を目指す。

			　わざわざ赤毛の猿にもう一度会いたくもないので、今度は砂浜沿いを歩いていくことにした。

			　何をするにも腹は減る。士道は昨日、少しだけバッグに詰めていた果物を口にした。

			　不味くはない。飲料水がないために喉が渇いていたが、果汁が潤してくれたのは僥(ぎよう)倖(こう)だった。

			　とはいえ、水の確保は必須だろう。果汁だけで生きてはいけない。

			　野草は『鑑定』で食用に耐えると書かれてはいるが、さすがにそのまま食べる気にはなれなかった。

			　果物を二個ほど食べて空腹を紛らわす。

			　食べ盛りの高校生には物足りないが、考えなしに食べ尽くすわけにはいかないのだ。

			　そうして、しばらく歩いていると前方の様子が少しずつ変化する。

			　砂浜から、ゴツゴツとした岩場へ。尖った石や岩が増え始め、なかなかに苦労したが、運動部に所属していて体力のある士道なら、突破できる程度のものだった。

			　しかし、進んでいった先には崖があった。

			　眼下には、勢い良く波が押し寄せる海が広がっている。

			　どうも気づかぬ間に緩やかな登り坂になっていたらしい。

			　そして崖に沿うように森が茂っている。

			（どうするか……）

			　進むことはできない。戻ったところで何もない。

			　食糧は果物が残り二個。飲用に耐える水は得られていない。

			　ならば赤毛の猿や、それに似たような怪物に遭遇する危険を踏まえた上で、森林に足を踏み入れるべきではないのか。――正直、怖い。

			　一歩間違えれば、運が悪かったら、何の慈悲も意味もなく死んでいたという事実が、容赦なく士道の背にのしかかっている。

			　それでも生きていくために必要なことなのだ。

			　人は水と食糧がなければ生きていけない。当然のことだ。

			　その当たり前がどれだけ大事なことだったのか、改めて実感した。

			（まだ……死にたくはない）

			　士道は震える手を拳の形に変えると、固く握り締める。

			　深呼吸をして意識を研ぎ澄ますと、森林の内部へと侵入した。木陰に身を隠すように、おそるおそる進んでいくと、やがて川のせせらぎが聞こえた。飲料水を確保できる可能性が高い。

			　士道は希望を見出し、嬉々として進もうとするが――その希望を塗り潰すかのように、再び怪物が姿を現した。

			　長く鋭い爪を生やした赤毛の猿が、木の枝の上に座り込み、間抜け面を晒(さら)している。

			　ぶわっ、と恐怖が押し寄せた。

			　気づかれないうちに木陰に逃げようとしたが、間に合わない。

			　赤毛猿は士道に目を向けると、わずかに鳴き声を上げた。

			　同時に、昨日は使えなかった『鑑定』を行使する。

			　

			　――魔物。ツメザル。

			　

			　眼前の赤毛猿には、そんな表示がなされていた。

			　体内に、魔石という核を宿している魔力生命体。魔素の収集を本能的に求めていて、そのために人間や敵対する魔物を殺そうとする。魔神を創造主、悪魔を上位存在としていて、その指示には従うようだ。

			　同族では争わない程度の知性はあるらしい。

			（魔力は十全。森に棲む魔物を倒せないようでは、まともな生活手段を得ることはできない）

			　持ち得る手札は三枚。

			『瞬間移動』。『幻影』。『稲妻』。

			　このうち効果の検証が済んでいるのは『瞬間移動』のみだ。

			　悠長に確認している余裕はなかったので仕方ないとはいえ、実戦で試すしかない。

			　士道は『幻影』を行使した。士道は本能的に何ができるのかを理解する。

			　文字通り、敵に幻影を見せることだ。

			　具体的な検証がしたいところだが、もちろん敵は士道の思惑通りに動くことはない。

			（――速い!!）

			　突如として迫ってきたツメザルの変則的な攻撃を横に飛んでかわし、振り向きざまに思い切り体を振り、回し蹴りを放った。

			　スパァン!!　という快音とともに小柄な猿が吹き飛んでいく。

			　正直なところ直撃するとは思っていなかったので士道は少し驚いた。

			　とはいえ。

			（……そりゃ、そうか）

			　赤毛猿はあっさりと立ち上がった。特に怪我をした様子も見受けられない。

			　だが攻撃を受けたせいで、警戒度が上がったらしい。心なしか視線が鋭くなる。

			　そして士道の視線と交差する――刹(せつ)那(な)。

			　なぜか赤毛猿はその場で、カウンター気味に鋭い爪を振り抜いた。

			　その攻撃はもちろん空を切る。

			　ありもしない幻影を掻き消したのだ。

			　そのカラクリはもちろん固有スキルによるもの。士道は、自分が真っ直ぐ突進するイメージで『幻影』を発動させたのだ。

			　ツメザルはようやく、ありもしない幻影を見せられていたと気づいたらしい。

			　焦(しよう)燥(そう)を顔に浮かべながら、慌てて周りを見渡した。

			　だが、もう遅い。

			　すでに避けられない距離にまで士道は踏み込んでいる。

			　その右腕はバリバリと音を立てながら紫電を纏っていた。

			（これで……っ!!）

			　最後の固有スキル『稲妻』を纏った右手を突き出すと同時、稲光が輝く。

			　魔力より変換された電流が士道の身体から放出される。

			　凄まじい勢いで振るわれた雷撃が、赤毛猿を真正面から焼き尽くした。

			（……なんて威力だ）

			　息を荒く吐きながら、士道は地面に穿たれた穴を見やる。

			　まだ雷を上手く制御できていないが、極めれば槍のように放射することも可能だろう。

			　やはり魔力で構成されているからか、現実の物理法則とは異なるようだ。

			　焼け焦げたツメザルの悲惨な姿を見て、士道は顔を歪(ゆが)めて地面に座り込んだ。

			　息をゆっくりと吐く。思考を整理する。

			　人型の生き物を殺したことへの衝撃は、ないわけではない。人間を襲う魔物にだって、守るべきものはいろいろあるのかもしれない。

			　――だが、殺さなければ死んでいた。

			　そういうふうに自分を正当化する。それに、命懸けの戦闘を潜り抜けた安(あん)堵(ど)の方が大きい。

			　これから異世界で生きていくために必要なことだと理解もしている。

			　少しばかり座り込んでいると、ツメザルの肉体が淡い青白色の光へと変わり、士道の肉体へと取り込まれていく。これが魔素による肉体改造だろうか。

			　そして残ったのは綺麗な宝石だけだ。『鑑定』すると、魔石と呼ばれるものだった。

			　いろいろなもののエネルギー源となるらしく、一応持っておくと何かの役に立ちそうだ。

			　魔石を拾うために立ち上がろうとすると、自分の身体に違和感を覚えた。

			　何というか、格段に動きやすいのだ。

			（身体能力が上がってる……？　もしかすると、レベルが上がったのか）

			　疑念を抱きながら、士道はステータスプレートを見た。確かにレベルは上昇していた。

			　士道は魔石をバッグに収めると、川が流れているほうへと再び足を動かす。

			　命懸けの戦闘により精神が悲鳴を上げていた。

			　これ以上探索しようという気分にはなれないが、水がなくては魚のように干上がってしまう。

			　だが、三歩も歩かないうちに立ち止まった。士道は苦渋に顔を歪(ゆが)める。

			　それは精神的な理由ではない。悪態をつきながら振り返った。

			「くそっ……。さっきの戦いが目立ちすぎたか」

			　不気味な気配。それはおそらく殺気だ。

			　二体目の魔物は隠れるつもりなど毛頭ないらしい。

			　ガサガサと草木を揺らしながら、その巨体が姿を現す。

			　ゲームや漫画で見覚えのある怪物を見て、士道は端的に呟いた。

			「オーク……？」

			　鋭い牙。大きい豚のような鼻。筋肉の塊(かたまり)のような大柄な肉体を茶色い剛毛が覆っている。

			　ゴツい手に原始的な石槍を握るその魔物は、士道の姿を見て嗜(し)虐(ぎやく)的(てき)な笑みを浮かべた。

			「ちくしょう……」

			　異世界の大きな森で、二度目の死闘が始まる。

			　残存魔力は、半分もない。

		

	
		
			第２話　救いの手

			　

			　草木生い茂る密林の中で、神谷士道は魔物と睨み合っていた。

			『鑑定』によるとオーク。見た目通りの名称だった。

			　あれだけの巨体と剛腕。一撃をまともに食らってしまえば、それだけで致命傷になる。

			（どうする……!?）

			　士道はこの場を切り抜けるために、思考を全力で回転させる。

			　逃げるのか。逃げたとして、逃げ切れるのか。

			　いや、『瞬間移動』を使えば何とかなるかもしれない。だが、ここは森林だ。『瞬間移動』の条件として、転移先は視界内に限定され、視線でその位置を捉えていないと使えない。

			　それは感覚で何となく理解できている。

			（……視界内じゃ、大した距離は取れない）

			　残存魔力は四割程度。そして攻撃手段は固有スキルのみ。

			『瞬間移動』は消費魔力が特に大きい。

			　一度使ってしまえば、せいぜい『稲妻』が一発放てる程度の魔力しか残らないはずだ。

			　考えをまとめていると、そこでオークが激しく鼻を鳴らし、大地を踏み締める。

			　士道は身をすくめる恐怖に抗い、固有スキルを行使した。

			　――『幻影』。

			　唐突に出現した幻にオークが戸惑いを浮かべている合間、士道は死角を潜るようにオークの脇を駆け抜けていく。

			　だが、そこでオークが士道の方に振り向いてきた。本体に気づくのが速い。

			　幻影術のかかりがあまいのか。

			（いや、通るときに近すぎたせいか……！）

			　士道は動揺しながらも、木の間をすり抜けるように走り続ける。

			　部活が強豪だったせいか、山道を駆けるトレーニングは何度もしていた。

			　この程度の足場の悪さは士道にとって苦ではない。

			「くそったれ……！」

			　適当に叫びながら段差を飛び越える。

			　そのとき、士道は失敗を悟った。

			　オークに気を取られてばかりで、周囲の警戒を疎(おろそ)かにしていた。

			　醜(しゆう)悪(あく)な顔立ち。薄気味悪い緑色の小さな身体。カビ臭いボロ切れを体に纏っていて、木を乱雑に削ったらしい棍(こん)棒(ぼう)を手にする人型の生物が、士道の向かう先に存在していた。

			（ゴブリン、だと……!?）

			　いくらゲームのように翻(ほん)訳(やく)されているとはいえ、さすがに見覚えのある魔物ばかり出てくるのはおかしいだろう。ここは異世界ではなかったのか。

			　それとも地球の神話や伝承などと何らかの関わりがあるのだろうか。

			　はっきり言って、そうだとしか考えられない。天使や悪魔を名乗る生物を見たときから感じていた――異様なまでの違和感が胸中で顔を出す。

			　しかし、今は悠長にそんなことを考えている場合ではない。

			　状況を要約すると、三体のゴブリンが前方にたむろっていた。

			　段差のせいで魔物の姿が見えなかった――というのは無意味な言い訳である。

			　ゴブリンが士道の姿を視認し、騒ぎ始める。

			　士道は咄(とつ)嗟(さ)に道を転換する。

			　右から回り込むように走るが、その行動を予測したようにゴブリンの一体が回り込んだ。

			　思っていたよりも行動が迅速だ。

			　足を止めて辺りを見回すと、三体のゴブリンは士道を包囲するように展開している。

			　その間にも、オークの足音がだんだんと近づいている。

			　肌が粟(あわ)立つような感覚があった。

			　恐怖が心を鷲掴みにするが、それに捕らわれていては死ぬだけだ。士道は自分を叱(しつ)咤(た)する。

			　絶対に切り抜けてみせる。こんなところで死にたくはない。

			（一体を吹き飛ばして、包囲に穴を開けて逃げる……！）

			　士道は前方の一体に狙いを定め、地面を蹴って肉薄した。魔力消費が多すぎるので『瞬間移動』は使わない。

			　体を振って何とか棍棒を回避すると、ゴブリンの顔面に体重の乗った拳を叩き込む。

			　ゴッ!!　という凄まじい音が炸(さく)裂(れつ)した。

			　ゴブリンは回転しながら後方に吹き飛んでいく。

			　予想よりも威力のある一撃。魔素による肉体強化の恩恵だろうか。

			　しかし、安(あん)堵(ど)している暇はない。

			　二体のゴブリンはすでに左右から迫っていた。やはり見た目より速い。

			　逃げる算段が崩れたことに舌打ちしながら、士道はゴブリンの棍棒を片方はかわし、もう片方は避け切れずに右腕でガードした。
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			　なかば本能的に魔力を集中させて右腕を強化する。

			　棍棒が右腕を強打したが、そこまでの痛みはない。士道は咄(とつ)嗟(さ)に飛び退きながら、

			（……なるほど。こういう使い方があるのか）

			　状況に希望を見出し、魔力で強化した右腕のままゴブリンを殴り飛ばした。

			　凄まじい勢いで小柄な魔物が吹き飛んでいく。

			「うおっ!?」

			　一方、士道は身体が右腕に振り回され、地面を転がった。

			　何だ。いや、右腕だけが強化されている弊(へい)害(がい)か。それなら、全身に魔力を纏うように広げれば解決するのではないだろうか。身体強化を全身に巡らせる。

			　体を流れる魔力の制御がまだぎこちない。粗が多いと分かるが、一応は成功した。

			（これなら…………やれる！）

			　転んだ士道に対して、三体目のゴブリンが棍棒を打ちつける。

			　だが右手であっさりと受け止める。そうすることができた。

			　士道は力ずくで押し返しながら立ち上がる。

			　そしてゴブリンから棍棒を奪うと同時に、全力で蹴り飛ばした。

			　爆音とともに吹き飛ばされ、そのゴブリンは大樹に叩きつけられて動かなくなった。

			　おそらくは意識を失っただけだろう。

			　周囲を見渡せば先ほど殴り飛ばした二体のゴブリンは体に痛みが走るのか、のろのろとした動きで起き上がっている。

			　そして。

			「ぐっ――!?」

			　士道はゴブリンから奪った棍棒を振るい、後方から肉薄していたオークの槍を弾いた。

			　魔力による身体強化があっても、ビリビリと腕に振動が響く。

			　恐ろしいほどの膂(りよ)力(りよく)。

			　士道が冷や汗を垂らしていると、オークは警戒度を上げたように槍を構え直した。

			　逃げたい。だが、後ろには負傷しているとはいえ、二体のゴブリンがいる。

			　奴らを相手にしている間に、オークに攻撃されたら最悪だ。

			　これは無理だろう。『瞬間移動』を使っても、ここから見える位置にしか転移できない。

			　なら、どうする。どう動けば生きることができるのか。

			　そもそも、いきなり殺し合いの世界に放り込んで、生き残れという時点で無理な話だ。

			　だが、眼前の魔物は当然そんな事情を知る由もない。

			　真っ直ぐに突っ込んできたオークに対して、体を投げて槍をかわした士道は、雄叫びを上げながら全力で腹に棍棒を叩き込む。

			　ミシリという鈍い音が響き、ふわりとオークの身体が宙に浮かぶ。

			　吹き飛ばすにはいたらないが、オークが顔を顰(しか)めた。

			　やれる。まだ、戦える。怯えるな。こんな終わり方は絶対にない。

			　ならば殺すしかないだろう。

			　士道は自分を叱咤してオークに飛びかかる。

			「おおおおおおおおおおおおお!!」

			　唸り声を上げるオークに剥き出しの殺気を叩きつけ、威(い)嚇(かく)するように咆(ほう)哮(こう)した。

			　魔力を纏う身体強化によって体の反応が素早くなり、オークの動きに何とかついていく。

			　慣れない棍棒を操り、ギリギリで弾くことができていた。

			　だが、互いの手数が増えていく。それは同時に、実力差の露呈でもあった。

			「しまっ――!?」

			　オークが入れた突きのフェイクに士道は引っかかる。

			　何もない場所に向けて棍棒が振り抜かれ、士道の体に大きな隙ができた。

			　オークはそれを見て嗜(し)虐(ぎやく)的(てき)な笑みを浮かべると、これが最後の一撃だと言わんばかりに、思い切り引き絞った槍を撃ち放つ。

			　バランスを崩した士道はそれに対応することができない。

			　槍に貫かれる。命が魔物に奪われる。

			　残酷な異世界に放り出されたひとりの少年が、何の慈悲もなく消えていく。

			　その直前の出来事だった。

			　

			「――ギリギリじゃな。が、間に合ってよかったわい」

			　

			　士道とオークの間に、霞むような速度で白髪の老体が割り込む。

			　次の瞬間。あれだけの巨体が、全身から血しぶきを上げて倒れ込んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ときは少し遡(さかのぼ)る。

			　はるか上空。雲の上には街が存在していた。

			『天界』と呼ばれるその場所の一角には、イリアスと名乗った天使が一人佇(たたず)んでいる。

			　バーン・ストライクは襲撃に失敗したと悟った瞬間、即座に撤退した。

			　いくら悪魔の位階で上位に位置しているとはいえ、天使長たるイリアスと正面から戦って勝てると考えるほど自惚れてはいないのだろう。

			　イリアスは嘆(たん)息(そく)しつつ、どこへともなく話しかけた。

			　転移者たちの脳内に直接響かせていた恐怖を抑える効果がある『声』ではなく、ごく普通に声帯から音を捻り出す。

			「……しかし、なぜ数の少ない使徒に殺し合いを推奨するような真似を？」

			「あら、私がいつ殺し合いを推奨したのかしら？」

			　すると、声に呼応する影。

			　気がつけばイリアスの目の前に金髪碧(へき)眼(がん)の女が出現していた。

			　ずっと見ていたはずなのに、イリアスには女がいつ現れたのか知覚できていない。

			　歴戦の強者であるイリアスの目を誤魔化すなど、本来なら不可能に近い。

			　だが、イリアスは眉を動かしもせず、話を続けた。

			　この現象には慣れている。

			「わざわざ殺した相手の固有スキルが譲渡されるような『システム』を構築すれば、そうとしか思えないでしょう。今回の『世界渡り』と併せて、かなりの神力を消費していると思いますが、それに見合うだけの効果があるとは思えません」

			「うん。効果はないかもしれないわね」

			　女は笑みを浮かべながら、語る。

			　笑っているはずなのになぜか感情が見えない。

			　その悍ましい感覚を久々に味わい、イリアスの背筋に寒気が走った。

			「……わざわざ日本とやらに限定した理由は？　あそこは平和主義国家で殺しに対する忌(き)避(ひ)感(かん)がある者ばかりだ。『向こう』のことは大して知りませんが、どこかしらの紛争国から引っ張ってきたほうが良かったんじゃないですか？」

			「イリアス」

			　金髪の美しい女は、ふわふわしている雲に寝転がりながら、試すように言う。

			「あなたは、どうしてだと思う？」

			「さあ。意外と何も考えてなかったりするんじゃないですか？」

			「そんなことないわ。『世界渡り』というのは、いくら女神でもそう行えるものじゃない。だから、ちゃんとした理由があるのよ」

			　これだけの術式を使うのは何年かに一度が精一杯だしねと、神を名乗った女は答える。

			「おかげで神力が残り三割ぐらいにまで減っちゃった。……魔力の海から吸収して練成するとして……回復するまで、一年ちょっとはかかるわね」

			　そこまでして異世界人を呼び寄せた意味は何だろうか。

			　イリアスは正直なところ測りかねていた。

			　確かに固有スキルを宿している人間は稀少で、かつ強力だ。

			　日本人の中でも固有スキルを宿している者を選ぶと、数百人程度しかいなかった。

			　この世界ではより珍しく、固有スキルなど一億人に一人ぐらいしか持っていない

			　そして戦闘職を持っている者と平均以上の魔力容量がある者をさらに厳選すると、存在していたのは――たったの百人。

			　一人、『奇術師』とかいう例外はいたが。

			　魔素が薄い地球では天職による才能差など大して露呈しないだろうが、この世界では異なる。

			　レベルが上がり、身体能力が上がれば上がるほど、その活用法に差が生まれていく。

			　あのハズレ術師には、可哀想なことをしてしまったものだ。

			　強くなればなるほど、他の異世界転移者との差が理解できていくのだから。

			　

			　閑(かん)話(わ)休(きゆう)題(だい)。つまり、異世界人を呼び寄せた理由は理解できなくはないが、彼らが実際に戦力と呼べるほど使えるようになるのはまだ先の話だということだ。

			　加えて、世界各地に無作為転移を行使したので運が悪ければすでに死んでいる。

			（まあ仮にそうだとすれば……それまでの人間だったというだけの話だが）

			　これに関してはバーンに邪魔されたとはいえ――予定通りではあった。

			　ともあれ。

			　再興されつつある悪魔の王国。再臨が近づく魔神への対応が早急に求められる今、女神の使徒として召喚されたのが彼らというのは、イリアスには納得がいかない。

			　女神はこの世界の『システム』を創造することが可能な神族の生き残りだが、決して全知ではなく全能でもない。そして敵は魔神。女神と同等の存在である神なのだ。

			　だから女神にしても命懸けであるはずだ。

			　だというのに、仮に強く成長したとしても手を貸してくれるとは思えない連中をわざわざ召喚したということが、どうしても――

			「――納得がいかない？」

			　見透かしたように女神が尋ねる。イリアスは素直に頷く。

			「天職が勇者だったあの五人はまあ理解できますが……」

			「まあ、見ていればそのうち分かるわ。別に私の指示に従えとは言っていない。あの子たちが何を考え、どういうふうに動こうと、最終的には魔神を討つ足がかりになる」

			　――なにせ、彼らはこの世界の人間ではないからね、と。

			　下手な手を打てば自分も死ぬというのに、女神は軽い調子で呟いた。

			「……それで、肝心の『器』は用意できたんですか？」

			「うん。それに関しては私も心配していたけれど、極上のものがあったわよ」

			　ふふ、と女神が微笑む。本当に、何を考えているのだろうか。

			　イリアスはため息をつきながら、

			「それで、我々はどのように？」

			「そうね……とりあえず、あの四人と連絡を取りなさい。彼らにだけは、ちゃんと働いてもらわないと、ね」

			「分かりました」

			　その言葉を最後に、女神の姿が掻き消えた。指示は終えたということだろう。

			　イリアスはやるべきことをまとめながら、動き始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　オークの槍は士道の眼前でピタリと止まっていた。

			　士道に大きな後ろ姿を見せるその人物が、押し止めたのである。

			「大丈夫か？　少年」

			「あ……ああ。大丈夫、です」

			　オークはただの肉塊に姿を変えている。

			　血みどろのグロテスクな光景に、士道は耐えきれずに嘔(おう)吐(と)した。

			　一歩間違えれば自分がそうなっていた。

			　そう考えると、身体の震えが止まらない。汗が無限に湧き出てくる。

			「それを大丈夫とは言わんぞい」

			　呆れたように呟く人物を、ようやく士道は仰ぎ見る。

			　筋骨隆(りゆう)々(りゆう)な肉体をした白髪の老人。身体には武道のような道着を纏っていて、好々爺然とした苦笑を浮かべている。

			――『白い空間』で見た、異世界転移者の一人だ。

			「……すみません。助かりました」

			　士道は素直に感謝の言葉を告げる。

			　命を救ってもらった。この恩は必ず返さなくてはならない。

			　老人はそんな士道を見て、眉をぴくりと動かすと、

			「……死にかけたというのに、ずいぶんとすぐに冷静になるのじゃな」

			「……いや、ここに留まっていれば魔物が集まってくるんじゃないかと思って」

			「む、そうじゃな。ひとまず移動しよう。話はその後じゃ」

			　オークはすでに魔石へと姿を変え、光は老人に吸収されている。

			　ゴブリンはすでに逃げた後のようで、その姿は見えなかった。

			「……無謀ではなかったし、戦闘中も冷静じゃった。だが――やはり……天職の影響というのは、ここまで大きいものじゃったか。それとも単に、経験が少なすぎたと見るべきか」

			　老人は考えるように呟く。それを最後に会話はなかった。

			　魔物を避けながら、森の中を五分ほど進む。

			　すると、徐々に視界に岩場が増えていき、川に辿り着いた。

			「飲むといい。ここの水は綺麗じゃ」

			　久しぶりの水で喉を潤す。汗をかいて、喉が渇ききっていた。

			　ただの水が心から美味しいと感じる。ようやく生きた心地がした。

			　満足して周囲を見回すと、川の近くに、三方を囲まれている岩場がある。

			　そこに向かうと、現代風のリュックサックが置いてあった。

			「ここは？」

			「わしが当面の住処にしようと思った場所じゃ。良い立地だろう？」

			　納得しながら士道は周囲を見渡した。

			　確かにここなら魔物に狙われるリスクも低い上に、飲み水のある川も近い。

			　もし魔物が襲ってきたとしても、一方向に限定されるので対処もしやすい。

			　当面の住処(すみか)にするにはもってこいの場所だった。

			「少しそこで休んでいろ。わしがいるんじゃ、命の心配はない」

			「……感謝します」

			　士道は冷たい石の上に体を横たえる。

			　戦闘によって疲労していた士道の意識は、簡単に沈んでいった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――今日は運が良いと、霧崎翔は薄く笑みを浮かべていた。

			「なに笑ってんだぁ？　今から死ぬってんのによぉ」

			『白い空間』を離脱して、気づけば何もない荒野に出現していた翔だが、しばらく周囲を探索していると、遠方より二人の人影が現れた。

			　その背中には黒い翼を生やしているが、それは体格に反して小さく、飛べそうにない。

			『鑑定』によると、下位悪魔と表示されている。レベルは両者ともに15。

			　どうりでバーン・ストライクから感じていた圧力とは、まるで違うと思ったはずだ。

			　なぜなら、翔はあのときからすでにいろいろと検証し、『鑑定』を操っていたのだが、上位悪魔を名乗るバーンのレベルは１００を超えていた。格が違うに決まっている。

			「……いいや、悪いけど、死ぬのは君たちだよ」

			　翔は穏やかな笑みを浮かべて告げた。懐からゆっくりと取り出したのは――クナイだ。

			「……転移直後を狙って僕たちを殺すつもりだったんだろうけど、本当にちょうど良いところに来てくれたよ。魔神とやらには、少しだけ興味があるんだ」

			　翔に剣を突きつけて優越感に浸っていた二人の下位悪魔は、まるで怯えていない翔を見て、気分を害されたように眉をひそめた。

			「なんだよ、こいつ。自分の立場が分かってねえみたいだな」

			「もういいよ面倒くせぇ。さっさと殺そうぜ」

			　下位悪魔二人が剣を構え、臨戦態勢を取る。

			　翔は薄く笑いながら、固有スキルの実戦検証を開始した。

			　

			　下位悪魔を総動員した異世界転移者狩りが始まり、すでに数人が犠牲となっている。

			　運悪く悪魔の勢力圏内に転移し、悪魔に発見された者は、いずれも無惨な末路を遂げた。

			　――一部の例外を、除いて。

		

	
		
			第３話　誰かにとっての英雄に

			　

			　この世界を照らす太陽は鳴りを潜め、徐々に薄暗くなっていた。

			　清(せい)冽(れつ)な川のせせらぎが、心地良く士道の意識を浮上させる。

			　士道は起き上がり、周囲を見渡す。

			　確か白髪の老人に助けられたはずだが、姿が見えない。

			　まだ夕刻なことを鑑みると、寝てしまっていたのは数時間程度だろう。

			（……魚の焼ける匂い？）

			　ひょいと、三方を囲まれている岩場から出ると、近くの川辺で白髪の老人が焚き火をしているのが見えた。串のように削られた三本の木に川魚が突き刺さり、鮮やかに色づいている。

			　白髪の老人は士道に気づき、手招きをした。

			「ちょうどいい。そろそろ起こそうと思っていた頃合いじゃ。そこに座れ」

			　

			　士道は頷き、手頃な岩に腰掛けた。

			　老人は魚の様子を見ながら、

			「そういえば名前を言っていなかったな。わしは古(こ)賀(が)玄(げん)海(かい)じゃ」

			「神谷士道です。……玄海さんに助けてもらった恩は、忘れません」

			　

			　古賀玄海は転移者だ。

			　上空に転移して何とか島に着地した士道とは異なり、気づけば森林の内部にいたらしい。

			　真(しん)摯(し)に頭を下げる士道に、玄海は困ったように苦笑した。

			「そう気にする必要はない。というか、もっと早く介入することもできたのじゃがな。お主がまともに戦えていたから、つい様子を見てしまったわい」

			「……そうなんですか」

			　オークとの戦闘中とはいえ、士道は玄海が接近していたことにまるで気づかなかった。

			　というか、玄海はいったい何者なのだろうか。

			　筋骨隆々な肉体に、柔道のような道着を纏っていることから、武術か何かの心得があるのだろうとは予測できるが、それでもオークを一撃で倒すなんてさすがにおかしいのではないか。

			　士道がそんなことを考えていると、玄海は串をいじって魚の向きを調節しながら、言う。

			「お主はすごいな。常人なら恐怖に怯えて、何もできないまま殺されるのが関の山じゃ」

			「……玄海さんがいなければ死んでいた。だから、似たようなものです」

			「そんなことはない、お主は立派じゃった。生き残るための才覚がある」

			　玄海は難しそうな顔で顎(あご)に手を当てると、

			「惜しむらくは、やはり天職か。わしはこの世界に来てから、天職の『武術家』による動きの向上を自覚している。どう動くことが適切なのか、判断力が上がっているような感じか。あの天使の坊主が、この世界のほうが地球より魔素が濃いとか言っていたことに関係があるんじゃろうとわしは見ている。身体能力が上がったからこその差というか……お主はどうだ？」

			「……いいや、レベルが上がって何となく動きは良くなりましたが、それ以外は特に……」

			「ふうむ。やはり、非戦闘職とやらの影響か」

			　そんなことを話している間に、魚が焼けたようである。

			　程良くついた焦げ目。じりじりと焼かれ、したたる脂。その香りが食欲をそそった。

			「うむ。そろそろ食えるぞ。ほれ、遠慮するな」

			　士道は魚が刺さった串を受け取る。ふっくらとした身にかじりつくと、焦げかけた表面がぱりぱりと小気味良い音を鳴らし、熱さを感じながらも一気に噛み締める。豊かに脂が乗った肉は舌の上で躍り、ゆっくりと溶けていった。美味しいと、士道は素直に笑みを浮かべる。

			　ただ貰うだけというのは嫌なので、士道は収集していた食用可能な果物や野草を提供した。

			　玄海はナイフや調味料などを持っていたので、野草を炒めながら適当に味付けする。

			　なぜそんなものを持っているのか。本当にこの老人には謎が多い。

			　ともあれ士道は玄海の手際に感嘆しながら、食事を進める。

			　一口食べるともう止まらなかった。冷静に考えると、士道はもう半日ほど何も食べていない。

			　育ち盛りの十七歳には耐えられない苦痛だ。

			「うむ。いい食べっぷりじゃ。やはり若者というのはそうでなくてはならん」

			　うんうんと頷いている玄海を横目に、良い具合に腹がふくれた士道はそっと息を吐いた。

			「……こんな状況でも、飯は美味いんだな」

			　もう怖い思いをするのは嫌だった。元の世界に帰りたい。いつも通りの日々を過ごしたい。大切な家族に会いたい。友達と遊びたい。仲間と一緒に部活がしたい。

			　そんな思いを抑えつけて、神谷士道は生きるために魔物を殺し、そして殺されかけた。

			　――そうすることしか、道は残されていなかったから。

			「……士道、どうした？」

			「いや、何でも、ないです……」

			　士道は昔から弱音を吐かない人間だった。

			　いつも泰然としていて、皆のリーダー的な存在だった。

			　誰かに頼られることが好きだったので、自分からそういう存在であろうと努力した。

			　そうやって、いつだって、誰かを安心させる笑顔を浮かべ、ただ周囲の皆を助けられる理想の自分であろうとして、ひたむきに士道は生きてきた。

			　気がつけば弱音の吐き方を忘れていた。

			　誰に頼ればいいのか、分からなくなっていた。

			　たとえ、突然わけの分からない世界に放り出されたとしても。

			　天空の遥か彼方で、命の危機に襲われても。

			　生きるために危険な森を進むことになって、不安で胸が締め付けられようとも。

			　襲い来る魔物に何度も殺されそうになり、恐怖で心が折れそうになっても。

			　――神谷士道は、いつだって振り返ることはなかった。

			「あれ……俺、どうして……？」

			　自分の心がどれほど悲鳴を上げているのか、そんなことすら分からずに。

			「……安心せい。その涙は、お主がちゃんと生きることに執着を持っている証じゃ」

			　玄海は、ゆっくりと言い聞かせるような調子で語る。

			　その瞳には、どこまでも深い海のような包容力が感じられた。

			「生きたいという気持ちが、お主を戦わせていたんじゃ。それは決して誰にも否定できるものではない。わしはな……その気持ちは、他の何よりも大切なものだと思っている。……自分の命に頓(とん)着(ちやく)せぬ者に、決して、何かを為すことはできないんじゃよ」

			　穏やかな声音。それは懐かしい感覚だった。父と母の姿が、瞼(まぶた)の裏に蘇る。

			　古賀玄海の言葉には、歳相応の重みがあった。

			「わしの武術の流派ではな、まず最初に、こういう教えがあるんじゃよ」

			　――誰かを救いたいと願うのなら、まずは自分自身を救ってみせろ。

			　どういう意味だか分かるかと、玄海は好々爺然とした笑みを浮かべて語る。

			「わしがお主を助けたのはな、わし自身にまだ生きたいという想いがあって、生きようとするお主の気持ちを理解できたからじゃ。……その理解が、共感が、助けたいという想いを生み出したんじゃよ」

			　なぜか視界がぼやけていて、揺れる焚き火の先にある玄海の横顔が見えなかった。

			　こんな経験は久し振りだった。

			　士道は基本的に何でもできた。誰かに諭されることなんて、子供の頃以来だった。

			　

			　――こういう人間に、なりたい。

			　

			　ただ死にたくないと助かるあてもなく願っているだけの士道を、救ってくれたように。

			　それは本人にとっては大したことではないのかもしれない。

			　何かのついでだったり、ほんの片手間だったりするかもしれない。

			　それでも、救われる側の人間の想いは、感謝の気持ちは、何も変わらないのだ。

			　こんな残酷で危険が溢れる世界にだって必ず救いはあるのだと、今まさに理不尽な運命に晒(さら)されている誰かに伝えたい。

			　それはもしかすると、士道にだけ起きた奇跡なのかもしれない。

			　ならば、この手で救いたいと思った。そういう想いが心のうちに生まれていた。

			　たとえ、今はそこらの魔物に苦戦するような、ちっぽけな存在だったとしても。

			　今も苦しむ誰かにとっての英雄になれたらいいな、と。

			　士道の眼前に堂々と佇(たたず)む、古賀玄海のように。

			　

			　――誰かを救えるような人間を目指して。

			　

			　残酷な異世界に放り出されたハズレ術師の少年が、未来に向けて願いをこめる。

			　これは、英雄譚。

			　とある少年が紡(つむ)ぐ、小さな願いの物語。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからしばらくすると、玄海がゆっくりと立ち上がった。

			　士道は顔を赤くして、ポリポリと顔をかいている。

			「しかし、こんな所で焚き火なんかやってたら目立つんじゃないですか？」

			「この周辺にいる魔物の強さはだいたい確認している。襲われても大した問題はない」

			　あっさりと言う玄海に士道は頬を引きつらせる。

			　その困惑した視線に気づいたのか、玄海は苦笑しながら言った。

			「わしはとある片田舎で小さな道場の主をやっていてな。久々に鍛え直そうと山にこもっていたら、急に変な空間に呼び出されて、今ではこの始末じゃよ」

			「どんな状況ですか、それは……」

			　さすがに、山にこもってサバイバル生活をしていたとは予想できない。

			「まあ道場に関しては息子が上手くやってくれているし、そこまで心配してはいないんじゃが」

			「なら、玄海さんは今後どうするつもりなんですか？」

			「そうじゃな……。また道場でもやって、わしが受け継いだ技術を、この世界の未来ある若者たちに伝えられたらいいなと思っておる。そのためにはまず、名を上げる必要があるだろうな」

			　玄海は夜空を見ながら、そう答えた。士道もつられて仰ぎ見る。

			　満天の星だった。

			　地上に光がないせいか、一つ一つの輝きが地球よりも遥かに増している。

			　穏やかで、優しい光が空を満たしていた。

			　美しい光景だと、士道は素直にそう思った。
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			◆　◆　◆

			　

			　その翌日。

			　そうそうに目を覚ました士道は、何かの準備をしている玄海の姿を見た。

			の刃がついた槍をその手に持っている。おそらく昨日のオークから奪ったものだろう。

			「どこへ？」

			「なーに。朝食がいるじゃろう。少し狩りをしてくる」

			「……俺も行きます」

			　魔物と戦うのは確かに怖い。だけど、誰かを助けられる人間になると決めた。

			　だから強さが欲しいと考えている。

			　玄海は窘(たしな)めようとしたが、真剣な様子の士道に気圧されたように難しい顔をした。

			「……分かった。ついてこい。じゃが、無理はするな」

			「ありがとうございます」

			「もし、わしとはぐれた場合はここに戻ってこい。分かったな？」

			　士道が頷くと、玄海は背を向けて森の奥へ歩いていく。

			　手に持つ槍がずいぶんとさまになっていた。

			『鑑定』を使って食べられる果物や野草を確保しつつ、後をついていく。

			（魔物がうろついてるのに……ただの動物も棲みついてるんだな）

			　そんなことを考えていると前方から複数の足音が聞こえてきた。

			　――魔物。この鳴き声はゴブリンだ。玄海と士道は慌てず、木の陰に隠れる。

			「…………二体か」

			　人間の半分程度の大きさをした、醜悪な顔つきの魔物。

			　見ているだけで嫌な気分になる。これから殺そうと考えているからだろうか。

			　喉の奥から込み上げる吐き気が収まらなかった。

			　ゴブリンは変な鳴き声を上げながら、士道の横を通り過ぎていく。

			「俺がやります」

			「……よし、やってみろ」

			　強くはなりたいが、せっかく救ってもらった命を無駄にしては意味がない。

			　とはいえゴブリンぐらいなら昨日も倒している。

			　士道は魔力の感覚を確かめながら、固く拳を握り締める。

			　いつまでも固有スキルに頼りきった戦い方では、すぐに魔力切れを起こしてしまう。

			　レベルアップに応じて魔力量も少し上がったが、肉体の強化具合に比べると微々たるものだ。

			　だから、できるだけ魔力を節約して戦いたい。

			　魔力による身体強化なら、魔力を肉体に纏わせるだけなので消費が少ない。

			　それだけでも十分以上にゴブリンと渡り合えることは、昨日の戦闘で確認済みである。

			　士道は深呼吸すると魔力を体に流し、纏わせて身体強化を実行。

			　勢い良く地面を蹴ってゴブリンに接近した。

			　肉薄している醜悪な顔に、驚(きよう)愕(がく)の表情が貼りつく。

			　士道は相手の反応を待たない。そんな余裕はなかった。

			　ゴブリンの片割れを、迫った勢いのまま飛び蹴りで思い切り吹き飛ばす。

			　その反動でふわりと宙に浮いたところで、身体を駒のように回転させる。

			　後ろ回し蹴りで、もう一体のゴブリンの即頭部を叩いた。

			　べキリ、と鈍い音が炸(さく)裂(れつ)する。首の骨が折れたのか、動く様子はない。

			　先ほど吹き飛ばした一体目のゴブリンも死んでいるようだった。

			「……よし」

			　殺された魔物が淡い光となって消え、士道の肉体に吸収されていく。

			　後には鈍い光を放つ魔石だけが残った。

			　ひどく気分が悪い。この感覚には慣れるしかないのか。

			　死に際のゴブリンの悲壮な顔つきが脳裏を過る。魔物にだって生存本能はあるだろう。

			　士道と同じように、〝生きたい〟と、〝死にたくない〟と、そういう想いがあるかもしれない。

			　もしかすると帰るべき場所や、護りたいものだってあったのかもしれない。

			　そのすべてを士道は奪った。自分の生きる糧とするために。

			　そういった命の重みを受け止めて、この先も生きていくべきだろう。

			「……あまり考えすぎるな。こやつらはわしらを襲ってくる存在じゃからな」

			「……はい、大丈夫です」

			　とりあえず、ゴブリン二体なら倒すことができる。

			　ステータスプレートを見やると、士道のレベルが９に上昇していた。

			　ゴブリンでは吸収できる魔素が大して多くないのか、ツメザルのときは６ぐらい上昇したレベルが、二体で１しか上がらなかった。

			　だが、焦って強い魔物を狙い、殺されては意味がない。

			　その後も、適当に採集しながら、ゴブリンなど弱い魔物を倒していく。

			　玄海はついでのように野兎などを狩っていた。

			　狩った獲物は素早く回収して血抜きをする。手馴れた様子だった。

			「……士道、強くなりたいか？」

			「はい、もちろん」

			「なら、わしが受け継ぐ流派の剣術を教えてやってもいいが、どうする？　お主の天職とは違う努力をすることになるから、もしかすると厳しい結果になるかもしれんが」

			「……それでも、お願いします。非戦闘職だからって、戦えないと決まったわけじゃない」

			「そうじゃな。分かった。せめて、生き抜けるだけの力は与えてやりたいからの」

			　そんな会話をしていると、玄海が足を止めた。

			　士道も意識を集中すると、どこからか魔物の気配を感じる。

			　ゆったりとした動作で玄海が槍を構えると、巨躯の怪物が地響きを立てながら姿を見せた。

			　木を無造作に圧し折りながら、全長五メートルを上回る異様な亀が玄海を睨みつける。

			　頭部には硬そうな角が君臨していた。『鑑定』によると――ツノガメ。

			　人間に突破口がある相手だとは思えなかった。だが、玄海は不敵に笑う。

			　それどころか、人指し指をくいっと曲げて挑発した。

			　角を生やした大亀から、地の底に響くような唸り声が上がる。

			　玄海はオークから奪った石槍を構えた。

			「わしの流派は剣だが……槍も扱えんわけではないぞ。さあ、かかってこい」

			　直後。

			　白髪の老人と巨躯の怪物が、爆音を立てて衝突した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　岩場にある拠点に戻ってきた士道は、荒く息を吐きながら腰を下ろした。

			「なんじゃ、もうへばったのか」

			「いや、体力には、自信があったんですけどね」

			　ツノガメを玄海が撃破した後も何体かの魔物と戦闘を繰り広げて、士道は疲れていた。

			　対して玄海はあれだけの怪物を相手に槍を振り回していたというのに、息ひとつ乱さない。

			　その力量に感嘆する士道の横で、玄海は狩った鳥や兎の調理を始める。

			　食事の用意ができたところで、士道は「いただきます」と呟き、食べ始めた。

			　肉の旨味が口の中で広がる。

			　塩を振っただけのシンプルな味付けだが、絶妙な塩加減が肉を引き立てていた。

			　玄海は食事をしながら、士道に言う。

			「さて、わしが受け継ぐ古賀流剣術を教えるとなると、やはり真剣が欲しいところじゃな。木剣なら何本か持ってきているのじゃが……」

			「そういえば南に街がありますね。上空に転移したので、そのときに見つけたんです。おそらく武器も売っているんじゃないかと」

			「ふむ。では、南下していく方針で動くか。ただ、ここにはまだわしでも倒せん魔物がうろついておる。レベルを上げながら、慎重に街を目指す。しばらくはここが拠点じゃ」

			　確かに、先ほどのツノガメを相手にしたときは玄海もギリギリの戦闘だった。

			　少なくとも士道では勝てない。

			　怪我をしたときに治療する道具もないので、やはり慎重になるべきだ。

			「レベル上げをしつつ、俺は剣を習うということですか？」

			「うむ。わしの指導は厳しいぞ。今さら死んでもらっても後味が悪いからの」

			　玄海はそう言って目尻を緩める。

			「頑張ります。なにせ、目標もできましたからね」

			「ほう、なんじゃそれは？」

			「内緒です」

			　士道は苦笑した。憧れている当人に言えるわけがない。

			　玄海は不思議そうに顎(あご)に手を置くが、ふと思いついたように、

			「……そうだな。お主の実力を試してやる。わしと模擬戦をしようじゃないか」

			「分かりました」

			　食後の休憩を取ると、士道たちは拠点から少し離れた広場に行く。

			　足場が良く、そこそこに開けた場所だ。

			　十メートルほど離れて向かい合い、玄海が木剣を構える。

			　士道も木剣を持ってはいるが、基本的には無手で挑むつもりだった。

			　下手に慣れていない武器を使っても弱くなるだけだろう。

			「さあ。いつでも来い」

			「…………」

			　玄海が地の底から響くような声で告げ、士道は低く構えた。

			　互いの視線が交(こう)錯(さく)する。

			　数々のフェイクを重ね、士道は玄海を動かそうとする。

			　だが、玄海は微動だにしない。すべて見抜かれているのか。士道は冷や汗をかいた。

			　空気が凍りつき、膠(こう)着(ちやく)状態が続く。そして始まりに合図はなかった。

			　ただ士道は、勢い良く玄海へと肉薄する。

			（……くそ、隙が見当たらなくても、やるしかない!!）

			　魔力を纏って身体強化。同時に士道は、石を拾って放り投げた。

			　かなりの速度で突き進んだ石を、しかし玄海はかわさない。

			　その程度の攻撃を避けて、隙を作るのも馬鹿らしいとでも言いたげである。

			　鈍い音が響くが、その立ち姿からはダメージを受けた様子は見られない。

			（……これでも魔力は込めてたんだけどな）

			　玄海だって魔力による身体強化は会得しているのだから、石がぶつかる箇所に魔力を収(しゆう)斂(れん)させれば、せいぜい蝿が止まったかぐらいの感覚にしかならないのだろう。

			　士道は正面に踏み込むふりをしてから右に回り込み、全力の蹴りを叩き込んだ。

			　玄海の太い右腕でガードされる。

			　だが、士道はその脚を支点にして身体を振り回すと、一回転して再び蹴りを放った。

			　玄海は少しだけ屈んでかわす。

			　派手な動きをする士道に対して、玄海は最小限の動作で対処していた。

			　隙のない洗練された動きに、士道との実力差が垣間見えた。

			　士道は歯噛みしながら、前転して距離を取る。

			　その瞬間を狙って玄海は肉薄してきた。

			　動揺を強引に抑えつけた士道は、左腕を上げるふりをしてから、右腕で殴りかかる。

			　素人には有効な技術だが、所詮は子供騙し。玄海は意にも介さない。

			　首を振っただけでかわされ、すれ違いざまに脇腹を蹴り飛ばされた。

			　轟(ごう)音(おん)が炸(さく)裂(れつ)する。

			　士道は衝撃を吸収するために跳躍したおかげで、痛みはあるが、まだ戦える。

			　玄海がほう、と感嘆したように目を細めた。

			（よし……こうなったら、とことんやってやる）

			　切り札を見せる覚悟を決めた士道は――『瞬間移動』を行使した。

			　一瞬で玄海の後方に転移し、その首を刈り取らんと蹴りを叩き込んだ。

			　鈍い音が響き渡る。しかし、玄海は一歩たりとも足を動かさない。

			　士道の体も強化されているはずなのに、まるで威力が足りていないのだ。

			　ギロリ、と玄海の視線が士道に向く。

			「――ほう。それは、固有スキルか」

			（……まずい、やられる!?）

			　そう悟った刹(せつ)那(な)、士道は二度目の『瞬間移動』を行使して距離を取る。

			　おそらく今の判断が一秒遅かったらやられていた。

			　しかし、固有スキルを使っても有効打を与えられなかった。

			　切り札のうち一枚を使い捨てたも同然である。

			　士道は思考を回転させる。

			　玄海の姿勢は基本的に受け身だ。考える時間はある。

			『瞬間移動』は二度も見せた。玄海ならば、次は対応してくるだろう。

			『稲妻』は強力だが、下手を打てば殺してしまうかもしれない。まともに制御できていないものを使うべきではないだろう。

			　ならば――『幻影』か。

			　士道の脳内にもう一人の自分が生まれ、行動をシミュレートする。

			　玄海と視線が交差した。

			　生み出された幻影に玄海が引っかかった瞬間、士道は逆方向から再び肉薄する。

			　飛び蹴りを食らわせ、思い切り吹き飛ばした。

			　正気に戻った玄海は驚(きよう)愕(がく)したように目を瞠(みは)る。

			　それを見て、士道はさらに追い討ちをかける――が、玄海は愉しげに笑った。

			　不用意に接近し、隙を見せた士道に玄海が反撃する。

			　鋭い軌道で玄海の木剣が唸るが、士道は何とか反応して回避した。

			　だが、そこまでが限界だった。

			　木剣の対処に追われた末、士道は服を掴まれて背負い投げをくらった。

			「ごふっ!?」

			　身体強化をしているとはいえ、凄まじい衝撃が襲いかかる。

			　直後、玄海が士道にのしかかり――

			「――終わりだ」

			　喉元に手剣を突きつけられ、士道は敗北を喫した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　士道と玄海の二人は、岩場にある拠点に戻って休息をとっていた。

			「優秀な固有スキル群じゃな。戦い方も悪くない」

			「……はい。もし天職が戦闘職だったら、もっと上手くスキルを扱えるんですかね」

			「嘆いていても仕方がなかろう。わしと比較したところで意味がないしな」

			「……そう、ですね。やるべきことは変わらない」

			　士道は自分の掌を見つめると、力強く言葉に変えた。

			　異世界転移者のなかで唯一の非戦闘職。

			　奇術師――あるいは、ハズレ術師。

			　そう蔑(さげす)まれて、実際に力が足りなくて、死にかけたこともあった。

			　だが、ハズレ職であることが、英雄を目指してはいけない理由にはならない。

			　たとえ才能が他より劣っていようとも――神谷士道は高みに向かって歩み続ける。

			　

			　そうして。

			　異世界の大森林で、一人の師と一人の弟子が生まれた。

			　

			　剣の鍛(たん)錬(れん)と野草や果物の採集、魔物の狩りをひたすらにこなしていく。

			　士道と玄海は森の地理や魔物の分布を少しずつ調べ、レベルを上げて成長しながら、南にあるはずの街を目指して進んでいった。

			　その繰り返しの日々が続き、気づけば――一ヶ月が経過していた。

		

	
		
			第４話　過ぎゆく日々

			　

			　――鋭く、重く、振り下ろす。

			　より速い剣となるように、一本ごとに改善点を探求する。

			　朝露が樹木にしたたり、葉の上をゆっくりと流れ落ちていく。

			　一点の曇りのない青空には太陽が煌(こう)々(こう)と輝き、穏やかで暖かい光が士道の体を照らしていた。

			　遠くから、朝の到来を告げるように竜の嘶きが響き渡る。

			　それを聞き、士道は剣の素振りを終了した。

			　手に握っているのは片刃の剣。

			　乱雑な造りではあるが、確かに本物の真剣だった。

			　倒したゴブリンから奪ったものである。

			　

			　ともあれ。

			　玄海はいつものように、士道の鍛錬の間は海岸で釣りをしている。

			　老人の朝は早いのだった。

			（……さて、行くか）

			　朝食の確保が必要だ。士道は森の奥へと足を踏み入れていく。

			　士道は木々を避けながら、疾(しつ)駆(く)する。

			　元の世界にいた頃ではありえない速度だった。

			　レベルが30にまで上がった現在、この辺りの魔物は士道にとって敵ではない。

			　道中、見かけた野兎や鳥、鹿などを剣で仕留める。

			　同時に野草や果物もバッグの中に詰めていった。

			　そんなとき、士道は魔物の気配を感じ取って腰に差さる剣を引き抜いた。

			　魔力による身体強化とともに、魔力による武装強化を行使した。

			　身体強化と同じ要領で武装に魔力を流すことにより、その強度と斬れ味が上がる。

			　これを武装強化と呼ぶことにしている。

			　ともあれ、士道の前に現れたのは豚の顔に人の体を持つ怪物――オークだった。

			　それは原始的な槍を振り回し、唸り声を上げている。

			　かつて士道を襲い、死の淵に追いやった魔物と同種の個体。だが、恐れはなかった。

			　士道は冷徹な視線でオークを射貫き、殺気が渦を巻く。

			　その立ち姿に怯えたのか、オークが思わずといった様子で一歩退いた。

			　――その隙を、士道は見逃さなかった。

			　地面を吹き飛ばし、撃ち出された砲弾のような速度で接近すると、剣を下段から振り上げる。

			　鋭く剣撃が迸った。一瞬遅れて赤い液体が宙を舞う。

			　喉笛を切り裂かれたオークはそのまま倒れ込み、光の粒子となって士道に取り込まれた。

			　レベルアップした様子はない。

			　魔素は確かに吸収されているが、ここ数日はいくら魔物を殺してもレベルに変動はない。

			　士道はそんなことを考えつつ、剣を振って血を払い、岩場にある拠点へと帰還した。

			　川辺では玄海が火を起こし、魚を焼いている。

			　今日は豊作のようだった。塩焼きにすると美味い魚がたくさん置いてある。

			　士道の腹が鳴る。

			　今日の収穫物を手早く調理すると、むしゃぶりつくように食べ始める。

			「相変わらずいい食べっぷりじゃの」

			「食わなければ大きくなれませんからね」

			　そう答える士道は一八〇センチ近い長身だ。それなりに説得力があった。

			　ちなみに玄海も似たような身長だが、士道のほうが圧倒的に細身である。

			　そんな鍛えられた肉体を持つ玄海は肉にかじりつきながら、

			「そろそろいいだろう。この拠点を捨て、本気で街を目指すことにする」

			「……大丈夫ですかね」

			　玄海と士道はこの一月で、森の探索をかなり進めていた。

			　いまだに街に辿り着けていないことには、もちろん理由がある。

			　この岩場をしばらく南下すると、必ずとある魔物の縄張りに侵入することになるのだ。

			　玄海ですら手傷を負い、撤退したことのある凶悪な魔物――ニーズヘッグ。

			　硬い鱗(うろこ)、黒く巨大な肉体、ギザギザに尖った翼と尻尾(しつぽ)。その姿は竜そのものだ。

			　普段は巣で眠っているが、獲物が南に抜けようとすれば、必ず目を覚まして襲ってくる。

			　以前、遺跡にこっそりと入り込もうとしたときにニーズヘッグに攻撃され、素早く空中を飛び回る動きについていけなかった上、硬い竜鱗に剣が通らず、慌てて撤退したのだ。

			「あのときから、かなりレベルも上がっている。お主だってかなり剣を扱えるようになってきておる。決して無茶な挑戦ではない。もちろん、無理じゃと思ったら退く」

			「……分かりました。そろそろ人間らしい生活がしたいですしね」

			　二人はそれぞれの武器を磨いて休憩を挟むと、南に向かって出発した。

			　異世界の街に入るため――そして、その邪魔をする悪竜を退治するために。

		

	
		
			第５話　悪竜

			　

			　草木生い茂る密林が唐突に途切れ、円形の広場が作られている場所が存在する。

			　その中央には一体の竜が尾を巻くような体勢で眠りについていた。

			　オークやツノガメなどの強い魔物も、ここにだけは近づこうとしない。

			　士道と玄海は、広場の前に立つ大樹の枝に潜んでいた。

			　視界の大部分を占める木の葉の隙間から、ニーズヘッグの様子を眺める。

			「……さて、相変わらず寝てばっかりだな」

			　この前は逃げるだけで精一杯だったが、今はゆっくりと観察する余裕を持っている。

			「どうする、士道？」

			「とりあえず『瞬間移動』から『稲妻』を叩き込むんで、援護してください」

			「うむ」

			　門番さながらに君臨するニーズヘッグ。

			　士道は深呼吸をして意識を切り替え、『瞬間移動』を行使した。

			　一瞬でニーズヘッグの眼前に出現する。

			　その竜は突然現れた敵に気づき、驚いた様子で飛び起きようとする。

			　だが、遅い。

			　普段は迅速だが、動揺している今このときは――隙だらけだ。

			　士道は制御を可能にした『稲妻』を右腕に纏い、槍のようにニーズヘッグに向けて投射した。

			　バリィ!!　と凄まじい音を響かせながら雷が通り抜ける。

			　直撃すれば容易く脳を破壊する一撃が、音速を越えてニーズヘッグに肉薄する。

			　しかし。

			「――なっ」

			　轟!!　という爆音が鳴り響き、士道の眼前で常識外の光景が生み出される。

			　士道の放った雷と、ニーズヘッグが吹いた火のブレスが拮(きつ)抗(こう)していた。

			　物理的に考えてありえない状況。

			　そもそも雷を投射できる時点でありえないので、考察する意味はない。

			　再度『瞬間移動』を行使し、ニーズヘッグの真後ろに転移する。

			　だが、ニーズヘッグは即座に気づき振り返った。

			　士道は舌打ちする。

			（本当に、気配には敏感だな……）

			　振り向いた際に尻尾が振り回され、唸りを上げて士道に肉薄する。

			　飛び上がって回避しながら、すれ違いざまに剣を振り抜いた。

			　尻尾に斬(ざん)撃(げき)が加わり、ニーズヘッグが悲鳴を上げる。

			　そこへ玄海が肉薄した。

			　剣撃が胴体を鋭く切り裂き、血しぶきが華のように舞う。

			　同時に、硬い竜燐を蹴って距離を取った。

			　ニーズヘッグは玄海に対して追い打ちの姿勢を見せるが、その隙を縫うように跳躍した士道の剣が竜の右目を捉え、斬り刻んだ。

			　右の視力を失ったニーズヘッグが怒りの咆哮を上げる。

			　士道は大音響に顔をしかめながら、隙を突くために大地を蹴った。

			　視力を失った右側に回り込むように接敵する。

			　魔力による身体強化をさらに高めた。

			　身体強化の魔力量を増やしすぎると、体が動きについていけず筋肉を傷めるどころか、動きが単調になって読まれやすくなるので、そのあたりを上手く調節する必要がある。

			　だが、士道は一瞬ならば大した問題はないと判断した。

			『稲妻』を少し剣に通して攻撃力を引き上げ、下段から尻尾を斬りつける。

			　鋭く銀閃が迸(ほとばし)ったが、尻尾を切り取るまではいかなかった。

			　だが内部から雷が伝わったのか、ニーズヘッグは痺(しび)れたような様子を見せる。

			　そこに、玄海が突撃した。

			　長年の研(けん)鑽(さん)で鍛え抜かれた上段からの一撃が放たれる。

			　硬いはずの竜燐を容易に貫き、その剣は胴体を叩ききった。

			　ニーズヘッグが苦痛から逃れるために翼を振るう。

			　風圧に吹き飛ばされ、士道は宙を舞った。

			　玄海も落ち着いた様子で跳び下がる。

			　すると、先ほどまで玄海がいた場所にニーズヘッグの牙が通り抜ける。

			　大きな顎(あご)が開かれ、耳障りな金属音とともに閉じられた。

			　士道は慌てたように耳を塞ぎ、魔力防護を強める。

			　その理由は、ニーズヘッグが大きく息を吸ったからである。

			　直後。

			　

			　莫大な咆哮が炸(さく)裂(れつ)した。

			　

			　耳を塞いでいて、なお方向感覚が混乱するほどの爆音。

			　ニーズヘッグは激怒しているようだった。

			　士道は混乱を立て直すと、振り回された尻尾をかわしざまに斬りぬいた。

			　くるくると尻尾が舞う。

			　今度は完璧に切断した。

			　ニーズヘッグが唸り声を上げて睨めつけてくる――が、士道は冷徹な視線で、それ以上の威圧を叩きつける。勝てると、そう思ったからだ。

			　怯んだニーズヘッグに向けて、士道は地面を蹴る。跳躍する。

			　――『幻影』展開。

			　士道は、騙されて下を見ているニーズヘッグの頭(ず)蓋(がい)に着地すると――

			「――悪いな」

			『稲妻』を直接叩きつけ、その脳を破壊した。

			　地響きを立てて崩れ落ちるニーズヘッグから士道は跳躍して地面に着地する。

			　玄海がふむ、と頷きながら士道に近づいた。

			「うむ、危なげない戦いじゃったの。これなら、もう心配はいらんか」

			「そうですかね。あまり強くなった気はしませんが」

			「過小評価しすぎるのは、お主の悪い癖じゃな」

			「……それはともかく、この後はどうしますか？」

			「お主の魔力量に不安があるな。最大の脅威は払ったし、いったん戻るか」

			「そうですね……この先に、さらに強い魔物がいるかもしれないですし」

			「そうなったら悪夢じゃな。もはや街に行けそうにない」

			　談笑しながら、士道は剣を振って血を払う。

			　魔力の制御から固有スキルの扱い。古賀流の剣術。魔物を相手にした実戦。

			　いまだ天職である奇術師の活用法は掴めていないが、戦いにはだいぶ慣れてきた。

			　戦い方を教授してくれた玄海には、感謝をしてもしきれない。

			　

			　やがてニーズヘッグが魔素に変わり、士道たちに吸収される。

			　身体能力が強化され、レベルが上がる感覚があった。

			　肩を回し、いくらか強化された体を確かめながら、士道はニーズヘッグの魔石を拾う。

			　かなり純度が高い。おそらく稀少なものだろう。

			　それをぼんやりと眺める士道に、玄海の声がかかった。

			「さて、戻るぞ」

			「はい。そろそろあの岩場にも愛着が湧いてきましたからね」

			「なんなら、お主だけあそこに残ってもいいぞ」

			「……それは嫌です」

		

	
		
			第６話　猫耳の冒険者

			　

			　日が傾き、夜が近づいていた。

			　夜は魔物が活発になることに加え、薄暗く気づきにくい上、戦いづらい。

			　士道たちは急いで帰還しようと走っていた。

			　夜気は冷えていて、肌寒さを感じて肩を抱く。

			　すでに士道の服がボロボロになっていることも原因だろう。

			　布が擦り切れ、素肌が晒(さら)された部分から凍てつくような風が入り込む。思わず顔を歪(ゆが)めた。

			「肌寒いな……」

			「確かに、最近冷えてきたな」

			　他愛のない会話をしながら、二人は魔力で身体強化し、夜の森林を鋭く疾駆する。

			　ときに枝を蹴り、ときに地面に手をつきながら、なお速度を上げていく。

			　これも修業の一環だった。ちなみに玄海はまだ手を抜いている。

			　夜の森は暗く、これ以上の速度を出せば木にぶつかるのが関の山――のはずだが、玄海はどれだけの速度を出しても障害物に当たることはなかった。

			　やはり経験の差だろうか。

			　もしくは――その手の固有スキルでもあるのか。

			　そういえば、士道は玄海の持つ固有スキルを知らない。

			　士道の場合は戦闘で使っているので、玄海もだいたいは理解している。

			（まあ、使うほど追い詰められたことがないのかもしれないが……）

			　士道は適当に考えながらも、尋ねることはしない。

			　命の恩人である玄海に対して、節度をわきまえるべきだと考えたからだ。

			　転移者の切り札とも言える固有スキルの効果をペラペラと喋りたくはないだろう。

			「どうした？」

			「……いや、何でもないです」

			「そうか。だが、考え事は後に回せ」

			　遠回しな玄海の言い方に眉をひそめるが、直後に士道はその違和感に気づいた。

			　咄(とつ)嗟(さ)に速度を緩める。岩場の拠点はすぐそこに近づいていた。

			　――何か、いる。

			「……魔物じゃない。この足音は、人間……？」

			「ふむ」

			　士道たちはゆっくりと歩き出す。

			　だが。

			「ふむ、魔物まで現れたか……」

			「玄海さんはそいつの相手を頼みます。できるだけ遠くで、気づかれないように」

			「分かった。お主は？」

			「俺は……この人間と思われる存在の、正体を確かめます」

			　離れていく玄海を横目に、足音を立てずに近づくと、拠点から鼻歌が聞こえてきた。

			「ふんふんふーん♪　うう、気持ち良い……でも寒い…………」

			　士道は草木の陰に身を隠しながら、ごくりと唾を呑み込み、川辺にある拠点を覗く。

			　すると、そこには。

			　

			　――全裸の美少女がいた。

			　

			「…………………………………………………………………は!?」

			　あまりの衝撃に士道は声を漏らしてしまう。

			　明るい茶髪のショートカットにはぴょこぴょことした猫耳が乗っていて、目鼻立ちの整った可愛らしい顔立ちに良く似合う。スレンダーな体つきには控えめな二つの双丘がついていて、すべすべで健康的な脚が眩しい。ふさふさの尻尾も生えていた。

			　どうやら川で水浴びをしていたらしい。

			　数秒の空白。

			　そして、少女の顔がみるみるうちに真っ赤に染まっていく。

			　少女が悲鳴を上げようとした瞬間。

			「待て!!　いったん冷静になるんだ!!」

			　士道が慌てて叫び声を上げた。少女もびっくりして動きを止める。

			「……」

			「…………」

			「あ、えーと……、い、良い体してるな？」

			　スパァン!!　と、夜の川辺に快音が響き渡った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いや事故だろ、あれは仕方ない。暗かったからあんまり見えなかったし」

			「……良い体してるって言ったじゃないですか…………」

			「違う！　あれはとりあえず何か言おうとしたら出てきただけだ！」

			「思ったことがそのまま出ちゃったってことですか？」

			「そう、そんな感じ――って」

			「ほらぁ!!　しっかり見てるじゃないですか!?」

			「いや待て落ち着け、誘導尋問は卑怯だぞ。弁護士を呼べ」

			「わけの分からないことをほざく……!!」

			　ぐるる、と獣のように睨んでくる猫耳の少女。

			　彼女は士道をはたいた後、すぐに岩場の陰に駆け込み、慌てて服を着ていた。

			　今は少々寒いようで、上から紺の外(がい)套(とう)を羽織っている。

			　水浴びによって髪が湿っていて、仄(ほの)かに妖(よう)艶(えん)な色気が醸(かも)し出されていた。

			「こんなところで水浴びしてたお前も悪いだろう。もし俺が魔物だったらどうするつもりだ？」

			「う……さっき、思いっきり魔物の返り血を浴びちゃって、気持ち悪くて……」

			　猫耳の少女はしょぼんとして口を尖らせる。

		

	
		
			[image: p_96.jpg]
		

	
		
			「そりゃ仕方ないかもしれないが……そもそも、なぜこんなところに一人でいる？」

			「あ、いえ、わたしはもともとソロの冒険者です。依頼を受けてここまで来たんですけど、標的がどこにも見当たらなくて……それで気づいたら夜になっていたので」

			「拠点にうってつけなこの岩場を見つけて、休息がてら水浴びをしていたと？」

			「はい。確かに焚き火の跡とかがあって、誰かが使ったことあるのかな、とは思っていましたが……まさか、今もこんなところに住んでいる原始人がいるなんて思わず」

			「誰が原始人だ、誰が」

			　別に住みたくて住んでいたわけではない。

			　最近は愛着が湧いていたことも否定はしないが。

			「いやだって、服とかボロボロじゃないですか」

			「俺だって、ちゃんとした服が欲しいよ」

			「…………あ、あげませんからね!?」

			「いや別にお前の服が欲しいとは言ってないが」

			　肩を抱いて飛び退く少女に、士道はため息をついた。

			　ぴんと少女の尻尾が逆立っている。疑っているわけではなかったが、やはり本物か。

			　会話が成り立っているのも『翻(ほん)訳(やく)』スキルの影響だろう。

			　あの天使と悪魔を除けば、初の異世界人との接触だ。慎重にいこう。もう失敗しているが。

			「で……冒険者？　だったか。何の依頼でここまで来たんだ？」

			「ニーズヘッグが街の近辺を縄張りにし始めたらしくて、何件か下級冒険者の被害が出ているので、その調査に来たんですが……なぜか見当たらなくて」

			「……ああ、それは申し訳ない。あの竜なら俺ともう一人の連れが討(とう)伐(ばつ)したよ」

			「ええ!?　竜種を二人で倒したんですか!?」

			「……それはすごいことなのか？」

			「それはそうですよ！　上級冒険者がパーティを組んで、ようやく退治できる化物ですし」

			「確かに強かったけどな……なるほど、基準がだいたいつかめてきた」

			　士道はそう言いながら、少女に『鑑定』をかける。

			　

			レーナ・ランズウィック：女：15歳

			　レベル：45

			　種族：猫獣人族

			　天職：戦士

			　スキル：なし

			　

			（それにしても、猫の獣人……か。そのままだな）

			「……ところで、あなたは何でここに住んでいるんですか？」

			　レーナは、座り込む士道に無防備に近寄ってきて、不思議そうに小首を傾げる。

			　士道は少し考えてから答えた。

			「漂流者だよ。少し前にここに流れ着いて、帰る手段もなく魚や果物を採って暮らしている」

			　異世界からやってきたと素直に言ったところで、頭がおかしい人扱いされそうだった。

			　というか別に嘘というほど嘘ではない。だいたいそんなものである。

			　レーナは訝(いぶか)しげに士道を見るが、ボロボロになっている衣服を見て納得したように頷いた。

			「……大変、だったんですね？」

			「……まあ、それなりにな。それより、さっきの言い草だと、どこかに街があるんだろう？　できれば案内してくれないか、頼む」

			「…………うん。大丈夫ですよ。どうせわたしも帰らなきゃだし、ニーズヘッグを倒せるような強い人が一緒にいてくれるなら、安心です」

			　レーナは優しげな微笑を浮かべて言った。ずいぶんとお人好しな少女である。

			「だけど、連れがもう一人いるんですよね？　その人はどうするんですか？」

			「そういえば帰ってこないな……」

			　士道がそう思って森に目をやると――草葉の間から白髪頭が見えた。

			「…………いや、玄海さん。何をやってるんですか？」

			「む、いや、若者が青春しているときは密かに見守ってやらねばいかんと思って……」

			「あ、連れってこの方ですか？」

			「ああ。なんかおかしなこと言ってるが、気にしないでくれ」

			「ふむ……良い雰囲気だと思ったのじゃが」

			　玄海が顎(あご)に手を当て、レーナは少し顔を紅くする。

			「と、とりあえず、今日はもう休みましょう。この暗いなか森に入りたくはないですし」

			「はいよ。……で、お前、もしかしてここで寝る気か？」

			「そうですけど……野営には理想的な場所ですし」

			「そういう問題じゃないんだが……まあお前がいいならいいや」

			　士道は苦笑するが、レーナに譲る気はないようだ。

			　先ほど裸を見られた相手の傍で寝ることを躊(ちゆう)躇(ちよ)しないあたり、意外と大物かもしれない。

			「……そうだな。俺も、もう眠い。体を拭いたらさっさと寝よう」

			　士道は玄海から、意識の一部を気配察知に使いながら睡眠するすべを会得している。

			　寝ている間に奇襲される心配はなかった。

			「そういえば、名前を聞いてないです」

			　手荷物から毛布を取り出し、ごろりと寝転がりながら、レーナが尋ねてくる。

			「神谷士道。あっちは古賀玄海。ああ一応、最初のほうが姓で、後者が名前だ」

			「……珍しいですね。じゃあ、シドーさんって呼んでいいですか？」

			「…………いいぞ」

			「えへへ。わたしはレーナ・ランズウィックです。レーナでいいですよ？」

			「はいはい、レーナちゃん」

			「むう、なんか馬鹿にしてません？」

			「してないよ、レーナちゃん。うん、可愛い」

			「ぜったい馬鹿にしてる……わたしだって、もう大人なんですからね」

			「そうか。こっちは十五歳で成人扱いか……」

			「……？」

			「いや、何でもない。ところで、冒険者ってものについて説明してくれないか？」

			「ふぇ、何でですか？　……知らないんですか？」

			「いや、名前ぐらいは分かる。ただ、このまま街に入ったところで今の俺たちには金がなく、生活ができない。だから、なにかしら稼ぐ手段が欲しいんだ」

			「なるほど、だから冒険者の詳しい仕組みが知りたいと。確かにニーズヘッグが倒せるような実力があるなら、冒険者になるのが手っ取り早いですよね」

			　レーナはうんうんと頷き、楽しそうに語り始めた。

			　

			　冒険者というのは第十級から第一級にまでランク分けされている。

			　第十級が駆け出しで、第七級を越えれば一人前と呼ばれ、第五級から精鋭扱いとなり、第三級から熟練の域に入り、第一級ともなれば破格の天才の集まりだ。その上に超級が存在するが、これは伝説になるような桁違いの怪物のみ。現在は世界でたった三人だ。

			　ちなみにレーナは第三級の冒険者である。

			　そんなレーナの説明を、士道は整理しながら頭に叩き込む。

			　さらに詳しいことを尋ねると、

			「ほんと、世情に疎(うと)いんですね？」

			　と、不審がられたが、漂流していたことを言い訳にして何とかやり過ごした。

			　士道は得られた情報を整理する。

			　冒険者はギルドを通じて迷宮探索や魔物討伐、商隊護衛などさまざまな依頼を受ける、何でも屋のような職業である。ギルドに登録するだけで依頼を受けられるので、士道たちのような所属不明、住所不定の怪しさ満載の存在にはうってつけの仕事だ。

			　登録によってギルドカードが発効されるので、それが身分証明にもなる。

			　他の仕事についてもそれとなく聞いてみたが、やはり戦いの実力と身分の証明について考えると、冒険者になるしか選択肢はなさそうだ。

			「まあニーズヘッグを二人で楽に倒せるなら、少なくとも第三級ぐらいの力量があるってことですし、生活するぐらいならぜんぜん大丈夫ですよ」

			「……そうか。なら良かった」

			　レーナの言葉を頭に入れながらも、その評価は正確ではないと士道は思っていた。

			　士道がニーズヘッグを狩れたのは、初見殺しの固有スキルをすべて活用したからである。

			　戦闘が長引き相手が学習すれば、おそらく苦戦していた。

			「でも、冒険者稼業はそりゃ実力主義なんですが、身分が不透明だとやっぱり不利なので、コツコツと実績を重ねて信頼を積んでいく必要があると思います」

			「……そうか。勉強になった、ありがとな」

			　そう言うと、隣に寝転がるレーナはえへへ、と微笑む。

			「いえ……こんなに話したの、久しぶりですし」

			「お前まさか、友達がいないのか？」

			「な、なな何を言っているんですか。このわたしにそんなことあるわけないじゃないですか」

			「じゃあ、たとえば？」

			「え、何がです？」

			「友達」

			「……………………シドーさん？」

			　レーナが消え入りそうな声音で呟くと、士道はひどく優しい瞳をして、

			「うん。そうだな、俺はレーナの友達だよ、うん。そうに決まってる」

			「い、いいじゃないですか!?　別に、いなくたって」

			「そうだな。じゃあ、今日から俺はお前の友達だ」

			「いや、話が繋がってないんですけど……」

			　レーナはジト目を向けてきながらも、少し口元が緩んでいる。

			「うむうむ。……青春じゃのう」

			　どこからか老人の声が聞こえてきた。

			　寝ているわけではなかったのか。

			　士道はため息をつき、レーナは顔を紅くして毛布に潜り込む。

			「寝るか……」

			　今日はいろいろあって疲れているのかもしれない。

			　微睡むような眠気に襲われた士道は、意識を深く沈めていった。

		

	
		
			第７話　街へ

			　

			　翌日。

			　異世界に転移してから、一ヶ月と少しが経過していた。

			　士道はレーナの寝顔を眺めて苦笑すると、自分の持ち物を確認する。

			　ゴブリンから奪った剣はもう使いものにならないだろう。

			　武装強化を施しているので何とか戦えているが、さすがに街で新調したい。

			　服はどうしようもない。

			　擦り切れそうな私服を眺め、嘆(たん)息(そく)する。人里に到着したら服を買うしかない。

			　そして、そのためには金がいる。

			（……魔物でも狩るか。魔石が冒険者の主な収入源らしいし）

			　すでにかなりの魔石を確保してあるが、街に行ったら衣服や生活用品などを大量に購入する必要があることを考えると、できるだけ金が欲しい。

			　その分だけ持ち運びに苦労することにはなるが。

			（……ようやく、異世界の街に行けるのか）

			　士道は珍しくまだ寝ている玄海を一(いち)瞥(べつ)すると、見慣れた森の奥へと入っていく。

			　魔力で身体強化すると、木から木へと軽快に飛び移る。

			　危なげなく、日課通りに魔物を殺(さつ)戮(りく)していく。

			　固有スキルは使わず、純粋な剣術のみで戦っていた。

			　人里に渡れば、異世界転移者に会うこともあるだろう。

			　そのとき、あの天使が言っていた『殺した相手の固有スキルを奪える』というシステムを警戒したほうがよさそうだ。玄海のように良い人である可能性だってもちろん高いが。

			　もし襲われたとき、すでにこちらの固有スキルが明らかだと対策が立てられてしまう。

			　だから、できるかぎり隠したまま戦っていきたいと考えた。

			　当然、必要だと判断した場合には使うが、基本的にその方針でいこうと考えている。

			　固有スキルのためだけに殺人を犯す者は少ないだろうが、用心するに越したことはない。

			　思考を戦闘とは分離しながらも、体は機敏に反応していた。

			　一ヶ月の訓練の成果。鋭く迸る刃が、それを如実に物語っていた。

			　レベルが34に上がり、肉体能力が少し補強される。

			「……そろそろ戻るか」

			　士道は魔石をバッグに詰め込むと、岩場に向けて森林を疾走する。

			　10分かからずに拠点へと辿り着いた。

			「……戻ったか。今、朝飯を作っている。少し待て」

			「おはよう、玄海さん。ありがとうございます」

			　振り返らずに言葉を放つ玄海に感謝し、士道は岩に背を預けた。

			　レーナはまだ起きない。頬をひっぱってみる。むにー。

			「にゃぁ……」

			　それでも幸せそうな寝顔を浮かべているので、猫耳をくすぐってみた。

			「にゃにゃにゃ……って、なにやってるんですか？」

			　レーナは眠そうに目をこすりながら尋ねてくる。

			「寝てるとき、にゃあって言うんだな、お前」

			「い、いいじゃないですか別に。猫の獣人ですし」

			　そんなことを言うレーナは川で顔を洗い、伸びをする。

			「んー、気持ち良い朝ですねえ」

			「そうだな」

			「ほれ二人とも、こっちへ来い。飯ができたぞ」

			「ええ!?　ありがとうございますぅ!!」

			「朝っぱらから騒がしい奴だな……」

			　そうしてレーナ、玄海と一緒に朝食をとり、街に向けて出発した。

		

	
		
			第８話　第一級の怪物

			　

			「そろそろ見えてくるはずですよ！」

			　士道と玄海を案内していたレーナが、元気良く声をかけた。

			　道中、戦闘を何度かこなしたが、第三級冒険者だというレーナは、やはり強かった。

			　士道より高レベルな時点で予測はしていたが、とにかく身体能力が高い。

			　どれだけ動き回っても疲(ひ)弊(へい)しないほど体力もある。

			　もしかすると、獣人であることも関係しているのだろうか。

			「そうですねえ、人族と比べると、全体的にバネが強いというか、肉体が強(きよう)靭(じん)になりやすいみたいなところはあるんじゃないですか？　たぶん」

			「なるほど」

			「その代わり魔力量は人族より少なかったりするとか、どこかで聞いたことあります。もちろん獣人で優秀な魔術師だっていますし、個人差はあるでしょうけど」

			　レーナは武器の点検をしながら、そんなふうに語る。三本の鋭い刃がつけられた鉤(かぎ)爪(づめ)だ。両手の甲に装備していて、戦闘中は猫がひっかくように振り回している。

			（……なかなか防ぐのが難しそうな形状だな）

			　そんなことを考えながら、士道は前へと足を進める。

			　すると、あるところを境に木々が途切れた。

			　そこからは見晴らしの良い草原が続き――遠方には、石造りの壁が見えた。

			「あれか」

			「はい！　やっと着きましたね」

			「……そうだな。歩き疲れた。ちなみにあれは、どんな街なんだ」

			「そうですねえ、アクラリアって名称で、帝国と王国をつなぐ交易都市って感じですね」

			「帝国と王国？」

			「分かりませんか？」

			「知らないってわけじゃないが……この辺りには詳しくない。説明してくれると助かる」

			　レーナが得意げに指を立てて話す。

			　士道はそれを真剣に聞きながら、アクラリアの街へと足を踏み入れていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――君が、ここの指揮官かい？」

			　薄暗い洞穴だった。小さな入り口に反して内部は異様に広く、何十人もの悪魔が円形に立ち並んでいる。その光景が意味しているのは、ここが魔王軍の拠点のひとつということだ。

			　洞穴内は異様な雰囲気に満たされていた。

			　氷のような殺気が、幾重にも放出されているのだ。

			　悪魔たちが威嚇するその対象は、爽(さわ)やかな顔立ちに眼鏡をかけた、小柄な少年である。

			　霧崎翔は、薄く笑いながら、中央に佇(たたず)む落ち着き払った老悪魔に話しかける。
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			「なに、別に喧嘩をしにきたわけじゃない。むしろ、その逆だよ」

			「……その言葉が、信用できると思うのか？」

			　老悪魔――『鑑定』によるとルドルフ・ヨハネス――は、淡々と言った。

			　その視線の先には、翔を護衛するかのような位置に立つ、二人の下位悪魔がいる。

			「僕の固有スキルの効果でね、二人にはちょっとここの位置とか、いろいろ教えてもらったよ」

			「貴様……」

			　ルドルフの眼光に鋭さが増していくが、翔は肩をすくめる。

			「別にバラさないって。そもそも、僕は君たちの味方なんだから」

			「二人を洗脳した時点で、貴様の言葉は信用できない」

			　周囲に佇(たたず)む歴戦の悪魔たちが、各々の武器を構えた。

			　翔はそれを見て、なお笑みを崩さない。

			「――僕は、女神を殺す方法を知っている」

			　いっせいに襲いかかろうとした悪魔たちが、絶句したように足を止めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ユーレンザラード大陸北部の大半を占める大国――ライン王国。

			　その西方に位置する大島。この辺境はライン王国サザルーフ伯爵領となっていた。

			　島より西方には中央大陸が存在し、ちょうど二つの大陸の中間地点に位置している。

			　よって、アクラリアは常に貿易で賑わっている大都市だった。

			　士道は、そんな都市の雑(ざつ)踏(とう)の中を歩んでいた。

			　門を通る際にひと悶(もん)着(ちやく)あったが、レーナが慌てて漂流者だと説明をしてくれた。

			　レーナが第三級冒険者であることも関係があるのか門番に信用されているようで、士道たちの事情を知ると、警戒することもなく通してくれた。

			　しばらくはレーナに頭が上がらないだろう。

			　人々とすれ違う感覚が久しぶりで、ずいぶんと新鮮な気分だった。

			「とりあえず冒険者ギルドですかね？　魔石換金所もありますし」

			　レーナの言葉に、士道と玄海は頷く。

			　わざわざ重い魔石を大量に背負ってきたのだ。さっさと売り飛ばしたかった。

			（…………それにしても）

			　士道は大通りの人混みの中を歩きながら、つぶさに周囲の人々を観察していた。

			　この世界の常識を少しでも理解するために、忙しなく目を走らせる。

			（……なんというか、中世ヨーロッパに近い感じだな。ただ、それより清潔だし、食生活も豊かそうだ。そのへんは魔法とかの影響もあるんだろうか）

			　そんなことを考えながら、士道は肉の匂いに誘われて露店に近づいていく。

			　そこで我に返った。

			　お腹は空いたが、まず資金の調達だ。

			　レーナの案内に従い、街を歩いていく。

			　士道と玄海はボロボロの服を着ているので目立っていたが、こればかりは仕方がない。

			「――これが、冒険者ギルドか」

			　士道の眼前に君臨しているのは、アクラリアの街でも一際大きく無骨な雰囲気の建物だった。

			　両開きの扉は木造で、所々に修(しゆう)繕(ぜん)の跡が残っている。

			　荒くれ者の冒険者が喧嘩するとか、そんな想像が士道の脳裏を過った。

			「酒場も併設してるので夜は人がたくさんいるんですけど、まだみんな依頼に出てるんじゃないですかね。いや、そろそろ夕方ですし、混んでいてもおかしくないかな……？」

			　レーナはそんなふうに言いながら、両開きの扉を押し開いた。ギィ、と音が響く。

			　内部は広々としていた。

			　奥にカウンターがあり、手前側にはテーブルとイスが乱雑に並べられている。

			　そこで――ギョロリ、と。

			　士道と玄海は、冒険者だと思われる人々の視線を集めた。

			「無視してください」

			　レーナは嫌そうな顔をしながら、小声で言う。

			「いつも呑んだくれてばかりで、酒代ぐらいしか稼ぐつもりがない、ごろつき同然の人たちです。相手にしないほうがいいですよ」

			「分かった」

			　レーナが彼らを避けるように歩きながら言うので、士道は素直に頷いた。

			　だが。

			「待ーてよぉ」

			　昼間から酒に呑まれて顔を赤くしている中年の男が、声をかけてきた。

			「てめぇら、新顔だな？」

			「……、そうですが、何か？」

			　中年の男はあからさまに馬鹿にして「ハッ」と笑う。

			「馬鹿じゃねーのか？　冒険者ってのは、てめぇみてーなひょろひょろのガキに務まるようなあまいもんじゃねーんだよ。とっとと帰りな」

			「……ほう、お主ごときに務まるようなら、士道でも容易に務まると思うのじゃが」

			　士道が無視しようとすると、それまで静かだった玄海が、唐突に男を嘲(ちよう)笑(しよう)する。

			「……玄海さん、どうしたんですか？」

			「弟子を馬鹿にされて、黙っている師はおらんよ」

			　士道は驚いて目を瞠(みは)った。そんなふうに思ってくれていたのか、と。

			　士道は今でこそ剣術をそれなりに操れるが、特筆するほどの才能はない。

			　天職を考えると仕方がないとはいえ、きっとがっかりしていると思っていたのだ。

			「……向こうから絡んできたから仕方ないですけど、あの男は面倒ですよ……」

			　レーナが士道の耳元に口を寄せ、囁(ささや)くように説明してくれる。

			　中年の男は、第六級冒険者のゴルホ。

			　街のごろつきを率いている厄介者で問題ばかり起こすが、剣士としての腕は確かなようだ。

			「――へぇ、てめぇ、このゴルホ様をよほどなめてると見える……！」

			「ふむ。まずはなめられないだけの技量を身につけることじゃな」

			　玄海は顎(あご)に手を当てながら言うと、興味なさげにカウンターのほうへ向かっていく。

			　ゴルホの額に青筋が浮かんだ。

			「調子に乗ってんじゃねぇぞ、じじい!!」

			　ゴルホは拳を握りしめ、玄海の背中に殴りかかる。

			　勢いよく地面が踏み鳴らされ、身体強化を伴った拳が唸りを上げた。

			　対して、玄海はくるりと振り返る。

			「実力差も見抜けんのか、お主は」

			　体を軽く振って拳を避けると、その腕を掴んでぐるりと投げ飛ばした。

			　突っ込んでくるゴルホの力を利用した、完璧な背負い投げである。

			　鈍い音が響き渡り、ゴルホが地面に叩きつけられる。

			　あっさりと気絶したようで玄海は「頭を冷やせ」と呟き、カウンターに向かった。

			　周りの冒険者は呆けたように口を開いて玄海を見ている。

			　あちゃー、と額に手を当てるレーナ。士道は苦笑して後をついていった。

			　カウンターの受付嬢は、少し頬を引きつらせた笑みを浮かべる。

			「は、はい。なんの御用でしょうか？」

			「この魔石とやらを売りたいんじゃが……」

			「でしたら、あちらの魔石換金所でお願いします」

			「ふむ。ありがとう」

			　玄海は魔石換金所の受付にいる青年に、バッグに詰め込んであった魔石をすべて渡した。

			「こ、これ全部ですか……」

			「そうじゃ。すまんな、手間をかけさせて」

			　玄海は朗らかに笑う。士道も同様に魔石を手渡した。

			「少々お待ちください。十分もすれば終わるかと」

			「ああ、すみません。ところで冒険者になりたいんですが、どうすればいいですか？」

			　士道が尋ねると、

			「えっ……？　お二人さん、他の街から来た冒険者じゃないんですか？」

			　驚いたように青年は言った。

			「はい。それどころか、冒険者のシステムすらよく分かってない」

			　士道がそう言って苦笑すると、青年も笑みを浮かべて、

			「でしたら、そちらのカウンターで冒険者登録をしてください。身分証明の代わりとなるギルドカードの発効に、銀貨一枚が必要となりますが……」

			「その魔石の買取額から引いておいてくれますか？」

			「分かりました」

			「では、こちらにどうぞ」

			　先ほどの受付嬢に、冒険者に関する説明を受ける。

			　レーナの説明と一致している点も多かったが、士道はしっかりと頭に叩き込む。

			　基本的に多種多様な依頼がギルドに寄せられ、冒険者はそれを受ける形となる。

			　ランクが上がるごとに依頼の内容も危険になり、重要度が高くなっていく。

			　第十級から第一級まであり、昇級の条件はそのランクである程度の実績を積むことと、ギルドの提示する試験に合格することだ。

			　魔物との戦いを含む依頼ばかりなので命は保証しない。

			　そして依頼報酬の一部は、あらかじめギルドが仲介料としてもらっている。

			「……こんなところでしょうか。それで、いかがいたしますか？」

			　士道と玄海は頷く。レーナは横でニコニコしながら眺めていた。

			「それではギルドカードを発効しますので、名前と年齢、種族を教えてください」

			「神谷士道。十七歳で人族」

			「古賀玄海じゃ。六十二歳で人族」

			「……はい、了解いたしました。もしかして、姓が先で名が後ですかね？」

			「そうですが、なぜ？」

			　士道が首を傾げると、

			「いえ、一ヶ月ほど前に、お二人と同じ名乗り方をした人がいたものですから。なんとなく似ているような気もしますし」

			「――へぇ、どんな名前ですか？」

			「シュウ・ハヤマさんだったかな……もちろん、そのときは姓から名乗ったんですけど」

			　士道は玄海と目を合わせる。――間違いなく、異世界転移者だ。

			　受付嬢はそんな士道たちの様子には気づかず、

			「一応、こちらの水晶に手を乗せてください。これは魔法技術によって造られたもので、ステータスの一部を覗き、嘘ではないことを確認します」

			「こうですか？」

			「…………はい、大丈夫です。手を離してください」

			　受付嬢は水晶を確認しながら、

			「えー、ギルドでは死者を少なくするための措置として、第十級から第九級までは魔物討伐系の依頼が受けられなくなっています。その間、上級冒険者の指導を受けてもらい、実力試験に合格してもらう必要があるんですが……一応、今すぐ試験を受けてもらうこともできます」

			　受付嬢は申し訳なさそうに、

			「すみません。魔石をあんなに集めていますし、魔物を倒せる実力があることは分かっているんですが……そういう決まりになっていまして」

			「大丈夫ですよ。受けさせてください」

			「分かりました。ちょうど試験官をやってくれそうな方がいますので、少々お待ちください」

			　受付嬢はぺこりと頭を下げ、ぱたぱたと走っていく。

			　そこで、魔石換金所の青年が声をかけてきた。

			「魔石の換金終わりました。……すごいですね、金貨六枚越えですよ」

			　そう言われても、貨幣価値がいまいちよく分からない。

			　士道は曖昧に笑いながら頷いた。

			「どうぞ」

			　手渡された金、銀、銅の貨幣を、すっからかんになったバッグに収納する。

			　周囲の冒険者が羨ましそうな目で見たが、士道は黙殺した。

			　玄海は金貨をじっくりと眺めていて、なぜか興味深そうだった。

			　そこに、馬鹿でかい声が響く。

			「――よう！　ギルドの実力試験を受けようとしているのは、お前たちか!?」

			　受付嬢とともに階段を下ってきたのは、豪快な笑みを浮かべた中年の男だった。

			　筋骨隆々とした肉体を持ち、威風堂々としたそのさまからは強者の風格が感じられる。

			「ゴルホの奴が倒れてるじゃないか、どうしたんだ!?」

			「そこのおじいさんに絡んで、返り討ちにされていました」

			「……ほう？　素行はアレだが一応は第六級であるゴルホを倒したか！」

			　大仰に驚いた中年の男は、じろじろと士道たちを眺めつつ、

			「第一級冒険者、グラント・アイブリンガーだ!!　よろしく頼む!!」

			　馬鹿でかい声で言った。玄海は普通に名乗り返したが、士道は気圧される。

			　――第一級。

			　冒険者ギルドの最高格。いきなりの登場だった。

			「グラントさん、うるさいです……」

			「何ぃ!?　すまないな！」

			「いや、それがうるさいんですけど……」

			　猫耳を押さえるレーナを横目に、士道は興味に誘われて『鑑定』した。

			　

			グラント・アイブリンガー：男：34歳

			　レベル：75

			　種族：人族

			　天職：魔法剣士

			　スキル：鬼剣

			　

			（レベル75……）

			　士道と倍以上の差があるレベルを見て、頬を引きつらせる。

			　受付嬢は苦笑しながら、

			「すみませんね、本来この試験は第五級ぐらいの冒険者でも試験官は務まるんですけど……」

			「新人の実力試験だと!?　俺がやる俺が！」と、グラントが言うことを聞かなかったらしい。

			　最近、グラントさんは若手の指導に燃えているんですよ、とレーナが耳打ちしてきた。

			「さて、じゃあ試験を始めるか！　裏手の訓練場に向かうぞ！　ついてこい！」

			　グラントは上機嫌に裏口へ歩いていく。いちいち声が大きいので、士道は苦笑していた。

			　だが、このはっきりとした性格は嫌いではない。

			「第一級の戦闘が見れるぞ……！」

			「訓練場行こうぜ、他の酒場にたまってる奴も呼んでこいよ！」

			「ゴルホはどうする？」

			「ほっとけ、起こしてもめんどくさいだろ」

			　冒険者がそれぞれ楽しそうに話して、席を離れていく。

			「じいさん、その年で新人とは、傭(よう)兵(へい)あがりか何かか？」

			「まあ、似たようなものじゃな。そこにいるのが弟子じゃ」

			「ははは!!　なるほどな！」

			　互いに準備を整えると、かなり広めの訓練場で玄海とグラントは相対する。

			　周囲には段々と観客が集まり始めていた。

			「さっきからぞろぞろ集まってるのは、すべて冒険者なのか？」

			「そうですね。もう夕方ですし、依頼を終えて戻ってきてる人たちが、ギルドに依頼の報告がてらグラントさんの戦いを見にきたって感じだと思います」

			　士道は感心して頷く。

			　第一級の戦闘が見られるというのは、それだけの価値があるのだろう。

			　そんなことを話しながら、レーナと士道は大人しく観客に混じっていた。

			　士道の試験は玄海の次である。

			「――さて、始めるか！」

			　気炎万条、グラントが吠える。

			　グラントはただ立っているだけなのに、凄まじい威圧感を放っていた。

			　それは戦闘時の玄海と並ぶほどの風格、覇(は)気(き)。

			　これが第一級冒険者。冒険者のトップランカー。

			「ほう、悪くない構えじゃ」

			　だが、玄海は愉しげに笑みを浮かべると、グラントに超然とした視線を向ける。

			　直後。

			　苛烈な沈黙が辺りを支配した。

			　士道はごくりと息を呑む。玄海とグラントはともに、微動だにしていない。

			　ただ、その身から迸る威圧が、周囲の人間に氷のような緊張を孕ませていた。

			　グラントは悠然と、剣を鞘(さや)から引き抜いた。すらりと、磨かれた剣身が顕(あら)わになる。

			　玄海はこれまでと同じようにゴブリンから奪った剣を、中段に構えた。

			　両者の視線が交錯する。激突して、火花を散らした。

			　――試験が、始まる。

		

	
		
			第９話　実力試験

			　

			　冒険者ギルド裏手の訓練場。

			　無数の観客に見つめられながら、グラント・アイブリンガーは冷や汗をかいていた。

			　相対する老人――古賀玄海の威圧に、戦(せん)慄(りつ)を隠せなかったのだ。

			（――まさか、これほどとは…………!!）

			　剣の構えは見たことがない流派だが、どこにも隙は見当たらない。

			　確かな技術と経験が、その構えから滲(にじ)み出ていた。

			　だから、グラントはひとまず様子見をするつもりで玄海の動きを待った。

			　氷のような緊張感に耐えると、玄海が大地を蹴ってグラントに肉薄してくる。

			（……だが、速度はそれほどでもない。レベルはそこまで高いわけではないのか）

			　グラントは目にも留まらぬ速度で剣を振り、玄海が下段から振り上げた剣を受け流した。

			　膂(りよ)力(りよく)でもグラントが上回っている。ニィ、とグラントは猛然と嗤(わら)った。

			　大きな隙ができた玄海の胴体に、グラントは蹴りをくらわせようと身体を捻る。

			　しかし。

			「なにっ!?」

			　玄海は蹴りを避けようとするどころか、そこからなお一歩前に踏み込んだ。

			　グラントは驚きながら、振るわれた剣を回避する。

			　後方に飛び退いたせいで、グラントの蹴りも玄海に届かなかった。

			　一歩間違えれば玄海は一瞬で敗北していた、それほど危険度の高い剣の大振りだ。

			　素人の蛮(ばん)勇(ゆう)――当然、そんなものではない。

			　玄海はグラントとのレベル差を悟り、攻撃のリスクを上げたのだろう。

			「――面白い!!」

			　ニィ、と

			　グラントの口元が三日月型に引き裂かれた。

			　玄海はグラントの足が地面に着く前に追い打ちする。高速で剣が幾重にも振るわれた。

			　無駄がなく、鋭い。鍛え抜かれた太刀筋。

			　グラントは膂(りよ)力(りよく)に任せてそのすべてをさばききり、着地と同時に玄海を急襲する。

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合をこめて突きを放った。

			　だが玄海はそれを予測していたのか、横っ飛びでかわす――が、グラントの風を切り裂くような突きの速さに焦ったのか、がくっと体勢を崩した。

			　ぬぅ、と玄海の顔が歪(ゆが)む。

			　そこを狙い撃つために、グラントは再度肉薄した。

			　だが――そもそも玄海は体勢を崩してなどいない。

			「なんだと!?」

			　グラントは驚(きよう)愕(がく)する。玄海の口元が吊り上がり、すくっと立ち上がった。

			　流れるような手さばきで、上段から剣が振り下ろされる。

			　そして。

			　この一撃は、ただの振り下ろしなどでは、ない。

			　太刀筋をなぞるように、剣の切っ先から魔力の刃が放出されていた。

			　端的に言えば、飛ぶ斬(ざん)撃(げき)である。

			　その鋭い魔力の刃を、グラントは驚(きよう)愕(がく)しながらも体を振って回避する。

			　直後。先ほどまでグラントが立っていた地面に亀裂が走り、砂煙が巻き上がった。

			（濃密に練り上げた魔力を、ただそのまま剣に沿って放っているのか。単純だが、非常に強力。魔力による武装強化に慣れていても、容易にできる技ではない）

			　グラントが咄(とつ)嗟(さ)に飛び退くと、玄海は悠然と砂煙の奥から姿を現す。

			　冷や汗を垂らしながら、玄海に向き直った。

			　玄海は双(そう)眸(ぼう)に老(ろう)獪(かい)な眼光を宿し、冷静にグラントを観察している。

			　攻撃を避けられたことに対する驚きもない。

			　まるで、その程度は想定済みだとでも言うように。

			　グラントの口元が吊り上がり、凄絶な笑みを刻んだ。

			　同時に、魔力による身体強化のギアが一段上がる。

			「ふはははは!!　まだだ!!　勝負はこれからだぞ!!」

			　ドン!!　と、爆発的な速度で玄海に迫ったグラントは、剣を横なぎに振るった。

			　だが、直前で反応される。

			　剣で防御し、受けきれないと悟った玄海は跳躍。グラントの剣を受け流していく。

			　凄まじい剣の技量。相手をかきみだす老(ろう)獪(かい)な戦術。

			　グラントは思った。もはや実力試験などではない、と。

			　これはグラントと玄海の真剣勝負だ。

			（俺が勝てる可能性は――単純に、身体能力が上回っていることをどう活用するか、だ）

			　玄海は筋力や敏(びん)捷(しよう)性からして、せいぜいレベル50程度だと推測できる。

			　年齢や技量を考えるとかなり低いレベルだとは思うが、人や魔物を殺すことが少なく、ただ剣の修練を積んでいたような人種なのだろうとグラントは推察する。

			　――ならば。

			「〝水弾〟」

			　グラントは得意の水魔法を行使した。

			　脳内で術式を構成し、幾何学的な紋様の魔法陣が展開。そして魔力を捻出する。

			　玄海が対応に困ったのか、舌打ちをしながら後方に飛び退く。

			　その避け方にはやけにぎこちなさが目立ち、グラントは会心の笑みを浮かべた。

			「魔法への対応だけ、やけに雑だな！　やはり慣れてないのか!?」

			「……魔法、か。なるほどのぅ。スキル以外にもこういうものが……！」

			「分からないのなら、その身に教えてやろう――〝水龍〟！」

			　グラントが叫び、魔力を込めて術式を展開する。

			　難なく形成された魔法陣から、水流が津波のように玄海へ迫った。

			　――グラント・アイブリンガーは典型的な魔法剣士だ。

			　水属性魔法の適性を持ち、剣を主体としながら魔法を補助に扱う。

			　冒険者にはありふれた戦い方だった。

			　グラントは特別な力を持っているから、第一級になれたわけではない。

			　その強さの源は、ただ当たり前の技術が、当たり前のように研鑽されたというだけだ。

			　水属性魔法〝水龍〟は、その名の通り、水で構成された龍であった。

			　それは高速で玄海を囲み、渦を巻いて鎌首をもたげる。

			　その龍に気を取られている隙に、グラントは別の魔法を展開し、玄海に向けて駆け出した。

			　グラントは基本に忠実。

			　戦術は単純で、魔法を次々と放ち、その場に縫いとどめた相手に肉薄して斬り殺す。

			　

			（まさか、新人の実力試験で魔法を使うことになるとは……）

			　だが、そろそろ決着をつける。

			　なすすべなく水流の直撃を受ける玄海に、グラントは肉薄する。

			　水流で玄海の視界を遮り、死角から密かに出現する。

			　完全に意表を突いた形だった。

			　構えも取れない玄海に、グラントは剣を握り締め、峰打ちの体勢を取る。

			「これで、終わりだ！」

			　決着はついた。

			　グラントの剣は完全な死角から玄海を襲い、十分な威力をもって炸(さく)裂(れつ)した。

			　そう思った――その、瞬間の出来事だった。

			「やれやれ…………」

			　辛うじてその声を聞き取るのが精一杯だった。

			　なにひとつ理解ができないままに、グラントの意識は闇に閉ざされた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　訓練場は沈黙に包まれていた。

			　その理由は単純。

			　ギルドのトップランカーであるグラントが、いくら老人とはいえ、新人に倒されたからだ。

			　皆一様に、呆気にとられたように玄海を眺めている。

			　だが、訓練場の隅で、壁に背を預ける少年だけは静かに笑っていた。

			　長めの黒髪に、鋭い三白眼。痩せ気味の体つきは、若いのに枯れ木のようだった。身に纏っているのは純白の生地に赤い線が刻まれた、格調高く美しい外套である。

			　――葉山集。

			　異世界転移者の一人だ。一ヶ月前、この街に舞い降りた集は、ひとまず日銭を稼ぐために冒険者となった。そうして、集は固有スキルと天職を活かして徐々に強くなり、今では第四級冒険者にまで成り上がっている。

			（……グラントさんを倒すほどの転移者か。これは運が良い。今の状況では頼りになる）
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			　腕を組みながら思考を回転させる集に、他の冒険者が声をかける。

			「シュウ、お前が入ってきたとき以来の衝撃じゃないか？」

			「フン……僕の試験相手はゴルホだったし、そんなに驚くことじゃなかっただろう」

			「いやいや、新人が第六級を瞬殺とか、滅多にあることじゃないよ」

			「褒めてもらえるのは嬉しいけどな、あのじいさんと比較されても困る」

			　集は謙(けん)遜(そん)しながら、内心でも同様に思っていた。異世界転移者は平均以上の魔力量、固有スキルと現地人よりも有利な条件に立っているが、古賀玄海はそれらの優位性とはまるで関係がない、剣術の技量という部分でグラントを倒した。

			　決着の瞬間だけは、水流の陰に隠れて見えなかったが。

			　ともあれ、それはおそるべきことだった。

			　集もグラントを倒すことはできるだろうが、そのためには固有スキルをフルに活用しなければならない。純粋な戦いの技量では、勝負にならないほどの差があるのだから。

			（……と、なると、あいつはどうなんだ？）

			　集はレーナの隣に立っている少年に目を向けた。見覚えのある顔だ。

			　確か――『白い空間』で天職のことを尋ねて、イリアスに嘲(ちよう)笑(しよう)された男だったか。

			（非戦闘職……奇術師だったか。とはいえ、使えないと決まったわけじゃない。試してみるか）

			　集は訓練場の中央に向けて歩き始めた。

			　そして、おろおろとしているギルドの受付嬢に声をかける。

			　気絶しているグラントは、複数の冒険者が救護室へと運んでいる。

			　玄海の周りには、彼を勧誘しようとする冒険者が群れをなしていた。

			「あのじいさんは合格ってことでいいんだろう？」

			「え、あ、シュウさんですか。それはもちろん、はい。びっくりしましたけど」

			　受付嬢は呆けたように口を開いている。

			　ギルドの自慢である第一級が倒されるというのは、それほど衝撃が深いのだろう。

			「じいさんは合格として、グラントさんが倒れてしまったから、あの少年のほうの試験ができないだろう。僕が彼の相手になってもいいかい？」

			「あ、引き受けてくれるんですか？　ありがとうございます」

			「あいつの名前は？」

			「シドー・カミヤさんです。ゲンカイさんの弟子だとか」

			　受付嬢はぺこりと頭を下げた。そして玄海に合格の報告をすると、士道を呼びつける。

			　士道は、集の存在に気づいているようだった。

			　背が高く、すらりとした体格。端整な顔立ちで、落ち着き払った雰囲気を醸し出している。服がところどころ破れており、今にも擦り切れそうだ。

			　玄海も同様なので、おそらく街に辿り着くまで、サバイバル生活を強いられていたのだろう。

			「よう、確認するまでもない気はするが……転移者だよな？」

			　気楽そうな士道の声を聞き、集は鼻を鳴らす。

			「フン……見れば分かるだろう」

			「そりゃそうか。いや、なぜかお前には『鑑定』が効かないからな」

			「『鑑定』スキルを持っている奴に『鑑定』はできない。つまり転移者には効かない」

			「――へぇ、よく知ってるな」

			「女神様に直接聞いたからな」

			「どういう意味だ？」

			「そのままだよ。僕は君と違って、本当の意味での使徒だからな」

			　士道は怪(け)訝(げん)そうに眉をひそめるが、集は答えない。

			「もう始めていいのか？」

			　そう受付嬢に尋ねると、彼女はこくりと頷いた。

			　観客も空気を察して、水を打ったように静まりかえる。

			　相対する士道はゆったりと剣を構えた。

			　集に剣の良し悪しは分からない。だが、玄海の異様なまでの圧力には劣る。

			「ハズレ術師――か。本当にハズレじゃないことを祈るよ」

			「俺もそう願いたいところなんだけどな」

			　士道の軽口に呼応するように、集の体から炎が生まれ始める。

			　集の天職は『火術師』。その名の通り、火属性魔法を操る魔術師だ。

			　火属性魔法に関しては、手に取るように扱いかたを理解できる。

			　轟、と炎が渦を巻き、熱気が辺りを支配した。

			「さあ、見せてみろ。君の真価を」

			　観客が、ごくりと息を呑む音が聞こえた。

			　士道が玄海の弟子だという情報は広まっている。

			　期待の新人である集との戦いを楽しみにしているのだろう。

			　――だが。

			　

			　戦いはたったの数分で決着することになる。

			　ある程度戦った後、集の炎に囲まれた士道は、あっさりと手を挙げて降参したのだ。

			　試験は合格だったが観客は落胆し、そのまま去っていった。

			（……弱い、な）

			　士道が固有スキルを隠していることを知っている集は、それを含めた上でなお失望した。

			　新人冒険者としては確かに強いほうだろうが、転移者にしては弱い。

			　魔法は使えず、剣術は荒削りで、レベルも高くない。

			　――はっきり言って使えないと、集は判断を下した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「どうして、本気で戦わなかったんですか？」

			　ギルドに併設されている酒場。

			　そのテーブル席の一角で、レーナは少しだけ悔しそうに尋ねてきた。

			　実力試験を終えてから小一時間が経過している。

			　薄暗い夜の帳が下りて、酒場はさまざまな冒険者で賑わいを見せていた。

			　レーナの対面に座る士道は驚いて目を見開く。気づかれるとは思っていなかったからだ。

			「シドーさん、本当はもっと戦えますよね」

			「……よく分かったな」

			「ニーズヘッグを倒したって言っていましたし、何回か一緒に戦ったから分かりますよ」

			　レーナは頬をふくらませている。何が気に入らないのだろうか。

			「要は試験に合格すればいいんだろう？　わざわざ本気で戦う意味はない」

			「でも、ムカつかないんですか？　あんなにいろいろ言われて」

			「玄海さんがすごすぎたから皆が落胆しただけで、俺はたぶん普通の結果を出したよ」

			　それに本気で戦ったところで、士道は集という少年に勝てる自信はなかった。

			　自由自在に炎を操り、熱量に任せて士道を追い詰める強引な手口。

			　あらためて天職の差を思い知らされた気がする。

			（……あんな衆目のなかで、わざわざ固有スキルを扱う意味はなかった）

			　集はおそらくそれを誘っていたような気はする。士道を試しているような雰囲気だった。

			　――集は何のために、試験官をやると名乗り出たのだろうか。

			　単純に好意からか、同じ転移者の実力を知りたかったのか。それとも。

			（……本当の意味での使徒、か）

			　士道は要領を得ない集との会話を思い返し、ため息をついた。

			「士道。ここにいたか」

			「……玄海さん。グラントさんの様子はどうでしたか？」

			「少々強く攻撃しすぎたが、どうやら平気そうだ。今では救護室で高笑いしておる」

			　玄海は苦笑しながら言うと、どっかりと椅子に座る。

			「ほれ」

			　玄海が放った長方形の紙片を二本の指ではさみ取る。

			　思いのほか、硬く頑丈な物質だった。

			「……これは？」

			「ギルドカードじゃよ。渡してくれと頼まれたのでな」

			「すみません。世話をかけます」

			　冒険者の身分証明となるギルドカード。

			　魔物討伐系依頼をこなすための試験中に、それが作成されていたようだった。

			　玄海に感謝して、士道はギルドカードに記載されている文字を読む。

			　

			冒険者ギルド　第八級

			名前　シドー・カミヤ

			性別　男

			年齢　17歳

			種族　人族

			依頼受注記録

			９９８／10／27　魔物討伐依頼受注用実力試験　合格

			汝が冒険者ギルドに所属する冒険者であることを証明する。

			　

			（依頼実績の記録も兼ねてるのか……ステータスプレートと似ているな）

			　試験合格の前に記載されている数字の羅列は、おそらく９９８年10月27日と読むのだろう。

			　その程度は何となく分かった。

			　そして集に敗北したとはいえ、魔物の討伐依頼を受けられるだけの実力は認められたらしい。

			　第八級の記述になっていた。予想通りの結果に士道は安(あん)堵(ど)する。

			　ともあれ。

			「お腹空きました。なんか頼みましょうよ！」

			「そうだな。まともな飯が食えるのは久々だし」

			「集めとった魔石のおかげで、それなりに金もあるからのう」

			　

			　三人でそんな会話をしていると、二人の男が声をかけてきた。

			「おう！　新人さん、期待してるぜ！」

			「おい聞いたぜ、じいさん！　グラントさんを倒したんだってな！」

			「ゴルホの奴をぶっ飛ばしたってマジかよ！　良い気味だ、ひゃははは!!」

			　名も知らぬ冒険者たちが上機嫌に声をかけてくる。

			　そして救護室から抜け出したのか、ずかずかとやってきたグラントが、

			「はっはっは！　シドー、ゲンカイ、どんどん頼め！　今回は俺が奢(おご)ってやろう！」

			「ほう、試験の報酬か？」

			「む、そうか!?　そうだな！　何だっていい！」

			　玄海の質問に対して、グラントは上機嫌に笑う。

			　士道は適当に目に入った料理を注文した。

			　玄海たちは、当たり前のように酒も頼んでいるようだ。

			　レーナが小首を傾げて、士道に尋ねてくる。

			「お酒は呑まないんですか？」

			「……あまり呑んだことがないんだ。嫌いってわけじゃないが」

			「じゃあ１杯ぐらいどうですか？　ここのエールは美味しいですよ」

			「…………じゃあ、そうしとくか」

			　士道はいまさら日本の法律など気にする必要はないだろうと思い、お酒も注文する。

			　しばらく会話していると料理が出てきた。

			　士道が注文したのは、看板料理だという暴れ牛のステーキである。

			　鉄板の上でジュージューと音を鳴らすステーキから、芳ばしい香りが漂ってくる。

			「美味そうだな」

			　ステーキにナイフを入れると、肉汁がじゅわっと溢れ出した。

			　我慢しきれずに、ライスと一緒にステーキをかきこむ。

			　絶妙な焼加減の上質な肉だった。口の中で肉がふわりと溶ける。

			　気がつけば食べ終わってしまい、エールで喉を潤しながら別の料理を頼む。

			「いい食べっぷりだ！　食わなきゃ強くはなれん！」

			　うんうんと頷くグラント。

			　久しぶりに味わう人里の料理に、士道は心から感動していた。

			　グラントの陽気な空気感にあてられ、酒場全体の喧(けん)騒(そう)が増していった。

			　そこで。

			　唐突に、がやがやと賑わっていた酒場が静まりかえる。

			　士道は不思議に思い、皆の見ている方向を見やる。

			　すると、両開きの扉から、冒険者パーティが入ってきたところだった。

			「戻ってきていたのか……」

			「いや、シュウが試験官やってた時点で分かるだろ……」

			「ってことは、夕方の時点でもう戻ってたのか？　あのバジリスクを相手に？」

			　周りのひそひそ話を聞き、情報を集めていると、レーナが耳打ちをしてくる。

			「この街には、グラントさんの他に第一級冒険者がもう一人いるんです。それが、そこの先頭を歩いているサリウス・マクドネルさん」

			「……へぇ。でも何で、ただ入ってきただけでこんなに驚かれてるんだ？」

			「バジリスクっていう大物を相手にする依頼を受けてましたからね。二日ほど帰ってこなかったこともあって、少しだけ心配されていたんですよ」

			「……へぇ」

			　士道は目を瞠(みは)った。

			　酒場に入ってきたサリウスのパーティに、見覚えのある顔が存在していたからだ。

			　レーナは能天気な笑顔で言う。

			「まぁ、シュウさんが訓練場に姿を見せた時点で、サリウスさんたちが無事だと分かってはいたんですけどね」

			　――葉山集。

			　あの男は、第一級冒険者のパーティに属しているのか。

			「……」

			　集は少し驚いたように士道を見ると――口元を吊り上げて嘲(あざ)笑(わら)った。

		

	
		
			第10話　二人目の異世界転移者

			　

			　冒険者ギルドに併設されている酒場で、士道と玄海は視線を交わす。

			　集に対してどういう対応を取るのか、決める必要がありそうだ。

			　サリウスは依頼の報告をしているのか、カウンターで受付嬢とやりとりをしている。

			　集はそれを待つ四人の冒険者に混ざっていた。

			「……シュウさんのことが気になるんですか？」

			「そりゃまあ、俺を倒したわけだしな。レーナは何か知ってるのか？」

			　再び喧(けん)騒(そう)を取り戻した酒場で、レーナがエールを呷りながら、上機嫌そうに頷く。

			　士道は視線で促した。

			「確か一月ほど前に冒険者になって、一気に第四級にまで登りつめた天才って感じですね。その成長速度に第一級のサリウスさんが目をつけて、超エリートパーティの仲間入りです」

			「……なるほど」

			「戦い方は火魔法を得意とする魔術師で、シドーさんも味わったように、自由自在に炎を操ります。たぶんそういう天職なんでしょうね」

			　レーナは滔(とう)々(とう)と語る。酒のせいか、普段にも増して饒(じよう)舌(ぜつ)だった。

			「そういえばシドーさんも黒髪黒目ですけど、同郷だったりします？」

			「いや、そういうわけじゃないんだけどな」

			　同郷ではあるのだが、変に関係を疑われても困るので士道は誤魔化した。

			　まさか女神に呼び出された仲だと言うわけにもいかない。

			　頭のおかしい人だと思われるのがオチである。

			　ひとまず士道は、サリウスたち五人を『鑑定』した。

			　

			サリウス・マクドネル：男：27歳

			　レベル：73

			　種族：人族

			　天職：魔術師

			　スキル：高速演算

			　

			　スキルの高速演算は、魔法を使う際の術式構築速度が異常に速くなるらしい。

			　魔法そのものをよく分かっていないので、知ったところであまり意味はないが。

			　サリウス以外にも次々と『鑑定』をかける。

			　結果は、レベル60前後が２人。レベル52が１人。最後の一人はレベル43だ。

			　ずいぶんとレベル差が開いている。

			　集が最後に加わったということは、高く見積もってレベル50程度だろうか。

			　仮にそうだとしたら、レベル34である士道よりかなり高い。

			　――よほど、魔物を殺すことに専念していたのか。

			（……広範囲の殲(せん)滅(めつ)魔法とかあるんだろうか。それでいっせいに魔物を狩るとか）

			　士道は思考を巡らせるが、不確定事項が多すぎて判断できないと結論づける。

			「どうしました？　考え込んでますけど」

			「……ああいや、何でもない」

			「士道」

			　レーナと会話していた士道に、玄海が注意を呼びかけた。

			　グラントと馬が合ったのか楽しそうに酒を酌み交わしていた玄海だが、今は少し警戒心を高めた表情をしている。士道は、玄海が視線を向けているほうを見た。

			　サリウス率いるパーティが士道たちに近づいてくる。

			　つまり、当然だが集もついてくる。

			　サリウスの目的は同じ第一級であるグラントだったようで、笑顔を浮かべて彼に声をかけた。

			「こんばんは。グラントさん」

			「おう、サリウスか！　まぁ座れ！　バジリスクはどうだった？」

			「だいぶ苦戦しましたよ。森のなかであの素早さは反則ですって」

			　サリウスはそう言って苦笑する。グラントは大きな笑い声を上げながら、

			「そうかそうか！　さすがだな！」

			「まぁ、運が良かったですね。……ところで、そちらの方々は？　見ない顔ですが」

			　サリウスが士道と玄海に目を向ける。

			　人の奥底までのぞき見るかのような瞳だった。

			　見定められているような視線に、士道は居心地の悪さを感じる。

			　グラントは玄海の肩に手をかけると、

			「おう！　この二人は今日冒険者になった期待の新人だ！　こっちのじいさんにいたっては俺を実力試験でぶっ倒したからな！」

			「ほう……グラントさんを、倒したのですか。名前を聞いても？」

			　サリウスの瞳が驚(きよう)愕(がく)に彩られる。

			　食事を食べ進めていた玄海が、悠然と顔を上げた。

			「ゲンカイ・コガ。こっちでは馴染みがない名前かもしれんが、気にせんでくれ」

			「なるほど、ゲンカイさんですか……。おっと、私はサリウス・マクドネルと言います。第一級冒険者の端くれです」

			　サリウスが名乗り終え、彼の視線が士道に向かう。

			「シドー・カミヤです。今日、冒険者になりました」

			「シドーさんですか。失礼ながら……ここらでは珍しい髪と瞳の色ですが」

			　サリウスはそう言って、士道と集を見比べる。

			　玄海の場合は黒目とはいえ白髪なので、そこまで珍しくはないのだ。

			　最後尾にいた集は一歩前に出て、士道に近づいた。サリウスに向けて苦笑する。

			「確かに似ているけど、関わりはない。気のせいだよ」

			　笑みを浮かべた集は、どこか蛇のような印象を受けた。

			「実力試験のときは、どうもありがとう。第四級冒険者、葉山集だよ」

			「……ああ。神谷士道だ。よろしく頼む」

			　完璧な挨拶から敵対の意思は感じ取れないが、士道は試験時の傲(ごう)岸(がん)な口調を思い返す。

			　サリウスたちの前では猫をかぶっているのだろうか。

			　それに加えて集の笑顔には、見下すような意思が隠されていた。

			　どうやら実力試験の内容がふがいなかったせいで、なめられているらしい。

			　視線が交差するが、集は士道を無視して玄海に話しかける。

			　少しばかり小声だった。

			　グラントと会話しているサリウスたちには聞こえないように、気を使っているのだろう。

			「古賀玄海さんでしたか。ここに来るまではどこに？」

			「……転移した先が島の端でな。右も左も分からぬなか、士道と出会い、魔物を狩ったりしながら生活していた。ここに来れたのは、たまたま遭遇した冒険者が案内してくれてな」

			「なるほど……大変だったようですね」

			「お主は？」

			「街中に転移して、とりあえず冒険者になりました。たぶん、かなり恵まれているほうですよね。ところでこの後、時間ありますか？　少し大事な話が――――」

			「シュウ」

			　会話している集に、サリウスが声をかけた。

			　酒場の各地に散っていたサリウスのパーティメンバーに招集がかかる。

			「そろそろ行きますよ。今回は騎士団にも報告しなければなりませんからね」

			「ああ、そうか。都市からの依頼だからね」

			「それでは、グラントさん、お酒ご馳走さまでした。失礼します」

			「何のなんの！　酒の一杯ぐらいならいつでも奢(おご)ってやる！」

			「では、わしにもう一杯じゃ。ツマミはわしが頼んでやるからの」

			　上機嫌に笑うグラントと玄海。

			　集は微笑しながら彼らの横を通り、士道とのすれ違いざま、

			「――図に乗るなよ、ハズレ術師が」

			　吐き捨てるように呟いた。

		

	
		
			第11話　決意と装備の選択

			　

			　夜空に月が煌々と輝き、大通りから人が少なくなった頃だった。

			　士道は風呂つきの高級宿屋を選び、その一部屋を借りた。

			　他の宿屋と比べると高いが、この程度の生活レベルは確保しておきたい。

			　ちなみに玄海も士道の隣室に泊まっているはずだ。

			「あー、生き返った」

			　そして士道は今、ほぼ一ヶ月振りの風呂に入っている。

			　これまでは川で体を洗っていたが、やはり日本人は風呂がないと耐えられない。

			　しばし湯船に身を委ねながら、士道は明日の予定を立てる。

			（……市場に行って、生活用品や冒険者用の装備でも揃えるか）

			　売り飛ばした魔石がそれなりの額なので、しばらく金の心配は必要なかった。

			　とはいえ、金はあって損はない。

			　ギルドの信用を得るためにも、冒険者として依頼をこなしていくつもりではあるが。

			（それにしても……）

			　士道が警戒しているのは、彼をハズレ術師と呼称した葉山集のことであった。

			　あの『白い空間』で、イリアスにそう称され、周囲から嘲(ちよう)笑(しよう)を受けた。

			　ただ、士道があのハズレ術師だと認識した集は、他の異世界転移者よりも固有スキルを奪いやすいと考えて、襲撃してくるのではないか。

			　士道の懸念はそこにあった。

			（…………まあ、やるべきことは変わらないか）

			　どのみち、何が起きても対処できるぐらいに強くならないといけない。

			　――誰かにとっての、英雄になりたい。

			　その望みを叶えるためにも、力は必要だった。

			　士道は風呂から上がり、新たな決意とともに眠りについた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　シックで落ち着いた造りの宿の一室には、穏やかな日差しが差し込んでいた。

			　士道はその暖かさを感じながら、のんびりとベッドから起き上がる。

			「……さて」

			　士道は金の入った袋を手に、部屋から出て宿屋の一階に向かった。

			「お客さん朝早いねぇ。待っといてくれ。今、朝食のサンドイッチを作るからね」

			「ありがとうございます」

			「あ、お客さん。連れのおじいさんから伝言を頼まれてるよ」

			「何でしょう？」

			「気持ち良さそうに寝ていたから、そのままにしておいた。わしは依頼なるものを受けてみるから、お主も自由にしていてくれ――みたいなことを言っていたかねえ」

			　士道は苦笑する。

			　そういえば玄海はいつの間にか隣室にいなかった。

			　ただ、玄海の朝が早いのはいつものことだ。とくに気にすることではない。

			　士道は宿屋の老店主によって作られたサンドイッチを頬張りながら、市場に繰り出した。

			「美味いな、これ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　古賀玄海は朝方の陽光が差し込む森のなかを、堂々と闊(かつ)歩(ぽ)していた。

			　その手には、刃先が鋭く煌(きら)めく剣が握られている。

			　近づく魔物は即座に突き殺し、魔石を回収しながら、どんどん森の奥へと進んでいく。

			　これまで暮らしていた東部方面ではなく、森の奥深くにある謎の遺跡へと向かっていた。

			　当然だが、深部へ進むほど魔物の脅威は跳ね上がり、危険度は増す。

			　気配察知に長ける玄海が、それに気づいていないわけがない。

			　そしてアクラリアの街から簡単に行ける距離ではない。

			　依頼書に付随していた地図を見る限り、玄海が本気で走っても半日はかかるだろう。

			「さて……どうなることかの」

			　玄海が朝早く起きて受注した依頼は、『深部遺跡地帯の定期調査』である。

			　本来なら第三級冒険者以上でないと、森林の奥深くにある遺跡まで踏み込むのは危険すぎると言われるが――玄海は例外だった。

			　実際に、実力試験で第一級のグラントを倒しているのだから。

			　だから昨日、第八級になったばかりの玄海でも、この依頼を受けることは可能だった。

			　玄海の目的は、この世界に古賀流剣術の道場を開くことだ。

			　だから一から人材を集めることになり――そのためには、玄海が名を上げる必要がある。

			　国を救った英雄にでもなれば、間違いなく道場に入門する者が増えるだろう。

			　玄海はその第一歩として、冒険者のトップ陣営まで登りつめる。

			　だから、玄海はいきなり第三級の依頼に乗り出したのだ。

			　特に、この依頼を選んだ理由は別にあった。

			　昨晩、宿の一室で寝転んでいたところ、集に呼び出された玄海は「北の遺跡に、悪魔が潜んでいる」という情報を渡されたのだ。

			　あの男が何を考えているのかはともかく、玄海は直感的に嘘ではないと判断した。

			　悪魔は遺跡にて魔物を集め、アクラリアの街を狙っているらしい。

			　――この話が本当だとすれば、危険があると同時に、名を上げる絶好の機会でもあった。

			　玄海は老人だ。そう先は長くない。

			　最速で栄誉までの階段を登っていく必要がある。

			　異世界の未来ある若者に、別世界の過去で研鑽された技術を伝えたいと思ったから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……ここが、遺跡か」

			　玄海の眼前には、蔦(つた)や蔓(つる)に侵食され、ひび割れた神殿が君臨していた。

			　周囲には風化した瓦(が)礫(れき)も散乱しており、寂れた空気が辺りを支配している。

			　魔物はどこにも見当たらず、凍てつくような静寂に満たされていた。

			「さて……葉山集の言っていたことは、懸念だったか？」

			　遺跡をくまなく探索しながら、玄海がポツリと言葉を漏らす。

			　そのときだった。

			　玄海の後方から、凄まじい速度で何かが肉薄する。

			　滑るように身体を移動させ、紙一重でそれをかわした。玄海の表情は何ら揺らがない。

			　紙一重というのは、危険を意味しない。その攻撃を見きっていることの証明だった。

			　唸り声を上げたのは、鷲の頭部に獅子の肉体を持った、異形の怪物だった。

			　攻撃を避けられたことに驚いたのか、鷲獅子の瞳が驚(きよう)愕(がく)に彩られる。

			『鑑定』によると――グリフォン。

			　玄海は小さく笑みを見せた。

			　幼少の頃より剣を学び、徹底的なまでに努力し、何度も研鑽を重ねてきた。

			　異界の地に降り立ち、再び大きな夢を持った玄海は、心の底から楽しそうな笑みを浮かべる。

			「ほう、どうやら懸念ではなかったらしいの」

			　玄海はグリフォンに剣を向けながら、しかし炯々とした眼光が後方に潜む何者かを捉えた。

			「――最初から気づいてたじゃないか。まったく、怖いおじいさんだね」

			　がさりと、玄海の視線の先で人影が出現した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ああ？　坊主、てめぇ金はあるのか？」

			　士道は小柄な中年男性に声をかけられ、金の入った袋をじゃらつかせた。

			「ところで、ドワーフ、ですか？」

			「何当たり前のこと言ってんだ。まあ金があるんならいい。好きなもん買っていけ」

			　ブリューレ武器防具店。

			　冒険者ご用達で、この街一番の品揃えといわれている店だった。

			　店主は気難しそうなドワーフだが、士道に金があると見るや、あっさり引き下がった。

			　ドワーフは背が低く髭が濃い種族で、手先が器用な場合が多い。

			　人族とは友好的な関係を築いていて、人里では鍛(か)冶(じ)職などを営んでいる。

			　ブリューレ武器防具店の店主もその一人だった。

			「さて…………」

			　士道はそれなりに広い店内を見回す。

			　服や日用品を揃えた士道は、冒険者としての装備を選びにきていた。

			（……まずは、剣か）

			　ゴブリンから奪った剣は、さすがに限界を迎えている。新調する必要があった。

			　武器や防具に詳しくない士道だが、『鑑定』を使えば話は別だ。

			　簡単に、最も質の良いものを選ぶことができる。

			　士道は武器棚に置かれている剣を、片っ端から『鑑定』していく。

			　その過程で、最も質が良く士道に合っているものを発見した。

			　反り気味の片刃。鋭く輝く刀身には、流麗な波紋が浮かんでいる。剣というより刀という分類のほうが近い品だ。店主に許可を取って軽く振ると、これにしようという確信を得た。

			「――へぇ。お前さん、この剣を選ぶたぁ、いい目してるじゃねぇか」

			　ドワーフの店主が褒めるが、所詮は『鑑定』を使った結果に過ぎない。士道は罪悪感を覚えて、愛想笑いを浮かべた。

			　次は防具だ。古賀流剣術は身軽さが前提となっていて、動きにくい装備では使えない。

			　したがって、全身鎧(よろい)などの重装備は却下だ。

			（……これは、何だ？）

			　士道は防具のコーナーに、普通の服に近いものが置かれているのを発見した。

			『鑑定』によると、魔道服と呼ばれる装備だった。

			　丈夫かつ特殊な生地で作られていて、服に魔力を流すことにより、軽さと柔軟性を高く保ったまま、硬く強化されるらしい。

			　さすがに鎧(よろい)などより防御力は劣るが、非常に動きやすく、求めていた通りの品だ。

			　鎧(よろい)よりも値は張るが、それは大した問題ではない。

			　士道は『鑑定』で吟(ぎん)味(み)した末に、最も質が良かった黒の魔道服を選択した。

			　何となく冒険家を想起させるような旅人風の装いである。

			　インナーを適当に見(み)繕(つくろ)い、ドワーフの店主に頼んで個室で着替えた。

			　魔道服を着て、魔力を流しながら肩をぐるぐると回す。

			　その動きやすさと強度を確認し、士道は瞠(どう)目(もく)した。

			　動きを阻害されない普通の衣服であるのに、同時に鎧(よろい)のような硬度を保っている。

			（……こいつはすごい。重装備の冒険者が少ないわけだ）

			　腰回りの剣帯に新調した剣を吊り、防寒用に購入した漆黒の外套を羽織る。

			　これで準備は完了した。

			　ドワーフの店主は呆れたように言う。

			「ずいぶんと豪勢な金の使い方をしたな……他に何か買うもんはあるか？」

			「……冒険者にとって便利なものとか、ないですか？　金に糸目はつけないので」

			　装備を一通り揃えて、持ち金が半分ほど消えたが、まだまだ余裕はある。これだけの金額になっている理由には、やはりニーズヘッグの魔石が大きな要因を占めるだろう。

			　ドワーフの店主は「貴族出身か何かか……？」と呟きながら、小さな袋を持ってきた。

			「何ですか、それ？」

			「こりゃ魔力袋ってもんだ。本人の魔力量に応じて、内部の大きさが変わる」

			「……それはまた、すごい代物だな」

			「まあ、試しに何か入れてみりゃ、感覚で容量が分かるさ」

			「へぇ」

			　金貨五枚とかなり値段が高いので、便利だが使っている者は少ないらしい。

			　士道は試しに剣を入れると、小さい袋の中にすっぽりと入っていった。

			「おお……」

			　士道は感嘆して購入を決める。

			　その他にも雑貨を適当に買い、満足して店をあとにした。

			　

			　そんなこんなで買い物を終えた士道は、宿屋で一息つきながら時計を見る。

			　時刻は昼。まだまだ活動可能な時間帯だった。

			（……よし、簡単な依頼でも受けるか）

			　新装備を試したくてうずうずしていた士道は、ギルドへと足を進めた。

		

	
		
			第12話　鉤(かぎ)爪(づめ)の猫

			　

			　ひんやりとした風が、雑(ざつ)踏(とう)の中を駆け抜けていく。

			　服の中に冷気が入りこむ感覚に士道は眉をひそめ、漆黒の外套を羽織り直した。

			　人々の明るい喧(けん)騒(そう)が飛び交う大通りのなかを、士道はのんびりと歩いていく。

			　その手には串焼きが握られていた。

			　焼いた肉を串に刺しただけの簡素な品だが、塩味が絶妙に肉の旨味を生かしている。

			　また買おう、と士道は露店の位置を記憶しながら、冒険者ギルドへと足を進めた。

			　

			　昼間なので、冒険者の数は少ない。多くの者は依頼に出ているのだ。

			　士道を見た者たちがひそひそと会話を始める。

			　試験の結果を見ていたのか、あからさまに嘲(ちよう)笑(しよう)する者もいたが、士道は一(いち)瞥(べつ)すらしない。

			　依頼が貼り付けられている掲示版を眺め、依頼を見(み)繕(つくろ)う。

			　半日で済む簡単な依頼がベストだった。

			「……どうするか」

			　魔物の討伐。商隊の護衛。迷宮の調査。賞金首の捕(ほ)縛(ばく)――依頼内容は多(た)岐(き)にわたる。

			　士道は下級冒険者なので、低い難易度の依頼しか受けることはできないはずだ。

			　玄海のように実力が証明されているのならともかく、士道は下級冒険者相応の実力しか見せてはいない。これは仕方のないことだった。

			　士道は意識を切り替えて、そのなかでも比較的難易度が高そうな依頼に目を走らせる。

			『ゴブリンの討伐』は簡単すぎるので無視。

			『オークの討伐』も上に同じ。

			『クレス商会の護衛』は二日かかるので却下。

			『サザルーフ伯爵邸の建築手伝い』は雑用なので論外。

			「……どれも微妙だな」

			　士道は顔をしかめ、ため息をついた。肩を落としていると、少女が声をかけてきた。

			「どうしたんですか？」

			　可愛らしい顔立ちにくりくりとした瞳。茶色い髪の上には猫耳がぴょこんと生えていて、ふさふさとした尻尾が左右に揺れている、猫の獣人だ。

			「レーナか。いや、良い依頼が見つからなくてな」

			　身軽そうな魔道服に身を包んだレーナは、士道に向けて柔らかく微笑んだ。

			「わたしと一緒に依頼を受けませんか？　わたしが一緒なら、高難易度の依頼も受けられますよ」

			「何だ、もしかして本当に友達がいなくて困ってるのか？」

			「ち、ちがいますよ！　ただ、わたしはシドーさんが強いことを知ってるから……」

			　小さい声で、ぼそぼそと話すレーナ。

			「しかし、普段はソロでやってるんじゃなかったのか？」

			「やってるというか、やらざるをえないだけなんですけどね……」

			　レーナはどんよりとした空気を纏う。どうやら触れないほうが良さそうだ。

			「まあ冗談はともかく、ちょうど困ってたところだ。一緒にやろう」

			　そう言うと、レーナはぱぁっと表情を明るくして、尻尾をぱたぱたと振る。

			　ころころと表情が変わる、感情表現が豊かな少女だった。

			「あ、これとかどうですか？　『ヨロイグマの討伐』です。最近、森近くの畑に出没して荒らしているらしいんですけど、わたし一人ではちょっと不安だったんですよ」

			「ヨロイグマとかいうのは、強いのか？」

			「知能は低いし、動きもそんな速くないんですが、パワーが尋常じゃないです。その名の通り肌が鎧(よろい)みたいに硬いので、油断はできない相手ですね」

			「二人で勝てるのか？」

			「まあ、よほどのことがなければ……」

			「あ、この依頼受けるので、よろしくお願いします」

			「――いや、聞いといてスルーしないでください」

			　依頼をカウンターで受注すると、すたすたと歩き外に出ていく士道。

			「何してるんだレーナ、早く行くぞ」

			「うぅー、この扱い、なんか納得いかないです……」

			　レーナの恨み言は、士道の耳を右から左へと流れていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ライン王国サザルーフ伯爵領。アクラリアの街は、主に島の南側に展開されている。島の北側には古代遺跡があり、それ以外の全域に森林が広がっていた。

			　士道はレーナのそんな説明を聞きながら、森林に続くだだっ広い草原を歩く。

			　この辺りは見晴らしが良いので、魔物の襲撃に怯える心配もない。

			　ふわり、と風が士道の髪を揺らす。

			「ねぇ、シドーさんはどうして、そんなに強くなったんですか？」

			　レーナが背の高い士道を上目遣いで眺めながら尋ねた。

			　士道は少々悩むように頭をかくと、

			「……そんなに強くはないけど、それでも言うのなら、自分のためだ。強くならなきゃ、生きていけなかったからな。それに……」

			「それに？」

			「いや、何でもない。どうしてそんなことを聞くんだ？」

			「……少しだけ、気になって。やっぱり、努力したんですよね？」

			　そう尋ねるレーナの瞳は儚(はかな)く、今にも壊れてしまいそうな雰囲気があった。

			　士道はどう答えようか、迷った。

			　確かにこの一月、玄海との鍛錬において血の滲(にじ)むような思いで努力を重ねてきた。しかし日本にいた頃は、当然だが平和を甘受していた。

			「…………遭難してからは、な。それまでは、強くなろうなんて考えたこともなかった」

			「そう、ですか。わたしも似たようなものですよ」

			　その言葉を聞いて、前を向いていた士道はレーナのほうに視線を向けた。

			　彼女は花を眺めていた。

			　何もない草原に咲く一輪の花は、どこか彼女の横顔に似ているように感じる。

			「レーナは、どうして冒険者になったんだ？」

			「……わたし、家を飛び出してきたんです。わたしが住んでいた獣人族の里は、北の大陸の魔物がひしめく辺境に存在していて、魔物の被害も多く、土地が枯れているので作物は育たなくて、生活が苦しくて……」

			「……それで？」

			「わたしがどうにかしてやるって思っていたんですよ。冒険者になって、強い人たちと一緒に戦い、故郷までの開拓ルートを作ろうって。ここにも里があることを教えて、交易を始めさせたいって。……でも現実は、この島の魔物にすら苦戦して、そんな大きな依頼につけるほどの実力も得られない。もともと無理な話だと言えば、まあその通りなんですけど」

			　レーナはそう言って苦笑する。

			「これまで、頑張ってきたつもりだったんですけどね。どうやっても第三級止まりで、なんだか自分がよく分からなくなってきました」

			　強くなるために努力したか、と士道に尋ねた理由が分かった。

			　頑張っているのに実力が伴わず、自信が持てなくなってきているのだ。

			　出会った当初から、少し無理をしているようにも思えた。

			「……お前は強いよ。その年で第三級なら、もっと強くなれるだろ」

			「ありがとうございます。ちょっと元気出ました」

			　レーナは笑顔を浮かべた。ぴょこり、と猫耳が揺れる。

			　士道はそれに興味を持った。

			「な、触ってもいいか？」

			「ええ!?　そ、それはちょっと……」

			　士道は無視した。

			　さらさらの髪と一緒に猫耳を撫でる。レーナは気持ち良さそうに目を細めた。

			「にゃあ……」

			「あ、にゃあって言った」

			「い、言ってません！」

			「……」

			「…………油断すると、つい出ちゃうんですよ」

			　レーナは頬を紅潮させながら、口を尖らせた。

			　猫耳と尻尾がぱたぱたと恥ずかしそうに振られている。少しは元気が出たようだった。

			「そろそろだな」

			　士道が依頼書に記載されている地図を見ながら、呟く。

			　依頼主の報告にあったヨロイグマの住処は、すぐ近くにある洞穴のはずである。

			「あ、あれですね。……どうします？　中に入ります？」

			「ふむ。洞穴が広いとは限らないしな。できれば引っ張り出したいところだが」

			　レーナが指差した方向には確かに報告通りの洞穴があった。

			　士道はレーナに向き直ると、

			「よし。じゃあやるか。レーナ、ちょっと下がってろ」

			「何をするつもりです……か!?」

			　レーナの言葉が終わる直前。

			　おもむろに手をかざした士道が、虚空に向けて『稲妻』を繰り出した。

			　紫電の一撃が掌から放出される。

			　バリィ!!　という轟(ごう)音(おん)が響き渡り、洞穴の岩が崩落していく。

			「い、今の技は……!?」

			　レーナが口をぽかんと開けている。

			　士道は適当な調子で、

			「ただの雷だよ」

			「いやいやいや、普通驚きますから！　も、もしかしてそれ、固有スキルですか!?」

			「よく分かったな」

			「そりゃ、魔法陣も技名発動もなかったですし……スキルだと考えるしかないじゃないですか」

			「――ふむ。固有スキルってのは、そんなすごいのか？」

			「当たり前じゃないですか！」

			　士道は密かに頷いていた。現地の人間が固有スキルに対してどのような認識を持っているのか、知りたかったのだ。これを明かす程度には、士道はレーナを信頼するようになっていた。

			「レーナ、俺の固有スキルについては内緒だぞ」

			「は、はい……隠してるんですか？　どうして？」

			「まあいろいろと事情があってな。……ほら、怒り狂った怪物がお出ましだぞ」

			　疑問符を頭上に浮かべるレーナを横目に、士道の口元が弧を描く。

			　視線の先では、崩落した岩を跳ね飛ばしてヨロイグマが姿を現した。

			　どうやら睡眠の邪魔をしてしまったらしい。

			　憤(ふん)怒(ぬ)の形相で士道たちを睨む巨躯の怪物は、筋肉を鎧(よろい)のように纏い、それをさらに剛毛が覆っている。四肢で大地を踏み締め、唸り声を上げていた。

			「報告通り一体だけですね」

			　士道は剣を中段に構え、レーナは陸上のクラウチングスタートのような姿勢を取った。

			　鋭い鉤(かぎ)爪(づめ)が、地面をザリザリと削る。

			　レーナの雰囲気が変化する。

			　ほんわかとした猫だったものから、飢えた虎のような鋭い殺気が放出された。

			　対するヨロイグマが威嚇するように咆哮を上げる。

			　だが、士道とレーナの二人は臆することなく一歩踏み込んだ。

			　口元に浮かぶのは凄絶な笑み。

			「足を引っ張るなよ」

			「新人が言うセリフじゃないですよね!?」

			　その言葉の直後。

			　二人の人間と一体の魔物が衝突した。

		

	
		
			第13話　蠢(うごめ)く悪魔

			　

			　士道とレーナ。

			　そして相対するヨロイグマ。

			　彼我の距離は十メートル。周囲には木を代表とする障害物が多数。

			　そのなかで、まず動いたのはレーナだった。

			　魔力を流して身体強化と武装強化を行使すると、爆発的な速度でヨロイグマへと肉薄する。

			　ヨロイグマは接近するレーナに向けて足元の岩を荒々しく投げつけるが、レーナは獣人族特有の反射神経を存分に活かし、そのすべてをかわしきった。

			「ふっ！」

			　短い呼気とともに足を踏み込んだレーナが鉤(かぎ)爪(づめ)を振るう。

			　魔力により研ぎ澄まされたその爪はあまりにもあっさりとヨロイグマの剛毛を切り裂いた。

			　だが、浅い。ヨロイグマの強みは剛毛と筋肉の二段の鎧(よろい)があることだ。

			　レーナの鉤(かぎ)爪(づめ)では一息に貫くことはできない。

			　反撃に出たヨロイグマが拳を振り下ろすが、レーナは余裕を持って飛び下がり、回避した。

			　行場を失った拳が地面に直撃し轟(ごう)音(おん)とともに岩が爆散する。

			　速度はあまりないが、凄まじい威力の一撃だった。

			　しかし、その程度で脅えるような軟弱な鍛え方はしていない。

			　士道の口元が弧を描き、攻撃の直後で隙ができたヨロイグマに肉薄する。

			　鋭い踏込みの直後、斜めから袈(け)裟(さ)斬りが放たれた。

			　ヨロイグマが驚きながらも鬱(うつ)陶(とう)しそうに右腕で振り払う。振り払った。そのはずだった。

			　しかし。

			　ヨロイグマの右腕は、くるくると宙を舞っていた。

			　愕然とした様子で目を瞠(みは)ったヨロイグマに、連続して斬(ざん)撃(げき)を放つ。二撃目で左腕を斬り飛ばした。士道が考案した『稲妻』を纏った剣による攻撃を受け、悲鳴のような叫びを上げて、ヨロイグマが後退する。

			　しかし、士道は逃さない。猛(もう)禽(きん)のように襲いかかる。

			『幻影』や『瞬間移動』はともかく、『稲妻』の検証はいまだ不十分なのだ。

			　――戦闘は一瞬にして、決着が迫っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			（やっぱり、すごいですね……）

			　レーナは士道がものの数秒でヨロイグマの両腕を切断したことに驚いていた。

			　士道のレベルは動きから見て、高く見積もっても35程度だろう。

			　レーナのレベルは45。種族差を考慮すれば、身体能力にはかなりの差があるはずだ。

			　だが、レーナはヨロイグマの腕を一瞬で切断することなどできはしない。

			　つまり、士道はそれ以外の要素でレーナを上回っている。

			「…………これが、固有スキルの力ですか」

			　レーナは納得しきれずに首を捻っているが、その推理は的を射ていた。

			　士道は剣に、紫電の光を走らせている。それが切れ味に関係しているのだろうか。

			「……わたしだって！」

			　士道が淡々とヨロイグマを追い詰めるだけの戦場に、レーナが更なる追加攻撃を加えた。

			　数秒後――ヨロイグマの首が飛び、あっさりと依頼は完了する。

			「ここまで強いとは思いませんでしたよ……」

			　レーナはなかば呆れながら、黒衣を纏う少年に声をかける。

			「……これじゃ、足りないんだけどな」

			　しかし、士道は苦々しい表情で呟いた。レーナは首を傾げつつ、帰り支度を始める。

			「なんだか、天気が悪くなってきましたね」

			　レーナは曇天の空を仰ぎながら、嫌そうに言う。

			「……どこか不吉な感じがするな」

			　士道は森の奥を睨むようにしながら、そんな呟きをした。

			　その言葉が真実だったのか、レーナは周囲に蠢(うごめ)く異常を察知し始める。

			「シドーさん、これは……」

			「何だ、この数は……!?」

			　レーナは士道とともに、森からの脱出を急ぐ。

			　しかし、異常事態を証明するように、多くの苦難が帰り道を塞いでいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………わたし、うんざりですよ」

			「俺もだ」

			　街中を歩く士道とレーナは、物凄くどんよりとした雰囲気を醸し出していた。

			「……確かに最近、魔物が増えていたような気はしましたが――いくらなんでも、唐突すぎますし、あの数は絶対におかしい」

			　士道は疲れ切っていた。肩を落とすレーナも同様だろう。

			　その理由は、ヨロイグマ討伐の帰り道で、何十体もの魔物に遭遇したからである。

			（……今朝、玄海さんが葉山の要請で北の遺跡に向かうと言っていたな）

			　もしかすると何か関係があるのか――と、士道は思考を巡らせる。

			「レーナ、何か心当たりはないのか？」

			「……うーん、魔物の活発化自体は一週間前ぐらいからですかね。ただ、今日の数は異常です。しかも、日没から急に数が増えるなんて前例がない。どこかの誰かが魔物を引き連れてきたとしか思えないです。でも、そんなことできるわけないですし……」

			「……ギルドで、何か言われてるかもしれないな」

			「まったく……最近は物騒ですね。一ヶ月前ぐらいにも謎の『光の柱』とかありましたし」

			「……何だそれ？」

			「あれ、知らないんですか？　一月ほど前に、世界各地に五本の『光の柱』が君臨したんですよ。位置はバラバラですが、この辺りにもライン王国王都近くに展開されてました。被害はまったくなくて、魔道学者が原因究明中らしいんですけど……なんか怖いですよね」

			「一月ほど前、ね」

			「はい。あ、話が逸れましたね。急ぎましょう。魔物があそこまで増えてるとなると、下手すれば街に大幅な被害が及ぶ可能性すらあります」

			（……魔物の異常発生、か）

			　レーナが幾分か硬い表情で言う。士道たちは急いで冒険者ギルドへと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　冒険者ギルドのアクラリア支部は、世界に数多ある支部のなかでも大きな方であり、この街に滞在している冒険者をすべて収納することすら可能だ。

			　その大きさゆえに、普段は容易に空席を見つけることが可能だが、今日に限ってそれは叶わないようだった。ぎっしりと、密集する人々。

			　この街に滞在している冒険者のほぼすべてが、このギルド内に集まっている。

			　しかし、それでいて普段のような喧(けん)騒(そう)は微塵も見られなかった。

			　皆一様に重苦しい雰囲気を保っている。

			　なぜか。

			　それは大量発生した魔物への対策会議ということで、急遽の集結となったからである。

			　葉山集は壁際で腕を組み、周囲を観察していた。

			　冒険者の報告が相次ぎ、たったの数時間でこれだけの数の冒険者が集まっている。

			　皆、事態を深刻に見ているようだった。

			「――さて」

			　口を開いたのは、招集をかけた冒険者ギルドのアクラリア支部長だった。

			　セドリック・アークライト。

			　二年ほど前に冒険者ギルド本部より派遣され、支部長に就任した若き俊英だ。

			　金髪を撫でつけ正装をした彼は一見、冒険者とは関わりのない貴族のように見える。

			　それはあながち間違いでもない。

			　しかし、その実態は、貴族にまで成り上がった一流冒険者であった。

			　現場に出ていない今はグラントたちよりも劣るだろうが、当時は麒(き)麟(りん)児(じ)と呼ばれた第一級。

			　優れていた頭脳と貴族になった実績から、支部長に推薦されたのである。

			　セドリックは泰然とした様子で、語る。

			「先ほど、騎士団――第三騎士隊からも報告を受けた」

			「奴らは何と言っていた？」

			　問いかけたのは、筋骨隆々とした肉体を持つ大男。第一級冒険者のグラントだった。

			　彼はいつになく厳しい面持ちである。

			「〝この件は冒険者ギルドに一任する〟……だ、そうだ。それ相応の報酬は払うらしいがな」

			「……呆れましたね」

			　やれやれと首を振るのは、サリウス・マクドネル。

			　こちらも底の知れない第一級冒険者だ。

			　温厚そうな瞳が今は細められ、眼光には侮(ぶ)蔑(べつ)の色が浮かんでいる。

			「こういうとき真っ先に人々を守るべき騎士が、冒険者ギルドにすべてを委ねるとは」

			「まあ仕方のない部分もある」

			　サリウスは当然の批判を放つが、セドリックは嘆(たん)息(そく)しながら、

			「もともとこの街の騎士団は小規模だ。サザルーフ伯爵は外交関係は非常に有能だが、軍事関係はつたない面が目立つ。そして、訓練もまともにしていない衛兵や騎士連中が、この事態に対応できるとも思えない」

			「……それは、あんたにも問題があるんじゃないんかい？　セドリック」

			　苦々しい面持ちでセドリックを責めたのは、腰に短い曲剣を携えた赤髪の女戦士だった。

			〝赤い女豹〟と呼称されるその女は、エレノア・レッドフィールド。

			　豊満な胸と引き締まっていてしなやかな肉体を併せ持ち、野性的な魔道服を着ている第二級冒険者だ。竹を割ったような清々しい性格で、支部長相手でも臆することなく質問する。

		

	
		
			[image: p_179.jpg]
		

	
		
			　対するセドリックは落ち着き払った口調のまま、謝罪の言葉を放った。

			「……そうだな。確かに騎士団の仕事を絞りとった私にも問題がある。依頼を増やしてこの街のギルドを大きくするためだったのだが、今回は裏目に出た。すまない」

			　しかし、誰一人としてセドリックを責める者はいなかった。

			（……セドリックの手腕によって依頼が増えていたことに喜んでいたこいつらが、今さら掌を返して批判なんてできないだろうな。相当な馬鹿じゃない限り）

			　まだ街の事情には疎い集ですら、そう思うのだ。

			　感謝こそすれ、責めることなど何もない。

			　エレノアが苦々しげなのは、その理由からだろう。

			「セドリック、お前は仮にも貴族だろう？　お得意の話術でどうにかならんのか？　さすがにあれだけの数を我々だけで相手をするのは無理がある。そもそも冒険者は集団戦には向いてない」

			「すでに試した。だが……騎士団が戦力に加わったところで、むしろ足手まといになるだけだ。街の警備すらまともにできていない。伯爵にもそう説明されたよ。客観視できているのはいいが、これも自分の責任のうちだというのに、あの人も面の皮が厚いものだ」

			　セドリックは大仰に息を吐く。

			（……フン、さてどうなるか。使える人間が、できるだけ動いてくれればいいんだが）

			　集が思考を巡らせながら辺りを見回すと、それまでの話を黙って聞いていた士道が、飄(ひよう)々(ひよう)とした様子で口を開いた。

			「……事態の原因は分かっているんですか？」

			　その質問にセドリックが驚いたように目を瞠(みは)った。おそらく内容に驚いたのではなく、質問者に驚いたのだろう。

			　ギルドに詰めていた冒険者たちの視線が士道に向けられる。

			　この場ではこれまで第三級冒険者以下の者は一切口を開いていなかった。

			　ランクの低い者に発言権はない、という暗黙の掟があったのである。

			　集ですら空気を読み、沈黙を保っていた。

			　その掟をさらりと破った士道に刺々しい視線が向けられるが、当の本人はどこ吹く風だ。

			　臆するどころか、苦笑して肩をすくめている。

			　その性格が気にくわなかった。大した実力もない奇術師とかいうハズレ職が、冷静で落ち着き払った風格を持っていることが、集の神経を苛立たせている。

			　セドリックは手を組み直しながら、

			「そうだな。すまない、情報を知っている我々だけで話を進めていた。君らにも話すべきだろう。……ところで、見たことがない顔だが、君は？」

			「シドー・カミヤです。冒険者になったのは、昨日だ」

			　周囲から、「例の新人か……」「グラントさんを倒したって奴？」「それはじいさんのほうだろ、こいつは大したことなかったよ」「シュウにあっさりやられた奴だよ」そんな呟きが聞こえる。

			　それを聞き取ったセドリックが笑い、

			「ああ、なるほどね。では、まず情報の共有から始めようか」

			　冒険者たちの会議が、本当の意味で始まるのはこれからだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一方。

			　その頃。

			「あー、くっそ、まだ回復しやがらねぇ」

			　冷たい風が吹き荒れる。

			　アクラリアの北。森林を越えたその先に広がる――遺跡。

			　普段は人気のないその場所では、数多の魔物が忙しなく動き回っている。

			「あのジジィ。次はぶっ殺してやる」

			　神殿らしき建物の中央で悪態をついているのは、褐色の肌に紅い瞳をした人型の生物だった。

			　――悪魔。バーン・ストライク。

			　百年前、世界を破滅に追い込んだ魔王軍の残党。その一人だった。

			　魔王が封印され、魔王軍が壊滅してから長い間、残党たちは水面下に潜み、虎(こ)視(し)眈(たん)々(たん)と機を窺(うかが)っていたが――ここに来て、急に活動を再開している。

			「……本当に、こんな強引なやりかたで大丈夫なのかい？」

			「時間がねえんだ。今日を逃せば、次はいつ瘴(しよう)気(き)が強まるのか分からねえ」

			　蠢(うごめ)く魔物たちを見守るバーンの耳に、少し高い涼やかな声音が届く。

			　そちらに目を向けると、爽(さわ)やかな顔立ちに眼鏡をかけ、灰色の外套を纏った少年がいた。

			　飄(ひよう)々(ひよう)とした雰囲気を纏い、気楽そうに肩をすくめている。

			　――霧崎翔。

			　魔王軍の味方をしている、何を考えているのかよく分からない異世界人。

			　バーンはこの男が嫌いだった。というより、信用できない。

			　女神の手によって異世界から呼び出された使徒だと知っているのだから、当然の帰結だ。

			　バーンに今回の任務を命じたルドルフが彼を信用しているのだから、仕方がない。

			　一緒に任務に就くことを命じられた以上、それに違反するほど馬鹿ではないのだ。

			「おじいさんに気づかれた以上、その来るかも分からない次の機会を待ったほうが安全ではあると思うよ。そのうち、騎士や冒険者が大挙して押し寄せてくる」

			「……ルドルフさんがそうしろって言ったんだ。なら、それに従うしかねえだろ」

			「そりゃそうだろうけどね。というか、傷は大丈夫かい？」

			　ころころと話を変える男だ。掴みどころのない雰囲気に苛々させられる。

			「――チッ。一晩もすれば治るだろ。つか、よく言うぜ。この傷をつけたのもテメェと同じ異世界人なんだけどな？」

			「そんなことを言われても、僕とあのじいさんの共通点は同じ世界の住人ってだけだよ。それだけの関連性で恨まれても困るな」

			　翔はバーンが向けた殺気には反応せず、苦笑を浮かべる。

			　バーンは苛立たしさを腹に抱えながら、魔物たちに命令を続けた。

			　魔物には知能はないが、魔神に創られた性質上、本能的にバーンの指示に従って動いている。

			　バーンはギョロリ、と辺りを見回す。

			　ニーズヘッグやワイバーンなど、何体もの竜種。

			　バジリスクやサイクロプス、ヨロイグマなどの上級魔物。

			　それに、ゴブリンやオークを代表とする下級魔物。

			　不死魔王の瘴(しよう)気(き)を流用して異常発生させた形ではあるが、準備は完了していた。

			　後は事態を察知した冒険者たちの邪魔をさせつつ、儀式の生(いけ)贄(にえ)に使うだけだ。

			「――さて、始めるとするか」

			　バーンは悠然と呟き、口元に弧を描いた。

		

	
		
			第14話　作戦会議

			　

			　現在、この島の北にある遺跡に、大量の魔物が陣取っている。

			　斥候からの情報によると、予想される魔物の総数は五百を超えるらしい。

			　ギルドの規模が大きいアクラリア支部でさえ、常時滞在している冒険者は三百人ほどだ。

			　そこから第八級以下の戦闘初心者を抜けば、二百五十を割るかもしれない。

			　その戦力差で戦闘になれば、厳しいと言わざるを得ない。

			　士道はセドリックからその話を聞き、軽く眉をひそめた。

			「その言い方だと、戦闘になるのは確定なのか？　単に集まってるだけという可能性は？」

			「……残念だが、それは楽観が過ぎるというものだ」

			　断言するセドリックに、冒険者たちがざわめく。

			「魔物を統率しているのは――悪魔だからね。それも、おそらく上位悪魔だ」

			「なっ…………!?」

			「セドリック……？」

			　士道の周囲にいる冒険者たちが絶句する。

			　事情を知っていたらしい上級冒険者たちは、セドリックに視線で問いかけていた。

			　――教えてしまっていいのか、と。

			　――怯えて逃げ出されてしまったらどうする、と。

			　士道は彼らの近くにいたので、その視線の意味は感じ取れた。

			『白い空間』で見た、天使と悪魔の戦闘を思い返す。

			　確かにあれほどの怪物を相手にすると思うと、今にも体が震えそうだ。

			　ある程度の力をつけたからこそ、あの戦闘のおそろしさを理解できるようになっている。

			「……すまないが、何の心の準備もなく、急に遭遇する方が私は怯えると思うよ。そうなれば死人が増えるだけだ。事前に聞かされていた方がまだマシだと私は思う」

			　セドリックは強い口調で彼らに対応しながら、士道に視線を投げた。

			「ゲンカイ・コガは君の仲間だろう？」

			　なぜここで彼の名前が出てくるのか分からなかった。

			　士道は困惑しながら、

			「……そうだけど、まさか、何かあったっていうのか？」

			　後半は鋭く、セドリックを詰問する。

			「彼は依頼の遂行中に悪魔の襲撃を受けたようだ。怪我を負っているから、救護室で治療させている。悪魔がいるという報告も彼から受けた。命に別状はないそうだ」

			「玄海さんが悪魔の襲撃に……」

			「古代遺跡に悪魔が陣取り、何かを画策している。それが何かは分からないが、魔物の異常発生を止めるためには、原因を叩く必要があるだろう」

			　セドリックが落ち着き払った口調で言うと、若き冒険者が怯えながら、

			「そ、そんなもん、簡単に信じられるかよ！」

			「初めは疑ったさ。だが……確かに悪魔の命令もなしに、魔物があれほどまで集まるはずがない。むしろ納得がいったよ」

			「あ、悪魔が本当にいるんだったら……勝てるわけねえだろうか」

			　誰かの呟きで場の雰囲気が硬直する。

			　士道は隣に座るレーナに尋ねた。

			「なあ……悪魔ってのはそんなに恐ろしいもんなのか？」

			「あ、当たり前じゃないですか!?　魔物の上位存在ですよ!?」

			「――正確には、人間の頭脳レベルを持った魔物といったところだろう。魔物と比べて基本的に小型だが、一体一体が恐ろしいほどの力を持つ。かつての魔王軍の主力だからな」

			　話を聞いていたらしいグラントが補足を入れてきた。

			「……街を襲撃するでもなく、いったい何をしようとしているんだ」

			　士道が呟いたそのとき、ギルドの扉が音を鳴らして開かれた。

			　皆の視線が入り口に向く。そこから現れたのは、筋骨隆々とした肉体を持つ白髪の老人。

			　――古賀玄海だった。

			　上半身の半分を包帯で覆っている玄海は、怪我の影響を感じさせない足どりで、士道たちに向けて歩いてくる。

			　その圧倒的な覇(は)気(き)に、荒くれ者の冒険者たちが自然と道を開けた。

			「ゲンカイ！　怪我は平気なのか？」

			　尋ねたのはグラントである。

			　玄海と酒の席で馬が合ったらしいグラントは、非常に心配しているようだった。

			「問題ない。この程度、怪我のうちに入らぬ」

			　不敵な笑みを浮かべる玄海に周囲が圧倒され、どこか安心感を抱く。

			　第二級冒険者のエレノアが、「ちょっといいかい？」と口を挟んだ。

			「あんた、昨日入った新人だってね？　いったいどうやって悪魔から逃げてきたんだい？」

			「ふむ。悪魔に手傷を負わせて、追ってこられないようにしただけじゃよ。周囲に魔物が多すぎて、あれ以上はわしが追い込まれるだけじゃったから撤退した」

			「上位の悪魔に手傷を………？　正気かい、命がいくつあっても足りないよ」

			「玄海の実力なら俺が保証しよう。なにせ、このグラントを倒した男だからな」

			　再び周囲にざわめきが広がった。

			　実力試験を見た者により噂は広がっていたのだが、半信半疑の者が多かったのだろう。

			「……ふうん。それ、本当の話だったのかい。なら頼もしいけどね」

			「ひとつ、いいですか」

			　話に割り込んだのは第四級冒険者――葉山集だ。

			　彼は泰然と壁に背を預け、腕を組んでいる。

			「……あの遺跡は何があるのか――その説明はしないのですか？」

			「……何の話だ？」

			　セドリックは眉をひそめる。集は数秒間、彼を見つめていたが、

			「いえ、何でもないです」

			　そう言って話を打ち切った。集は瞑(めい)目(もく)し、困惑する周囲を無視する。

			（……お前は、何を知っているんだ？）

			　士道は疑問に思いつつ、セドリックに次の指示を促した。

			「では、まず強制依頼という形でギルドから依頼を張り出そう。名前は月並みだが『悪魔撃退戦』。悪いが、初心者以外の冒険者全員に参加してもらうことになる――この街のためにも、よろしく頼むぞ」

			　ギルド支部長たるセドリックが頭を下げた。

			　元平民とはいえ、仮にも貴族が頭を下げたことに周囲は驚きながらも、首(しゆ)肯(こう)した。

			　だが、一部の者は。

			「冗談じゃねえ！　やってられっかよ！」

			　叫んだのは第六級冒険者、ゴルホ。

			　つい先日、玄海が投げ飛ばした男だった。

			　テーブルを叩き、立ち上がったゴルホは、仲間を引き連れてギルドから出ていこうとする。

			　エレノアが鋭い視線で詰問した。

			「本気かい？　強制依頼から逃げ出すには相応の金がいるよ？　街の危機に対応するのは、冒険者の義務でもある。それが出せなきゃ、ギルドカード剥奪だ」

			「はっ！　悪魔に殺されるぐらいなら職を失くしたほうがまだマシに決まってる！　じゃあなテメエら、せいぜい潔(いさぎよ)く死にやがれ！」

			　彼の仲間は少し迷ったようだが、結局ゴルホについていくことを選んだようだった。

			　セドリックは堂々たる姿勢のまま、「別に構わないぞ」と告げた。

			「――戦う覚悟がない者は、今すぐこの場から失せろ」

			　地の底に、響くかのような声音だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　セドリック・アークライトは、周囲を見渡してざっと計算した。

			　

			（だいたい二百人といったところか）

			　あれだけ厳しく告げて、これだけの数が残るなら上々の結果である。

			　覚悟がない者がいても場を掻き乱し、損(そん)耗(もう)を生むだけだ。

			　すでに作戦会議は終了した。

			　一時的に創設された対悪魔クランは、総司令をセドリック。副司令をグラントとしている。

			　それ以下は、クランひとつを隊として、そのリーダーに長を務めさせた。

			　連絡を取りやすくするために、ソロやコンビでの活動を主としている者には、一時的にパーティを組んでもらうことにした。

			　冒険者が急に軍隊のような連携ができるはずもないので、基本的には自分の裁量に任せる部分は大きいが、集団戦になる以上、ある程度の連携は必須だ。

			　敵は倍以上の五百程度だと推定されている。

			　非常に厳しい戦いとなるだろうが、セドリックに勝算はあった。

			　敵は下級の魔物が多く、グラントを代表とした高位冒険者ならば瞬殺が可能だ。

			　サリウスや集の広範囲魔法を上手く活用すれば、おそらく余裕も生まれるだろう。

			　問題は、その魔物たちを統率する悪魔である。

			　古賀玄海の証言からすると、倒すことも不可能ではないと思われるが、その予測が外れるほどの強さを持っていた場合、戦線が崩壊しかねない。

			　会議の結果、明日の昼にこちら側から襲撃を仕掛けることで結論となった。

			　それまで街に魔物が溢れ出さないか不安だが、監視しながら朝を待つしかない。

			　夜目の利かない冒険者側から夜に仕掛けるのは愚者のやることだ。

			　それまで身体を休めるように、と冒険者たちには伝えてある。

			　監視ぐらいは騎士団に働いてもらうことにした。

			　そういった段取りを考えつつ、セドリックは、誰もいないギルドで疲れたように嘆(たん)息(そく)する。

			「……やるしかない、な」

			　セドリックの脳裏に過るのは、第一級たる魔法剣士、グラント・アイブリンガー。

			『高速演算』のスキルを持つ魔術師、サリウス・マクドネル。

			　蛮族出身の美しき女豹にして第二級の精鋭、エレノア・レッドフィールド。

			　第一級を倒したらしい老いた怪物、古賀玄海。

			　たった一ヶ月で第四級にまで登りつめた鬼才の魔術師、葉山集。

			　彼らがいればきっと大丈夫だ。

			　セドリックは不安感を取り除きながら、準備のために立ち上がった。

			　彼にはまだ仕事がある。

			　糧食、金銭、その他諸々の問題を解決するために、サザルーフ伯爵のもとに向かった。

			（……それにしても、シュウは何を言おうとしていたんだ？）

			　セドリックはふと、そんなふうに思った。

		

	
		
			第15話　それぞれの道

			　

			　時間を少し遡る。

			　場所は冒険者ギルド。

			　対策会議の終了後、士道は一時的にパーティを組まなければならなかった。

			　隣にいた猫耳少女がこちらを向く。

			「わたしと組みますか？」

			「そうしよう。玄海さんも」

			「うむ。わしも困っていたところじゃ」

			　ひとまずレーナと玄海を誘う。

			　パーティの最小単位は四人からだ。よって、最低でも残り一人が必要である。

			　足を引っ張るような者とは組みたくない。

			　士道は周囲を見渡して、冒険者を次々と『鑑定』する。

			　そこへ、

			「あたしも入れてくれるかい？」

			　士道に声をかけたのは、第二級冒険者のエレノア・レッドフィールドだった。

			　驚きながらも、士道は「大丈夫です」と首(しゆ)肯(こう)する。

			　むしろ願ったり叶ったりだった。

			　彼女以上の実力を持つ者はそういないだろう。

			「あたしも、前からソロでやっていたもんでね。どうせなら面白い奴らと組みたいと思ったのさ。ねえ、第一級を倒した……ゲンカイさんだったかい？」

			「うむ」

			「よろしく頼むよ」

			　そう言って彼女は微笑んだ。

			　さっぱりとした凛々しい顔立ちが、笑みに彩られる。

			　エレノアとレーナは知り合いのようで、気安い挨拶を交わしていた。

			　周囲を見渡すと、だいたい組み終えたようだった。

			「ちょっと少ないが、この四人でやるしかないみたいだな」

			「わたしたちなら大丈夫ですよ！　でも一応、連携の確認とか、どうします？」

			「明日の朝八時、ここに集合しましょう。付け焼刃でも、いろいろと確認はしておきたい」

			「分かったよ。あたしもそう思ってたところだ」

			「うむ。理解した」

			　士道たちは集合場所を確認すると、その場で解散した。もう夜は更けている。

			　それぞれギルドから出ていき、各々の宿へと戻っていく。

			　明日の戦いに備えて十分な睡眠を取らねばならない。

			　士道はすっかり人通りの消えた大通りを歩いて、宿屋へと向かっていた。

			　星の光を塞ぐ曇天が、頭上に広がっている。

			（しかし、悪魔……か）

			　士道は複雑な心境だった。

			　悪魔は魔神の配下だ。それを倒すことは、女神の味方をすることになる。

			　あの天使の思惑通りに動くのは癪(しやく)に障った。人々を勝手に異世界へと呼び出すような連中の利益になることはしたくない。邪魔をしてやりたいとすら思う。

			（……それでも、街を危険に晒(さら)したいわけじゃない）

			　たったの一日。士道がアクラリアの街で過ごしたのは、ほんの短い間だけど、気の良いドワーフがいて、豪快に笑う冒険者がいて、儚(はかな)く笑う猫獣人の少女がいた。

			　仲良くなって、愛着が湧いた。だから守りたいと思った。そういう想いを胸に抱いた。

			「女神や天使の得になるのは癪(しやく)だが……やるしかないよな」

			　すると、そんな士道の言葉を聞いていたのか、物陰から一人の少年が姿を見せた。

			「……フン、女神様がいなければ、そもそも悪魔に気づくこともできなかったけどな」

			　三白眼に痩せ気味の男は、嘲(ちよう)弄(ろう)するような調子で告げる。

			「…………葉山か」

			　士道は足を止め、鋭(えい)利(り)な視線を投げる。

			　集は壁に背を預けながら、薄気味悪い笑みを浮かべていた。

			「……貴様は何も分かっていない。そして、態度が気にくわない」

			「……お前は何を知っている。なぜ玄海さんを遺跡に向かわせた？　そこに悪魔がいることを知っていたのか？」

			「そこまで正確な情報じゃなかった。僕はただ、『北の遺跡に異常あり』と言われただけだ」

			「誰に？」

			「――女神様だよ」

			　集は大仰に手を広げながら、告げる。

			「玄海さんが手柄を求めているというから、その情報を渡した。そして、遺跡には悪魔がいた。これは女神様が僕らに注意を呼びかけていたんだろう」

			「……突然呼び出して元の居場所を奪い、こんな世界に転移させた女神を、お前はなぜ尊敬している。恨みこそすれ、敬意なんて抱く理由がないはずだが」

			「……貴様の立場からすれば、そうだろうな」

			　目を細めながら、集は告げる。

			　士道は眉をひそめて彼を見やった。集の考えが本当に理解できないのだ。

			　女神とはいえ誘拐犯同然の存在に敬意を抱くなど、意味が分からない。

			　だが、集はなかば洗脳されているように、身振りを加えて話し始めた。

			「……僕は真の意味での使徒だ。ハズレ術師の貴様とは違う」

			　集の瞳を彩るのは崇拝の感情だ。

			　士道は気味悪そうに彼を見やる。

			「……俺たちは奴に会ってすらいないはずだ。それとも、お前は違うのか？」

			「ああ。僕は女神様に会ったよ。『白い空間』に呼び出される前に」

			　士道は懐疑的だった。

			　そんな経験はなかったし、玄海からもそのような話を聞いたことはない。

			　集は訝(いぶか)しげな士道を無視して話を続ける。

			　どこか、熱に浮かされたように。

			「僕は生まれつき、歩くことのできない人間だった。まあ、端的に言えば半身不随かな」

			「……」

			「現実は地獄だったよ。苛つくだけの同情と嘲(ちよう)笑(しよう)に晒(さら)され続けて、僕はただ、まともに生きることすらできずに、無様に死んでいくんだろうなと漠然と思っていた」

			「……だが、今こうしてお前は歩いているだろう」

			「あの方が、僕に足をくれたからな」

			　集は淡々と言った。だが、確かな重みのある言葉だった。

			「……足を動かせるようになった代償として、この世界に呼び出されてるってことか」

			「代償という考え方はしたくない。僕は望んで、女神様の手伝いをしている」

			「――へぇ。良いように操られてるだけにしか見えんがな」

			「だとしても、それで構わない」

			　揺るがぬ意志に支えられた、強い声音だった。

			　女神をただ盲信しているわけではないらしい。覚悟はすでにしているのだろう。

			　それほどまでに、女神の祝福は彼にとって救いとなったのか。

			　ただ利用されているだけの存在になっていたとしても、救われた事実は変わらない。

			　その理由だけは、士道には否定できなかった。

			「僕はこの恩を絶対に忘れない。女神様のために生き、女神様のために死ぬ」

			「……そりゃ大層なことだ」

			「……まあ、貴様から見ると恨みの対象だということは分かる」

			　集は肩をすくめながら、

			「とはいえ女神様は、世界を滅ぼそうとする魔王軍の手から、世界を救おうとしている。今回だって悪魔の手から街を救おうとしてくれている。協力こそすれ、敵対する理由はないだろう」

			「その情報が正しいという根拠はどこにある？　俺は天使から一方的に説明を受けただけだ。虚偽が混じっていてもおかしくない。今回の話だって、裏で何を考えてるかも分からない。そもそも、本当は世界を滅ぼそうとしているのが女神だったら、どうするつもりだ？」

			「……」

			「実際のところ、どうなのかなんて知らない。お前はもう少し事情に明るいのかもしれないけどな。俺は俺が護りたいもののために動く。今回はそれが結果的に女神の利益になるかもしれない。――ただ、それだけの話だ」

			「……これは誤算だったよ、ハズレ術師。僕と君では立ち位置が違いすぎて話にならない」

			「……その通りだな。俺は今でも、奴をただの大量誘拐犯だとしか思ってない」

			「フン」

			　集は鼻を鳴らすと、士道に背を向けた。

			「まあいい。貴様のような雑魚(ざこ)に、わざわざ構ったのが間違いだった」

			「一つだけ教えておく」

			　士道の双(そう)眸(ぼう)に冷徹な眼光が宿る。集は足を止めてこちらを一(いち)瞥(べつ)した。

			「女神の意思だろうが何だろうが――俺の、邪魔をするな」

			　士道は超然とした覇(は)気(き)を纏って告げると、集に背を向ける。二人の転移者は道を違えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　建物の屋上では玄海がその光景を静かに見下ろしていた。

			　穏やかそうな瞳をしていて、口元には好々爺然とした苦笑を浮かべている。

			「……若いのぉ。愚直なまでに真っ直ぐで、この世の汚い部分をまるで知らない顔じゃな」

			　だからこそ、死なせたくない。

			　これから先の未来を紡ぐ者たちを、こんなところで潰えさせはしない。

			　犠牲など老いたこの身ひとつで十分なのだ。

			　此度の戦いはきっと厳しいものになるだろう。

			　玄海が遭遇した悪魔は強く、固有スキルを解放して抗うので精一杯だった。

			　手傷を負わせたのは、まぐれに過ぎない。

			　おそらく第一級ですら相手にならない、そのレベルの怪物。

			　それが上位悪魔、バーン・ストライクだった。

			　――それでも、勝つべき理由がある。

			　街に住む民草を護るために。自分の夢を叶えるために。未来ある若者のために。

			　玄海の胸中では、さまざまな理由が混ざり合ってひとつの強固な信念を生み出していた。

			「さて、気になるのは――あの少年か」

			　玄海は北方を睨みながら、呟く。戦いの足音は刻一刻と迫っていた。

		

	
		
			第16話　戦争

			　

			　冷たい雨が降り続いていた。

			　どんよりとした雨雲は雷をともない、不安を駆り立てるように荒れた空模様だった。

			　空一面を埋め尽くす雲には一筋の光明すらなく、どこか重苦しい。

			「…………くそ」

			　身体をつたう水滴が、少しずつ体温を奪っていく。

			　士道は舌打ちしながら、それらを振り払った。

			「……こういうときに限って、雨が降る」

			「そういうもんさ。諦めな」

			　淡々と応答したのは、赤髪をたなびかせる美しい女性だった。

			　エレノアは嘆(たん)息(そく)しながら、

			「しかし、この四人。見事なまでに前衛大集合だったわけね。なんてバランスの悪い」

			「まあ、これはこれで逆にやりやすい。後ろに気を使う必要もないですし」

			　士道はうんざりして、ため息をつく。足が滑って、やりにくい。

			　玄海は平然としていたが、レーナは気が重そうに、猫耳をぺたりとさせていた。

			　士道は念のため、エレノアを『鑑定』していた。

			　

			エレノア・レッドフィールド：女：24歳

			　レベル：62

			　種族：人族

			　天職：双剣士

			　スキル：蛮族

			　　　　：野生の本能

			　

			（……まあ玄海さんの例を見れば、レベルを基準に考えすぎても駄目だろうけど）

			　ステータスやレベルは、あくまで参考になるだけだ。

			　戦闘技術については何も書かれていないし、スキルによって大きく強さも変わる。

			「士道。少しいいか」

			　そんなことを考えていると、玄海が小声で話しかけてきた。

			「何ですか？」

			「言うまでもなかろうが……悪魔には気をつけろ。奴はおそらく、異世界人を積極的に狙ってくる。まともに戦おうとは考えないほうがいい」

			　玄海はいつになく真剣な声音だった。

			「わしは固有スキルを使って何とかしたが……本来なら、勝てる相手ではなかった」

			「玄海さんが固有スキルを……？」

			　士道は玄海が固有スキルを発動したところを見たことがない。

			　正確には、使わざるを得ないほど追い詰められた場面を見たことがないのだ。

			　だというのに――上位悪魔とは、それほどの相手なのか。

			「いい機会じゃ、教えておこう。わしの固有スキルは『生命回帰』という」

			「…………それは、どういう効果ですか？」

			「この老いた体が一時的に全盛期の肉体に若返る。もちろん魔力を大幅に消費するから、だいだい十分が限界といったところじゃな」

			「へぇ……」

			　士道は目を瞠(みは)った。

			　それが本当ならば、普段ですらグラントを倒すほどの強さを持つ玄海が、『生命回帰』を使って全盛期の能力を発揮しても、上位悪魔には及ばないというわけだ。

			「奴には『鑑定』が弾かれた。辛うじて確認できたのは名前と、レベルだけじゃ」

			「……弾かれる？」

			「どうやらステータスとやらは女神が創ったシステムのようでな。敵対する魔神側は対策を練っておるらしい。名前は、『白い空間』で名乗っていたから知っておろう」

			「……あいつなのか」

			「うむ。そして、奴のレベルは１００を超えている。はっきり言って桁違いじゃ」

			「なっ…………!?」

			　士道は絶句した。それは、想像すらできない領域だった。

			「レベルオーバー、領域外。奴は自分でそう言っておったよ。レベル１００越えは、巷ではそう呼称されるらしい。世界でも十数人いるかいないか、だそうじゃが」

			　レベルオーバー。その名の通り、領域外の怪物。

			「……それでも、やるべきことは変わらないか」

			　士道は玄海の話を聞いてなお、双(そう)眸(ぼう)に鋭(えい)利(り)な眼光を宿らせた。

			　あくまで冷静で静(せい)謐(ひつ)な雰囲気を携えたまま、戦いへの覚悟を決める。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しとしとと降り続いていた雨が、少しだけその勢いを弱める。

			　それと同時に、冒険者たちによる遺跡を襲撃し、悪魔を撃退する作戦は開始された。

			　冒険者が出払っている間の街は、騎士団が総出で護るらしい。

			　とはいえ、まずは異常発生した魔物の群れを潜り抜けて、遺跡へ向かう必要がある。

			「――右、オーガが来ます」

			「あたしがやる。足を止めるなよ」

			　士道たち四人は、凄まじい速度で森林を疾駆していた。

			　サバイバル生活の経験から、手慣れた様子で木々を利用する士道と玄海。

			　獣人特有の優れた身体能力を活かしながら、猛然と突き進むレーナ。

			　スキル『野生の本能』で森林を完全把(は)握(あく)し、四肢を使って駆けるエレノア。

			　皆同様にパーティ単位で動き、森林を潜り抜けようとしているはずだ。

			「……魔物は多いが、昨日ほどじゃないな。遺跡に集中させているのか？」

			「たぶん、そうですよね。瘴(しよう)気(き)自体はむしろ強まっていますし」

			　レーナの言う瘴(しよう)気(き)とは、要するに『悪い魔素』のことらしい。

			　魔素と同様に空気中を滞留しているのだが、そこにいるだけで人体に悪影響を与え、悪魔や魔物にとっては、魔素よりも吸収しやすい魔力源だという。

			　魔物異常発生の原因は、おそらく上位悪魔が放っている瘴(しよう)気(き)だと考えられていた。

			「そろそろ遺跡が近い。様子が見たいな」

			「お、そこに手頃な木があるよ。登らないかい？」

			　士道たちは遺跡付近の森林で一番高い木に登った。

			　高所より、魔物の軍勢の姿を捉える。桁違いの数だった。

			「なるほど、確かに五百ぐらいはいるな。うじゃうじゃと、蟻(あり)のようだ」

			「もう少し下級の魔物が多いかと思ってましたが、竜種まで何体かいますね……」

			「バジリスクやニーズヘッグまでいるな。ずいぶんと、鬱(うつ)陶(とう)しそうなのばかりだ」

			「……わたし、逃げたくなってきましたよ」

			　猫耳をぴくぴく揺らすレーナの瞳に、わずかな恐怖の色が宿る。

			　会議のときはイメージが難しかったが、実際の敵を眺めて怖気づいたのだろう。

			　士道は優しくレーナの髪を撫でた。ついでに猫耳も触る。

			「安心しろ」

			「シドーさん？」

			「もしものときは、俺がお前を助けてやる」

			「え、あ……ありがとう、ございます」

			　士道の言葉によって恐怖が薄らいだのか、レーナは気持ち良さそうに目を細める。

			　エレノアはニヤニヤとしながら、

			「何だい、見せつけてくれちゃって」

			「そうかね。ちょっと励ましてるだけだ。レーナは怖がりだからな」

			「み、見せつけてません！　怖がりでもないです！」

			　ようやく人前でやることではないと、正気に戻るレーナ。

			　冷静に対応する士道とは対照的に、頬を紅色に染めながら反論する。

			　ちなみに玄海はひたすらに温かい目で見守っていた。

			　エレノアは呆れたように、

			「だいたい、レーナは新人に諭されてたらおしまいだからね」

			「…………はっ!?　確かにそうでした！　わたしは先輩、頑張ります！」

			　よし、と小さくガッツポーズしてレーナが奮起する。

			「それより、悪魔が見当たらないな。神殿の内部か？」

			「悪魔は人型ですし、小さいから見えないってだけかもしれませんけど……」

			　レーナは小鳥のように首を傾げる。

			　士道は周囲の足音を確認しながら呟いた。

			「そろそろ始まるかね」

			「はい。だいたい集まってきました」

			「腕が鳴るねえ。これだけの数、そうそうお目にかかれるものじゃないし」

			「うむ。できる限りは貢献して見せよう」

			　エレノアは嬉々として笑う。玄海も気合十分だった。

			　ちなみに、この緊急依頼は出来高制だ。

			　魔物の強さと数ごとにランク分けされ、その討伐数に応じて報酬が上がる。

			　名声を求める玄海にはもってこいのシステムだ。

			「……さて」

			　士道も気を引き締め直した。

			「しかし、あの魔物たちはあそこで何をやっているんだ？」

			　士道の視線の先には、神殿のような建造物の前に広がる空白地帯。

			　そこでは何体かの魔物が、不思議な踊りをしていた。

			　その他大勢の魔物はその中央に向けて、祈るような格好で佇(たたず)んでいる。

			「あたしにも分からないな……戦闘前の祭りか何かかい？」

			「……そもそも魔物にそんな知能があるとは思えない。悪魔の命令と考えるのが妥当か」

			「……魔法？　いや、魔力が感じ取れないしねえ。そもそも魔法は魔法陣を描かないと成り立たない。あんな踊りじゃどうにもならないだろうよ」

			　士道が考え込んでいると、周囲のパーティから合図が回ってきた。

			「お手並み拝見だな」

			　士道たち四人のパーティは、最初は高みの見物だった。

			　なぜなら。

			　魔物の軍勢に向けて、幾重にも大規模魔法が展開されたからだ。

			　魔物たちがそれに気づき、悲鳴とも分からない叫び声を上げる。

			　だが、すでに遅い。

			　脳を揺らすほどの爆音が炸(さく)裂(れつ)して、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地獄が巻き起こる。

			　地形すら歪(ゆが)む攻撃魔法の群れだった。舞い上がった砂煙が周囲一帯を支配する。

			　士道はおお、と目を輝かせた。

			「こりゃすごいもんだ。これが魔法か」

			「……へー。シドーさんも子供みたいなところがあるんですね」

			　レーナが興味深そうに言う。エレノアは笑いながら、

			「ひとまず第一段階は完了ってところだね」

			「うむ。百は減ったか？」

			　セドリックが立てた作戦の第一段階。

			　全魔術師を使った、遠距離攻撃魔法による一斉攻撃である。

			　サリウスや集を代表とする高位の魔術師による広範囲魔法の威力は尋常ではなく、魔物の軍勢に甚大な被害をもたらしていた。

			　魔物が狼(ろう)狽(ばい)している間に、魔術師たちはもう一度攻撃魔法の準備をする。

			　もう隠れる意味はなく、堂々と姿を晒(さら)して魔力を練り込んでいた。

			　魔物たちの視線が、ギョロリとそちらに向けられる。

			「――まだじゃ、エレノア。少し待て」

			　はやく戦いたいと逸るエレノアに、玄海が釘を刺した。

			　戦士勢が突っ込んで混戦になると、不用意に広範囲の魔法は使えなくなってしまう。

			　怒り狂う魔物が魔術師たちに向かって駆け出すなか、彼らは冷静に魔法陣を展開していた。

			　二度目の魔法が、魔物の軍勢へと飛んでいく。

			　だが。

			　魔物全体を囲うように、莫大な魔力によって練られた障壁が展開される。

			　薄く青いそれは、魔法によってつくられた壁。その大きさに士道は絶句する。

			　直後、障壁に攻撃魔法の群れが次々と炸(さく)裂(れつ)した。

			「――消えろっ!!」

			　集の連撃により破ることはできたが、魔物に被害が及ぶことはなかった。

			　間違いない。バーン・ストライクが動いたのだ。

			「どんな怪物だよ……」

			「ここは戦場。あたしたちの思い通りにならないことなんてたくさんある」

			　エレノアが曲剣を鞘(さや)から抜きながら、嬉々として言う。

			　彼女は獰(どう)猛(もう)な笑みを浮かべると、

			「さあ、あたしたちも行くよ！」

			　猛獣のように、森林から遺跡周辺の草原へと飛び出した。

			　士道も一歩遅れて彼女に続く。漆黒の外套をたなびかせ、疾駆する。

			　周囲をぐるりと見渡せば、何十ものパーティが一斉に駆け出していた。

			　慌てていた魔物たちが、ようやく戦いの姿勢を見せる。

			　バーンに邪魔されたとはいえ、奇襲の成果は上々。

			　他の冒険者パーティと同様に、魔物の群れを貫くように士道たちも突撃した。

			　――冒険者と魔物の戦争が始まる。

		

	
		
			第17話　葉山集と悪魔

			　

			　小雨を斬り裂くように剣閃が唸る。

			　グラント・アイブリンガーは、雑魚(ざこ)を次々と踏み越えて遺跡中央へと向かっていた。

			　疾駆する片手間で剣を滑らせ、的確に魔物を殺す。

			　ちらりと横を見やると、サリウスが似たような様子で追随していた。

			　グラントはニヤリと笑みを浮かべ、

			「ハハハ！　サリウス！　考えることは一緒なようだな！」

			「ニーズヘッグやバジリスク……強い魔物があの建物に集中している。あれは私たち第一級でないと、まともに相手にすることはできないと思っただけですよ」

			　グラントたちの後方では、第二級や第三級の精鋭たちが必死で追いすがってきている。

			　ゴブリンなどの雑魚(ざこ)は下級冒険者たちに任せ、精鋭揃いで中央を突破していく。

			　元第一級とはいえ、セドリックはリーダーなので後方で指揮を取っているが。

			「……フン、悪魔はどこにいる？」

			　得意の火魔法を発動しながら、呟いたのは葉山集だった。

			　苛立たしげに辺りを見回している。

			　グラントは少しばかり焦りが見える集に、冷静な声音で告げた。

			「功を焦るとろくなことにはならんぞ、シュウ。戦闘は慎重にやれ」

			「……違います。僕は――――」

			　集はその言葉を噛みつくように否定し、言葉を切って舌打ちした。

			　グラントは眉をひそめる。

			　普段はもっと落ち着いていて、的確に魔法を操れる優秀な魔術師だったはずだ。

			　だというのに、どうにも今日は様子がおかしい。

			　だが、ゆっくりと原因を探っている余裕はなかった。

			　グラントは目の前の敵に集中し、的確に斬りすてていく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――すべては、恩義ある女神のために。

			　女神が悪魔の所在を知らせてきたということは、集に倒せと言っているのだ。そうに決まっている。おそらく集は今、試されているのだ。――女神の手駒として、使えるかどうかを。

			　だから集は焦っていた。

			　バーン・ストライクは自分が倒すのだと、興奮していた。

			　試しに向かわせた玄海でも手傷を負わせることができた相手だ。

			　本気で戦えば、集でも倒すことはできるだろう。

			　隣で戦うグラントは怪(け)訝(げん)そうな顔をしたが、それ以上何かを言うことはなかった。

			　そこで、襲いかかってきたのは、巨大な肉体と雄々しき翼を持つ怪物。

			　何体ものワイバーンが、集たちを威嚇するように雄叫びを上げた。

			　いっそう表情を引き締めたサリウスが、グラントたちに警告する。

			「――来ますよ、まずは目の前の戦いに集中しなさい！」

			　精鋭揃いの高位冒険者たちに、竜種の群れが牙を剥く。

			　最初に動いたのは集だった。

			　目つきの悪い三白眼をギラギラと輝かせながら、

			「…………〝煉(れん)獄(ごく)〟!!」

			　術式構築、魔力充填、魔法陣展開――その三段階を踏まえて魔法が行使される。

			　集の手より放たれたのは、上級に分類される火属性魔法。

			　その名の通り、煉(れん)獄(ごく)より生まれた火炎のようなおぞましい炎の渦が展開される。

			　ゆらめく火炎は多方面から、ワイバーンの一体を包み込んだ。
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			「……収斂しろ」

			　集は呟くと同時に、魔力を操作して術式効果の条件を狭める。

			　炎を小さく収束させた。

			　その分だけ濃密になった炎がワイバーンを容赦なく焼き尽くしていく。

			　多大な魔力を消費しながらも、集は竜種のうちの一体を討伐することに成功した。

			（よし…………少なくとも老竜じゃないか）

			　竜種は基本的に歳を重ねるほど強くなる。

			　集は何体か討伐経験があるが、今の手応えからすると大人に成り立てのドラゴンだろう。

			　残りの竜種は六体。

			　老竜ではなさそうだが、ファイアドレイクやニーズヘッグなど手強い魔物ばかりだ。

			　ニーズヘッグが振るった爪の一撃を弾き返したグラントが、集に向けて叫ぶ。

			「突出しすぎるな！　魔術師ならもっと後退しろ！」

			「……！　了解です」

			　サリウスがこちらを一(いち)瞥(べつ)するが、集はオーガの接近に気づき、無視する。

			　思い切り跳躍して、場所を移動した。

			　同じ場所に留まっていては、魔物が押し寄せてくる。

			　魔物などを相手にしている場合ではない。ならば、道を切り開くのみ。

			　集は次々と休む間もなく術式を構築し、大魔法を展開する。

			「〝獄炎〟！　――〝火竜砲〟ッッ!!」

			　滅多打ちにされたニーズヘッグが、ダメージを受けて咆哮する。

			　集は嗜(し)虐(ぎやく)的(てき)な笑みを浮かべた。

			　自身の魔法を前に、次々と倒れ伏していくドラゴンたちを見て慢心する。

			　増長している。何となくそれを自覚していて、しかし集は足を止めなかった。

			「……見てますか、女神様。僕が、悪魔を倒す……!!」

			　集は竜種のヘイトを集め続けて湯水のように魔力を消費しているが、サリウスの再三にわたる注意を無視して、魔法を行使し続ける。

			　

			　そのとき。

			　怒り狂うワイバーンの背中に、一人の青年が降り立った。

			　それは、不敵に笑いながら言葉を放つ。

			「――テメェ、異世界人だな」

			　彼は銀髪を短く切り揃えており、褐色の肌に紅い瞳を持つ男だった。

			　背中には黒い翼を生やしている。

			　人型の生物。紅い瞳。黒い翼。禍(まが)々(まが)しい魔力。――すなわち、悪魔。

			　それも『白い空間』で転移者を襲い、上位悪魔を名乗った男、バーン・ストライクだ。

			　集は恐怖を紛らわすように笑みを浮かべた。

			　対して、爛々と瞳を輝かせる悪魔は、残り四体にまで減っていた竜種に向けて告げた。

			「こいつは俺がやる。テメェらはそこにいる連中を相手してろ」

			　怒り狂う竜種たちは唸り声を上げたが、命令には逆らえないらしい。

			　グラントたち――精鋭冒険者たちを相手取るように立ち回り始めた。

			　サリウスのパーティメンバーが集のもとへ向かおうとするのが見えたが、それは許さないとばかりに、バジリスクが道を塞いでしまう。

			　サリウスが、真剣な声音で叫んだ。

			「シュウ！　気をつけ――」

			　しかし、魔物の総攻撃による爆音が轟き、前半部分しか集には届かなかった。

			　雨後の筍(たけのこ)のように湧いてくる魔物たちは、一定の距離を保って集に近づこうとしない。

			「……バーン・ストライクだったか？」

			「おう。上位悪魔のバーン・ストライクだ。テメェをぶっ殺す男の名だよ」

			「……フン、ひとつ、聞きたいことがある」

			「いいぜ。俺は心が広い悪魔だからな。何だって答えてやるよ」

			　バーンはそう言って、カッカッカと高笑いをする。

			　こうしている間にも魔物と冒険者の戦争は続いている。

			　中央で対話をしている二人は、上空から見下ろせば台風の目のように見えるかもしれない。

			（……まずは情報を引き出す。そして殺す）

			　人殺しへの忌避感がないのは、覚悟があるからではない。

			　集は、悪魔を人間だと認識していなかった。

			「貴様らはここで何をしている？」

			「儀式だよ。そのぐらい、見りゃ分かるだろ」

			「……儀式、だと？」

			　集が眉をひそめると、バーンは意外そうな顔をしながら、

			「――へぇ、まあ百年も経ってるし、知らされてなくても無理はねえか」

			「……何を言っている？」

			「この遺跡が、何のための建物だったのか……そのぐらいは調べておけよ」

			「いい加減にしろ。何が言いたい？」

			「おっとおっと、こりゃいけねえ。この俺としたことが率直に答えられねえとはな」

			　知ったように語るバーンを、集は睨みつけながら問いただす。

			　バーンは顎(あご)に手を当てると、

			「ここは、封印の祭壇だよ。強大な力を抑え込むために、これだけの施設が必要だった」

			　そして、淡々と言った。

			「ここに封印されているのは、魔王様だよ」

			　――言葉の意味が、理解できなかった。

		

	
		
			第18話　祭壇

			　

			　集の脳内に激震が走った。

			　何秒か経つまで、言葉の意味がまるで分からなかった。

			　魔王。そして、この遺跡は、その存在を封印するための祭壇。

			　百年前の戦争を終わらせた古代遺跡。

			（……なぜそんなに重要なことを、セドリックですら知らなかったんだ？）

			　集は冒険者ギルドでの会話を思い返す。

			　仮にも貴族の一員だというのに、魔王の封印など一切知らないかのような口ぶりだった。

			（……国の上層部、一部の人間しか知らないとか、そういう感じだろうか）

			　集は思考を巡らせ、落ち着きを取り戻していく。

			『白い空間』に行き着く前に女神と遭遇している集は、そのときの会話により、他の転移者よりも魔神側に関する情報を多く手にしていた。

			（……魔王。単体で一国を滅ぼすとも云われる桁違いの怪物）

			　魔神の直接の配下である『三大魔王』。

			　彼らは百年前の戦争にて勇者や英雄に敗北し、撃滅や封印をされている。

			　つまり――確かに、封印された魔王がいるとは聞いていたのだ。

			　いずれ封印が弱まり、破られる日が来るだろう、とも。

			「…………そんなものが、どうしてこんな辺境に……」

			「知るかよ。つーか、テメェ、女神の命令で俺を殺しに来たんじゃねえのか？」

			「だとしたら、何だ？」

			「ハッ、何も知らされてねえのに、命令には従うのか。そりゃ思わず同情しちまうぐらい哀れだな。女神の掌の上で踊らされてる」

			「僕はそれで構わない」

			　集は鬼気迫る形相で、バーンを睨みつける。

			「僕は、女神様に恩を返したいだけだ。あの方が善人だろうと悪人だろうと、興味はない」

			「……面白ぇ発言だな」

			「……そもそも、そういうお前は魔神の駒じゃないのか。世界滅亡を企む」

			「……まさかとは思うが、洗脳されてんじゃねえだろうな。そんなもん女神の嘘に決まってんだろ。俺たちが世界を滅ぼして、その先にいったい何が残るってんだ？」

			「だが、現に貴様は魔王を復活させようとしている」

			「そりゃ、こっちにだって目的があるからな。俺は魔王様を復活させなきゃならねえ。テメエらは魔物の異常発生を止めなきゃならねえ。どっちにも譲れねえ理由がある。だったら、命懸けで戦って、最後に立ってた奴が勝ちで、目的を果たせる。――実にシンプルで面白いだろ？」

			「実に野蛮で悪魔らしい考えだな。……何にせよ、やることは変わらない。僕は貴様を討つ」

			　集はうんざりしたとばかりに、純白の外套をひるがえす。

			　長めの黒髪が風で靡き、雨により付着していた水滴を振り払った。

			　バーンは戦いを楽しむように獰(どう)猛(もう)な笑みを浮かべ、

			「彼我の実力差も見抜けねえ雑魚(ざこ)が。いいぜ、来いよ」

			「――っ、舐めるな……！」

			　集は魔力を練りこみながら、周囲の状況を確認する。

			　どうやら戦場は冒険者優勢のようだった。

			　知能の低い魔物たちは、セドリックの策に嵌まり、追い詰められている。

			　だというのに、なぜバーンは焦っていないのだろうか。

			　何か隠し玉があるのか。

			　それとも。

			「……」

			　再び強くなってきた雨に打たれて少し冷静さを取り戻す。

			集は、いまさらバーンに向けて『鑑定』を行使する。

			そんな初歩的なことも忘れていたのかと、ようやく自分の焦りを自覚する。

			　だが。

			「――なっ!?」

			　転移者相手のときと同じような感覚を受ける。弾かれたのだ。女神によると、『鑑定』を持っている者には弾かれるとは聞いていたが――バーンも使えるということか。

			「……『鑑定』か？　受けるかよ、そんなもん。そもそもステータスの『システム』を構築したのは女神だってのに、俺らが対策を練らねえとでも思ってんのか。何も知らねえ女神の使徒さんよ。いや、テメェの場合、使徒かどうかすら疑わしいな」

			「くそっ……!?」

			　バーンの安い挑発。

			　集は悪態をつきながら、苛烈な眼光を向けた。

			　濃密な魔力が噴出する。

			　業を煮やした集は、全力で魔法を展開した。

			「〝火竜砲〟!!」

			　集の手から放たれた炎は、とぐろを巻く竜のようになってバーンに襲いかかる。

			　これまでとは違う規模と熱量。使っている魔法は同じだが、明らかに威力が違った。

			　草木を一瞬で灰にしながら、バーンへと迫る。

			　おそるべき熱量を内包する竜が、噛みつかんとばかりに大口を開いた。

			　轟!!　と、炎が唸りを上げる。

			　コキコキと首を鳴らすバーンは、避ける素振りすら見せなかった。

			　莫大な炎の渦にバーンが取り込まれる。

			　それを見て勝利を確信し、哄笑を上げた集は、追い打ちとばかりに魔法を次々に叩き込んだ。

			　ブオッ!!　と砂煙が巻き上がる。

			　集の手には確かな手応えがあった。明らかな全弾命中。

			　これでバーンが生きているはずがない。

			　女神の信頼に応えることができたはずだ。少しは恩を返せただろうか。

			　集は嬉しくてたまらないとばかりに、声を上げる。

			「……これが、僕の固有スキル『火精の恩恵』だ！　火魔法の、圧倒的な効果増幅。火術師の天職と組み合わさると、これだけの威力に変わる。と言っても、聞こえちゃいない――――」

			「――終わりか？」

			　轟!!　と風の音が響き渡る。

			　砂煙が取り払われた先に佇(たたず)んでいたのは、上位悪魔バーン・ストライク。

			　彼の身体に傷はない。何一つとして、傷はない。

			　無傷。

			「おいおい」

			　絶句して立ち尽くす集に、バーンはつまらなそうに死の宣告を言い放った。

			「――せめて、十秒は持ってくれよ？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ノーランド・サザルーフは、執務室で仕事に追われていた。

			　白く薄い頭髪に人の良さそうな顔立ち。恰幅の良い肉体は、一日で痩せ細りそうだった。

			　ノーランドは疲れきってため息をつく。

			「まだか…………」

			　人を待っていた。

			　悪魔出現の報を受けてから半日。そろそろ到着してもおかしくはない。

			　部屋の隅に控えていた執事が、恭(うやうや)しく応答した。

			「連絡はありません。突然のことですゆえ、もう少しかかるかと」

			「……くそ、悪魔風情が。どうやって嗅ぎつけた。なぜ今日、封印が弱まると分かったのだ」

			　ノーランドは険しい形相で虚空を睨んだ。

			　情報隠蔽は完璧だったはずだ。

			　あの遺跡が魔王を封印した祭壇であることすら、知っている者は少ない。

			　だというのに、封印に関する情報など、いったいどうやって漏れた。

			　確かに今日ならば、儀式さえこなせば封印を強引に破れるかもしれない。

			　どうする――と、悩み抜いても答えは出ない。

			「ええい、戦況はどうなっとる？」

			「今のところは優勢なようです。セドリック様が上手くやっているようで」

			「……そうか。このまま何事もなければいいんだが」

			　だが相手は上位悪魔だ。決して侮(あなど)ってはならない。

			　百年前、魔神の配下として圧倒的少数で人類を追い詰めた怪物。

			「騎士団に、よりいっそうの警戒を呼びかけろ。もしかすると別働隊が街を襲うかもしれん」

			「分かりました」

			　魔王が復活すれば、一国が壊滅する可能性すらある。

			　だが、祭壇は百年もの間、何事もなく、ノーランドは油断していた。

			　交易関係の仕事で忙しく、軍事にはあまり力を入れることはできていなかった。

			　そのツケを支払うときがやってきたのだろうか。

			「……しかし、冒険者と交戦しているのが上位悪魔が一体のみというのが気になるな。あるいは、偶然……いや、封印が弱まるというのが不確定な情報だったから、一体を差し向ける程度が限界だったのか……？」

			　ノーランドはぶつぶつと呟き、頭を抱える。

			「……くそ、奴さえ来れば一安心なんだが……」

			　呻きながらも、緊急の書類に書き込みを続けていた。

			「――頼む、冒険者たちよ。どうにか乗り切ってくれ」

			　貴族だ伯爵だと言っても、ノーランドにできることは書類作成ぐらいである。

			　自分の無力さを痛感しながら、祈るような気持ちで必死に働いていた。

		

	
		
			第19話　無双する

			　

			　レーナ・ランズウィックは焦(しよう)燥(そう)を浮かべていた。

			　高速で鉤(かぎ)爪(づめ)を振るいながら、どうにか戦場を疾駆していく。

			（対処しきれない……っ！　魔物の数が多すぎる！）

			　ワイバーンの強襲により、士道、玄海、エレノアとは分断させられた。

			　単独で戦い続けるレーナは、無意識のうちに戦場の中心付近にやってきていた。

			（――どうして、わたしばっかり狙ってくるんですか!?）

			　遺跡前で不思議な踊りを続けている妙な魔物たちに近づいたレーナに、その周囲の魔物たちがおそろしい形相で襲いかかってきたのだ。レーナを囲んで、数で押し潰すように。

			　魔物は基本的に、戦術を考えるほど高度な知能は持っていない。

			　だというのにレーナに対して集中的に戦力が向けられていた。

			　冷や汗が頬を滑る。

			　おそらく魔物たちは、あの儀式を守るために戦っている。

			　そういうふうに命令されているのだ。

			　悪魔の脅威を舐めていたのかもしれない。

			　たった一人の悪魔のせいで、魔物はここまで変質する。

			（まずい、です…………！）

			　このままではレーナは死ぬ。

			　冒険者としての勘が、その事実を端的に告げている。

			　それを認めたくなくて、レーナは必死で鉤(かぎ)爪(づめ)を振るう。

			　迫るツノガメを跳躍して回避するが、着地地点にゴブリンの群れが集まっていた。

			　唸り声を上げながら、鉤(かぎ)爪(づめ)を振るう。血しぶきが舞い上がった。

			　しかし、ゴブリンの棍棒が次々とレーナに直撃し、ふらついたところをヨロイグマの拳に吹き飛ばされそうになり、紙一重でそれをかわしたものの、襲来したオーガに殴られた。

			　鬼気迫る様子で襲い来る、魔物の群れ。

			　あの儀式はそこまでの急所だったのだろうか、とレーナは自問する。

			　揺れる視界にニーズヘッグが映った。

			　ついに竜種までもが、レーナを殺しにやってきたのだ。

			　死の足音が響く。

			（死に……たく、ない…………っ！）

			　その思いを胸に秘めて必死で立ち上がろうとするが、激痛の影響で立つことができない。

			　オーガの攻撃を受けたときに足を痛めたのだ。

			「そ、んな…………」

			　レーナの瞳に諦(てい)念(ねん)が見え始める。涙がポロポロと零れた。

			　ニーズヘッグは鋭い牙をギラギラと輝かせながらレーナに近づいてくる。

			　一歩。また一歩。

			　レーナは足を引きずるようにして後退するが、無駄な抵抗のようだった。

			（……ごめんなさい、お母さん。お父さん）

			　冒険者稼業で有名になり、故郷が豊かになるように開拓して、交易の道を作りたい。

			　そんなちっぽけな夢がある。

			　故郷を出てから現実を知り、挫けそうになったこともある。

			　それでもレーナは諦めなかった。

			　コツコツと努力を積み重ね、やっと第三級にまで上り詰めた。

			　まだ、これからだと。士道にそう励まされ、レーナはまた頑張ろうと思えた。

			　だというのに。

			　こんなところで自分は死ぬのか。

			　死にたくない――と、魂の叫びが戦場に轟く。

			　だが現実は無慈悲で希望などありはしない。

			　ついに眼前にまで肉薄したニーズヘッグが、ブレスを吐き出そうと大きく息を吸った。

			　レーナは瞼(まぶた)を閉じる。

			　家族の笑顔が、走馬灯のように脳裏を過った。

			　力なく、天空に向けて手が伸ばされる。掴んだものは何もなかった。

			　そして。

			　レーナの首が刈り取られ、儚(はかな)い夢が塵となる。

			　

			　その。

			　直前の出来事だった。

			　

			「――よう」

			　

			　声が聞こえた。

			　レーナはまだ意識があることに疑問を抱く。自分は死んだはずだった。

			　混濁するままに、レーナはゆっくりと目を開く。

			　目に飛び込んできたのは黒衣の背中。

			　眼前に立っていたのは一人の少年。

			　黒い髪、黒い瞳、黒の魔道服――全身を漆黒に染めた少年だった。

			　神谷士道。

			　ニーズヘッグの牙を剣で押さえ込んでいる彼は、少し辛そうに苦笑する。

			「悪いな、助けるのが遅れちまって」

			「ど……どうして!?」

			　レーナは悲痛そうな表情で叫んだ。

			　ポタリ、と血の雫が地面に滴る。

			　士道の腕はニーズヘッグの牙に深く切り裂かれていた。

			　剣一本では受けきれなかったのだ。

			　まるで堰(せき)を切ったかのように右腕から血が溢れ出す。

			　それでも、士道は表情を変えない。

			　レーナは呆然としていた。

			　たかが数日、話すようになった者のために、右腕を犠牲にした士道を理解できなかった。

			　レーナの表情からそのことを読み取ったのか、士道は苦笑する。

			「……まあ、一応、約束したからな。はぐれたときは大慌てだったよ」

			「あ……」

			『もしものときは、俺がお前を助けてやる』

			　――そんな何気ない言葉を、覚えていてくれたのか。

			　今もニーズヘッグの牙と士道の剣は拮抗している。

			　傷ついた腕を酷使して、剣を固く握り締める。

			　約束は守ると、証明するように。

			　真摯な表情で告げた彼の姿がぼやけていく。いや、それは正確ではない。

			　レーナの視界が涙で潤んでいるのだ。

			　目尻に溜まっていた水滴が、そっと零れ落ちる。

			　――あなたが助けてくれたから、まだ、夢を諦めないでいられる。

			　レーナの胸中は、感謝の気持ちでいっぱいだった。

			　

			　士道は痛みを感じさせない表情でレーナを抱き寄せると、突然視界が切り替わった。

			『瞬間移動』で射程距離の限界まで戦場から離れたのだと、レーナは知る由もない。

			　突然の位置移動に目を白黒させる。驚いた。こんな固有スキルまで隠し持っていたのか、と。

			　彼女の猫耳をそっと撫でた士道は、耳元で囁(ささや)くように告げてきた。

			「――ここで休んでいてくれ。俺にはまだ、やることがある」

			「……あ」

			　何かを言いかけたレーナを置き去りにして、士道の姿が戦場へと戻っていく。

			　レーナは呆然として辺りを見回した。

			　野に咲く花が風に吹かれて、花弁をふわりと散らしていく。

			　宙を舞う花びらは、まるでレーナの無事を祝うかのように躍っていた。

			「……ありがとう、ございます。シドーさん」

			　それは、心からの一言だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　士道は再び戦場へと舞い戻った。

			『瞬間移動』により忽然と姿を消したせいか、魔物たちは狼(ろう)狽(ばい)しているようだった。

			　獲物を逃して怒り狂ったニーズヘッグが、士道を見つけて雄叫びを上げる。

			　凄まじい数の魔物が士道を物量で押し潰すように肉薄した。

			　だが、士道は動かない。顔を下に向けたまま、何をするでもなく立ち尽くしている。

			　右腕からは、いまだ止むことない血の雨が滴っていた。

			「…………思ったより、ムカつくな」

			　氷のような声音で呟くと、士道は無表情のまま顔を上げた。

			　炯々とした眼光が、魔物たちを容赦なく射貫く。

			　禍(まが)々(まが)しさを湛える瞳に気圧されたように、魔物たちの侵攻が止まった。

			　濃密な魔力が辺りに渦を巻き始める。

			「まずは、お前からだ」

			　翼を広げて威嚇するニーズヘッグと、士道の視線が衝突する。

			　士道の腸(はらわた)は煮えくり返っていた。

			　右腕は灼(しやく)熱(ねつ)の痛みを発している。

			　気を抜けば意識を失いそうだったが、気力で強引に押さえつけた。

			　すでに、固有スキルを隠すつもりはさらさらない。

			　――誰かにとっての英雄になりたい。

			　それが士道の目的だ。憧れた背中を見続け、培われてきた信念だ。ならば、それに反してまで固有スキルを隠す意味などない。――そんな人間は、ただの屑(くず)だ。

			　そもそも士道は普通の日本人だ。身の回りの誰かに死んでほしくないと思うのは当たり前のことで、それを何とかできる力があるなら、何とかしてやりたいに決まっている。

			　叶うことなら、誰も死なせたくないのだ。皆が生き残る未来を願っていたいのだ。

			　ならば――やるべきことは決まっている。あの上位悪魔を、倒せばいいのだ。

			　士道は覚悟を決める。右腕の激痛と相まって感情が暴れ狂った。

			「――行くぞ」

			　士道の体内で、莫大な魔力が渦を巻く。

			　転移者の条件のひとつである、平均以上の魔力量。

			　その転移者のなかで比べても多めの魔力量を宿していた士道が、その真価を見せる。

			　――魔物は怖い。誰かを殺すのは嫌だ。だけど、憧れた背中があるのだから。

			　

			　轟！！！！！！　と、紫電の龍が咆哮を上げた。

			　

			『稲妻』が戦場に炸(さく)裂(れつ)する。

			　爆発的な速度で飛来する雷を避けきれず、魔物たちは次々と倒れ伏していく。

			　襲来するニーズヘッグに向けて、雷光が士道の覚悟を体現したかのように唸りを上げた。

			　刹(せつ)那(な)の間に、焦げた肉塊が生み出される。

			　第一級ですら苦戦を余儀なくさせる代表的な竜種であるニーズヘッグを瞬殺。

			　圧倒的。

			「……」

			　肉薄したリザードマンの袈(け)裟(さ)斬りを、『幻影』を上手く使って容易に回避し、首を飛ばす。

			　剣が肉を滑るような感覚だった。

			　士道は止まらない。

			　凄まじいまでの魔力を込めた剣撃が、ゴブリンの首をいっせいに飛ばす。

			『幻影』に惑わされたコボルトの群れを、『稲妻』を纏った右腕を振り回して焼き尽くした。

			　恐れをなして逃げようとしたオークに『瞬間移動』を行使し、一瞬で肉薄して斬り刻む。

			　雷光に悲鳴を上げるワイバーンを、真正面から叩き斬った。

			　雄々しき竜は真っ二つに斬り裂かれ、血しぶきを上げて大地へと沈む。

			　士道はそのまま岩塊の上まで跳躍し、魔物たちを睥(へい)睨(げい)した。蹂(じゆう)躙(りん)は止まらない。

			　優秀な固有スキル群。通常よりも遥かに多い魔力量。

			　ハズレの天職を引いたはずの奇術師が、圧倒的な力を以って戦場に君臨する。

			　――これが、士道の本気だった。

			　

			「シドー。お前は…………」

			　グラントが竜種と交戦しながらも、驚(きよう)愕(がく)に目を剥いている。

			　呆然とした様子の冒険者たちが、士道に畏(い)怖(ふ)のような視線を向けた。

			　集にあっさりと敗北した、平凡な剣技と体さばきをする、ノーマークの新人。そのはずだった男の力量に、戦(せん)慄(りつ)を隠せずにいる。

			　そんな彼らを一(いち)瞥(べつ)すらせずに、士道は戦場を闊(かつ)歩(ぽ)した。

			　その姿はまさに戦場の修羅。君臨する漆黒の王。

			　戦場を恐怖で縛りつけた士道は、神殿の内部へと辿り着く。

			　――しかし。

			「…………………………何、だと？」

			　そこには、理解不能な光景が広がっていた。

		

	
		
			第20話　涙

			　

			　――ときは、少し遡る。

			　戦場の奥地。祭壇の内部までその二人は移動していた。

			　葉山集とバーン・ストライクである。

			　バーンはなぜか、戦いながらここを目指していたのだ。

			「悪いな。どこまで進んでんのかも気になるからよ」

			　だが、その理由を尋ねている余裕はない。

			　すでに、集は死にかけていた。

			　褐色の悪魔がつまらなそうに呟く。ただ、わずかに意外そうでもあった。

			「十八秒か。まあ、保ったほうじゃねえか？」

			「…………ッ!!」

			　こんなはずではなかった。

			　集は、この悪魔には敵わないという事実を認めようとはせずに、激昂する。

			　魔力はほとんど枯(こ)渇(かつ)し、得意の火魔法はもう使えない。

			　それでも、まだこの体があった。

			「ああああああああああああああああああああああぁァァァァァァァ!!」

			　絶叫しながら拳を振り回す。素人丸出しの攻撃だった。

			　バーンは避けることすらしない。まともに拳を受けても、眉一つ動かすことはなかった。

			「……なめてんのか？」

			　集の天職は火術師。格闘戦など専門外だ。火属性魔法を操っていたときのような、何となく使い方を理解できる感覚はどこにもない。だから、いくら身体強化をしていても、集の拳が通用しないのは当然――そう思った。

			　バーンは鼻を鳴らしながら、デコピンで集を弾き飛ばした。

			　その程度で地面を転がるほど、今の集はボロボロの状態だった。

			　ついには魔力が枯(こ)渇(かつ)し、身体強化すら扱えなくなる。

			　だというのに、集はまだ立ち上がる。

			　先ほどまでの全能感はどこにもない。増長も、慢心も、傲(ごう)慢(まん)も――自覚した。

			　もう固有スキルを使うどころか、魔力は一片たりとも残っておらず、勝算はない。

			「…………まだ、だ」

			　沸騰していた頭に、冷や水を浴びせられたようだった。

			　集は固有スキルの力を過信していた。自分の愚かさを自覚する。

			　バーンに敵わないことも、客観的な事実として受け止めた。

			　それでも。

			　譲れないものがあった。

			　呆れていた様子のバーンが、初めて集に興味を持ったかのように問いかける。

			「……いったい何だ？　何がお前をそうまで突き動かす？」

			「……僕は、女神の使徒だ。そう言ったのは貴様だろう」

			「洗脳なんかで、死を賭した覚悟なんてものまで作り出せるはずが――」

			「――僕は、あの方のために存在する。貴様らにどんな理由があるのかなんて知らないが、それがあの方のためになるならば、悪魔も魔王も魔神も、すべて排除してみせる…………！」

			　葉山集の魂からの叫びが響き渡った。

			　力を過信していようが増長していようが、根っこの部分は何ら歪(ゆが)んではいない。

			　結局のところ、彼にはそれしかなかったのだ。女神に、ただ、恩を返す。

			　それだけの願い。

			「……少し、お前をあまく見てたぜ」

			　バーンの表情が明確に変化した。

			　集はフラフラになりながらも立ち上がる。

			　たとえゼロに近い確率であっても、女神に仇なす悪魔を打倒するために。

			　バーンは初めて戦闘態勢を取った。

			「テメェを戦士だって認めよう。――せめて、全力で殺してやる」

			　バーン・ストライクを中心に、莫大な魔力が竜巻のように唸りを上げた。

			　手に持つ槍を、中段に構える。

			　心臓を鷲掴みにされたかのような恐怖が湧き上がった。

			　バーンの視線はこれまでのような嘲(ちよう)笑(しよう)交じりのものではなく、真剣な光を宿している。

			　それを見て、集は少し笑った。――自分はここで死ぬのだと、直感してしまったからだ。

			（申し訳ありません……女神様）

			　まだ何もなしていないのに、自分の力を過信して無謀な戦いに挑んでしまった。

			　戦場では反省をしたところで、次は二度とやってこない。

			　そのことを今になってようやく理解させられた。

			　これで、終わり。

			　バーンがぐるりと肩を回して勢いをつけ、凄まじい速度で槍を放り投げる。

			　集は悔しさを噛みしめるような表情で、命を刈り取る凶刃を眺めていた。

			　だからこそ。

			「…………え？」

			　眼前に広がる光景に理解が及ばなかった。集は呆然とした様子で尻餅をついている。

			　バーンが放った超速の槍は、確かに人肉を貫いていた。

			　明らかに致命傷だと思われる、心臓付近を一突きで。

			　ただし。

			　その槍を受けたのは集ではなかった。

			　彼の前に飛び込んできた一人の――青年。

			　

			「……怪我は、ないかね、少年」

			　

			　呻くように問いかけたその青年に、集は見覚えがなかった。

			　だが次の瞬間、青年の身体が煙を上げながら老化していく。

			　筋骨隆々とした肉体。老いさらばえた白髪に、青年の面影を残す好々爺然とした顔。

			　――固有スキル『生命回帰』を使用していたことなど、集は知る由もない。

			　しかし。

			　自分をかばって槍を受けたその人物は、古賀玄海だ。

			　集にも、それぐらいは理解できた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そのさらに少し前。

			　古賀玄海は冷静に戦い続けていた。

			　士道たちとは逸れてしまったが、バーンと戦う前提では好都合な側面もある。

			　よって玄海は、上位悪魔バーン・ストライクを探していた。

			　あの怪物は自分でなければ相手にならないと、確信していたからだ。

			　魔物と交戦しながら、戦場をよく観察する。

			　

			　――森林との境界付近では下級冒険者たちとゴブリン、コボルトの群れが衝突している。

			　――小高い丘のような場所では、何体もの竜種と上級の精鋭たちが死闘を繰り広げている。

			　――祭壇前の広場では、士道やエレノアなどが、鬼気迫る魔物の猛攻を受けていた。

			　

			（いない。バーン・ストライクはいったいどこにいる……奴の狙いは何じゃ）

			　ならば、やはり予想通りに奥で指揮を取っているのか。

			　玄海がそう考えた。

			　そのとき。

			　一瞬にして現界した炎の渦が、戦場で圧倒的な猛威を振るった。

			　濃密な魔力の噴出を察知する。

			　これだけの魔力を纏えるのは、第一級の二人か、せいぜい士道ぐらいだ。

			　そう考えた直後に違和感に気づく。

			（いや待て、まさか――――）

			　玄海は嫌な予感に駆られて、炎が浮かぶ方向に疾駆した。

			　ついでのように槍を振るい、魔物たちの命を奪い去っていく。

			　だが、波のように押し寄せる魔物に足を阻まれ、なかなか前に進むことができなかった。

			　そんなことをしている間に、火魔法がなくなっていた。

			　決着がついたのか。

			　それは、どのような形で終わったのか。

			「くそ……間に合うかの」

			　そして――祭壇の内部に辿り着いた玄海は、その光景を目撃した。

			　今まさにバーンに殺されそうになっている、葉山集の姿を。

			「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

			　躊躇(ためら)いはなかった。通常速度では間に合わない。

			　玄海は『生命回帰』を行使する。

			　魔力による身体強化を全力で強化し、堅牢な鎧(よろい)を構成しながら、両者の間に割り込んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――時間は、現在に回帰する。

			　戦場の奥地に足を踏み入れた神谷士道は、その光景を目にした。

			　見ていながら、間に合わなかった。

			　士道は目を限界まで見開き、呆然とした様子で立ち尽くしている。
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			「玄海さん…………？」

			　目の前の光景が信じられなかった。

			　玄海が負けることなど、想像したことすらない。

			　士道にとって、玄海はそこまで絶対的な存在になっていた。

			　命を救われた恩人にして、自分を鍛えてくれた師匠。

			　一月ずっとともに暮らしていて、自然と家族のように思っていた。

			　そんな大切な人間が。

			　今まさに、目の前で、倒れ伏していく。

			　槍は容赦なく玄海の強(きよう)靭(じん)な肉体を貫いていて、すでに血の海が波を打っていた。

			　医療にうとい士道にも分かる。それは、間違いなく致命傷だと。

			　――古賀玄海が、死ぬ。

			　ようやく、士道の頭がその事実を知覚する。血液が沸騰するような感覚を覚えた。

			「…………ふざけるなよ」

			　ひどく冷たい声音だった。

			　褐色の悪魔は殺気を隠そうともしない士道を見て、ぴくりと眉を動かし、

			「ああ？　テメェも異世界人か。ハッ、次から次へと――」

			「黙れ」

			「何だと？　使徒のくせにこっちの目的も知らず――」

			「黙れと言った。二度目だ」

			「……」

			　士道は氷のような眼差しでバーンを睥(へい)睨(げい)しながら、『瞬間移動』を行使した。

			「消えろ」

			「――なっ」

			　突如として眼前に出現した士道に驚(きよう)愕(がく)するバーン。

			　士道はその反応を無視して、全力で『稲妻』を叩き込んだ。

			　バリィ!!　という爆音とともに、バーンが吹き飛んでいく。

			「玄海さん!!」

			　士道はその隙に玄海へと駆け寄る。

			　槍に貫かれた胸部からは、濁流のように血が溢れ出していた。

			　集がどうにか傷口を押さえているが、もう意識が落ちる寸前に見える。

			　そしてこの出血で気絶すれば、待っているのは、当然、死だ。

			　士道は必死に呼びかける。

			「玄海さん!!　大丈夫ですか!?」

			「おお……士道、か。すまんの。……この有様じゃ、道場を開く……など、できそうも、ない」

			　玄海の目はすでに虚ろだった。

			　治癒術師を探そうにも、ここは遺跡の内部。古びた祭壇だ。戦場の最奥であり、周囲に冒険者は一人も見当たらない。

			　それでも、と。可能性がある限り、諦めない、と。治癒術師を呼び出そうとした士道を、玄海が弱々しい手で押し止めた。白髪の老人はあくまで穏やかだった。

			「わしの状態ぐらい、わしが、一番心得ておる……。もう、助からんよ」

			「どうして!!」

			　士道は慟(どう)哭(こく)する。

			　運命を呪うように、悲しみの叫びを戦場に響かせる。

			　対する玄海は、どこか悟ったような口調だった。

			「くっく……。老いたこの身に、未来ある若者を見捨てることなどできはせんよ……」

			「玄海さん……」

			　集が呆然とした様子で玄海を見ていた。士道は冷たく集を睨む。

			「……お前のせいで、くそっ!!」

			「……」

			　こんなことを言っても意味はない。

			　それでも士道は叩きつけるように集を糾弾した。

			　その間に、だんだんと砂埃が晴れていく。煙の奥には、人影がくっきりと現れていた。

			　バーンはあの程度では死んでいない。

			　玄海を一撃で殺すような怪物なのだ。

			　それも当然のことだった。

			　玄海が、これが最後だと暗に示すように必死で言葉を紡ぎ出す。

			「……士道、よく聞け。お主は、戦いの才能がある。そして、剣の才能もある。……天職が剣士でないことが……信じられんくらいに」

			「……？」

			「じゃが、お主は、奇術師じゃった。非戦闘職になった、それは、単純なことじゃ……お主は」

			「……いったい何を？　無理しないでください、玄海さん」

			　士道が耐えるような声音で言うと、「これは、そのうち分かるか」と、玄海は小さく笑った。

			　そして。

			「これから先の、未来を紡ぐ者……わしの技術と、意志を叩き込んだお主が……どこまで羽ばたくのか、あの世で見ていることにしよう」

			　それが最後の言葉だった。

			　玄海は虚空を見つめたまま、静かに息を引き取った。

			　一筋の涙が零れ落ちる。

			　玄海に懺(ざん)悔(げ)する集に向けて、士道は冷酷に言い放った。

			「逃げろ」

			「……な、でも!?」

			「……お前は、玄海さんが命懸けで救った命だ。無駄にはさせない。そんなことは、俺が許さない。絶対に」

			「貴様は、どうする……？」

			「……」

			　士道は無言でバーンを睨んだ。

			　傷だらけの集が、慌てたように叫ぶ。

			「……む、無理だ！　少なくとも、僕じゃ無理だった！　アレはとんでもない怪物だ。こんなときに言いたくはないが、ハズレ術師の貴様では――」

			「――黙れ。いいから、さっさと逃げろ。足手まといだ」

			　士道は極寒の吹雪のような雰囲気を携えながら、心は熾烈な激情を滾(たぎ)らせていた。

			　固く拳を握り締める。

			　集はその覚悟を見て、説得は諦めたようだった。

			「……死ぬなよ、絶対に。玄海さんの想いは、誰よりも貴様が理解しているはずだ」

			「……ああ」

			　集が悔しさと自責の念を噛み締めながら、祭壇から走り去った。

			　まだ、戦いが続いている。

			　顔も知らぬ誰かが、傷つき、叫び、倒れていく。

			「――話は、終わったか？」

			「……」

			　士道は答えなかった。

			　

			　神谷士道とバーン・ストライク。

			　向き合っている二人に、もはや交わす言葉など何もない。

			　やるべきことは決まっていた。

			　ときが止まったかのように空気が凍りつく。

			　士道は冷静に怒りを滾(たぎ)らせていた。

			　――どんな手を使ってでも殺す、と。

			　バーンは直感的に理解した。

			　――こいつは危険だ、と。

			　両者は、直後に躊躇なく激突した。

			　

			　戦場が、震撼した。

		

	
		
			第21話　領域外

			　

			　初手は士道だった。

			　悠然と佇(たたず)むバーンに向けて、剣の鯉口を切りながら肉薄する。

			　しかしレベルオーバーであるバーンにとって、士道の速度など蝿にも等しいことだろう。

			「遅えよ!!」

			　バーンの一度の踏み込みで大地が吹き飛んだ。

			　士道は瞠(どう)目(もく)し、思わず足を止める。

			　爆発的な勢いでバーンが士道に迫った。

			　所詮はレベル40付近である士道ごときの身体能力では反応できない。そのはずだった。

			　しかし。

			「なっ、またか!?」

			　驚嘆するバーンを冷静に観察しながら、士道は『瞬間移動』でその真後ろに転移する。

			　瞬時に驚(きよう)愕(がく)を圧し殺したのか、バーンは士道の位置を察知してきた。

			　体勢を崩しながらも、無理やり振り返って蹴りを放ってくる。

			　だが、すでに士道はいない。

			　今度は数メートル離れた位置に転移し、右手に『稲妻』を携えていた。

			「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

			　咆哮とともに、荒れ狂う雷がバーンを容赦なく襲った。

			　バリィ!!　と轟(ごう)音(おん)が炸(さく)裂(れつ)する。

			　バーンは右腕でガードしたようだが、苦痛に顔を歪(ゆが)めていた。

			（……よし。『稲妻』は通用するか）

			　士道は分析する。

			　玄海を殺されたことに対する怒りと哀しみを抑え込み、感情を制御していく。

			　眼前の上位悪魔は、頭に血がのぼったままの状態で勝てる相手ではない。

			　バーンは「舐めるな」と小さく呟きながら、幾何学的な紋様の魔法陣を展開する。

			（くそ……魔法も使えるのか。万能だな）

			　胸中で悪態をつく士道に向けて。

			　熟練された速度で緻密に展開された魔法陣が、氷属性魔法を正確に出力する。

			　多数の尖った氷が生み出され、おそるべき勢いで射出された。

			「〝氷柱〟」

			　その数はおよそ百を超える。

			『瞬間移動』を警戒しているような動きをするバーンを見て、士道は舌打ちした。

			　風を切って迫る、氷柱が直撃する寸前。

			　士道は剣に意識を集中。魔力を流し、切っ先から濃密な魔力波を放出する。

			　破砕音を鳴らし、氷柱が次々と破壊されていく。バーンが瞠(どう)目(もく)したのが見えた。

			　士道は続けて飛ぶ斬(ざん)撃(げき)を放った。玄海を真似た、上段の振り下ろしが銀閃を煌かせる。

			　鋭い魔力波が、空気を切り裂きながらバーンを襲撃した。

			　だが、士道の攻撃は届かない。

			　鋭い呼気とともに槍を振り回され、轟(ごう)音(おん)とともに渾身の斬(ざん)撃(げき)が防がれた。

			　ここまでの攻防が、ほんの数秒。超然と佇(たたず)むバーンに、士道は冷や汗を垂らす。

			（これが……悪魔。レベルオーバーの怪物）

			　圧倒的に速度と威力が追いついていない。これがレベル差。すなわち肉体能力の差だった。

			　固有スキルの連発によって辛うじて拮抗しているが――当然、士道の魔力も無限ではない。

			　その事実を客観的に認識するが、それでも瞳に映る光は消えない。

			　再度、バーンと睨み合った。

			　能力差はこれまでの攻防で十分に理解した。ならば、その差をどのように埋めるか。

			　それこそが――腕の見せどころだろう。

			（考えろ…………!!）

			　士道は高速で思考を回転させる。

			　自分の手札は何があるのか。

			　奴に弱点はあるのか。

			　どういう戦術が有効なのか。

			　脳内で次々と、シミュレーションを繰り返す。

			　正攻法では実力差の確認にしかならない。バーンの予想を越えて、隙を作り出すのだ。

			　戦いとはすなわち次の手の読み合いだ。

			　バーンよりも実力が劣っている士道が、読み間違えることはできない。それは死を意味する。

			　そんな緊張に汗を流しながらも、士道は戦術を高速で練り上げていく。

			　だが、いずれもリスクの高い策ばかりだ。

			　――どうする、と、考えても答えは出ない。

			　時間が絶対的に足りなかった。

			　それでも。

			　戦況は、動く。

			「――来ないのなら、俺から行くぞ？」

			　バーンが獰(どう)猛(もう)な笑みを浮かべ、士道に恐ろしい速度で接近した。

			　士道は剣を構え直し、それでも思考を巡らせ続ける。

			　残存魔力はそう多くはない。

			　長期戦は不利だ。

			　そのことを理解しながら、士道は本能的に距離を取る。

			　だが、明らかに速度が違った。

			（くそ、追いつかれる……っ！）

			　彼我の距離が縮まる。

			　それは、すでに槍が届く間合いだった。

			　士道に考える暇も与えないまま、三連続で突きが放たれる。

			　玄海の命を奪った凶刃が唸りを上げた。

			　士道は恐怖を咆哮で紛らわす。

			「お、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉ!!」

			『幻影』展開。バーンの目標をずらし、どうにかすべてを回避する。

			　とはいえ、避けられた要因はそれだけではない。

			　おそらくバーンは今『瞬間移動』を待ち伏せしていた。

			　全方位に気を張っていたため攻撃の手が鈍ったのだ。

			　つまり、初見殺しの固有スキルが対応され始めている。

			　固有スキルは使うほど分析されてしまう。バーンは虎(こ)視(し)眈(たん)々(たん)と士道を追い詰めていた。

			　圧倒的な恐怖に蝕まれ、背筋を悪寒が通り抜ける。

			「どうしたよ。もう手詰まりか？」

			「……さあ、な」

			　バーンは至近距離で、血に飢えた獣のように笑う。

			　その瞳に油断はなかった。

			　士道の固有スキルを警戒しているのだろう。

			　すでに三つも見せたのだ。

			　まだ何かあると考えてもおかしくない。実際には手詰まりだとしても。

			　士道の推測の正しさを証明するように、バーンは無闇な突撃はしなかった。

			　バーンの警戒とは裏腹に、実際はほとんどの切り札を消費している。

			　しかし、それを悟られるわけにはいかない。

			　士道は冷徹な瞳でバーンを捉える。

			「――おいおい、この程度じゃねえだろ!?」

			　バーンが士道を挑発する。

			　士道の冷静な態度に業を煮やしたのか、一息に肉薄してきた。

			　ついでのように振るわれた槍を剣で弾き返す。

			　ビリビリとした振動が腕を痺れさせる。

			　バーンは弾かれた反動を利用して回転すると、おそろしい威力を秘めた蹴りを繰り出した。

			　刹(せつ)那(な)。

			　避けきれないと判断を下した士道は、『瞬間移動』を行使する。

			　だが、バーンの周囲は警戒されている。離れるしかなかった。

			　バーンの後方二十メートルほどの位置に着地。

			　ゆっくりと剣を構え直す士道に、バーンが不敵に笑いながら振り向く。

			　そのタイミングを狙って『幻影』を展開するが、あからさますぎたのか、騙せなかった。

			「面白えスキル群だな……」

			「……」

			『瞬間移動』による奇襲はすでに読まれている。『幻影』は通用しない。

			　たとえ上位悪魔のレベルオーバーが相手だったとしても。

			　ダメージを与えられる『稲妻』さえ有効に使えば、何とか勝算はある。

			　士道はそのように考えていた。

			　しかし。

			　

			　士道はレベルオーバーが〝領域外〟と云われる所以を、理解していなかった。

			　それは体験した者にしか分からない。

			　絶対的な格の違いである。

			「――まぁ、いいか。だいたい手の内も見えた。そろそろ本気で行くぜ」

			　士道は言葉の意味を測りかねた。

			　いや正確には、理解したくなかった。

			　次の瞬間。

			　およそこの世のものとは思えない威圧が、士道の心臓を鷲掴みにした。

			　桁違いの魔力が噴出する。

			　士道は驚嘆と同時に絶句した。

			（………………どうして）

			　今までは、手を抜いていただけ。

			　そんなことに、どうして気づかなかったのだろうか。

			　悪魔がギラリと牙を剥く。

			　士道はその殺気を一身に受けながら、しかし決して屈することはなかった。

			　バーンの本気ですら、その瞳の奥の灯火を消すことはできない。

			　だが。

			　意志だけでは、どうにもならない。

			「――――なっ」

			「遅え」

			『瞬間移動』を使う暇すらなかった。

			　乱雑に振るわれた槍が、士道の横腹を殴りつける。

			　吹き飛ぶ、などという次元ではなかった。地面が爆発する。四散する。崩壊していく。

			　士道は凄まじい勢いで大地を削り飛ばし、ようやくすべての運動エネルギーを失った。

			　

			　――足りない。

			　

			　士道はふらつきながらも、立ち上がる。

			　沸々と、全身の血が沸騰するかのような怒りが込み上げた。

			　もはや、策は何もない。

			　玄海に救われた命を無闇に捨てるわけにもいかなかった。集と同じように、無謀に身を晒(さら)しているだけだ。なら、逃げるべきだろう。玄海に未来を託されたのだ。笑って、笑顔で助言をくれたのだ。それは、士道のこれからを想って。弟子の成長を願ってのことだ。だったら、今ここでは撤退するべきだろう。そうでなくては、期待に応えることができない。

			　だから。

			　だからこそ。

			　――誰かにとっての、英雄になりたい。

			　いつかの決意が胸に木(こ)霊(だま)した。

			　大きな後ろ姿への憧れが、誰かを助けたいという想いが、それらを基に培われた信念が。

			　――神谷士道に、戦うことを命じていた。

			　古賀玄海のような人間になりたいと思い、憧れ、彼の行く道を追い、必死に力をつけて、士道はこの残酷な異世界で、自分の目標を、道を、見出すことができた。

			　――護りたいものがあったからだ。

			　あまりにも恩が大きすぎて、今はもう言葉にすることもできないけれど。

			（……俺は、誰も失いたくない）

			　士道は痛みに耐えて歩き出す。バーンに向けて、一歩。

			（……ここで退いたら、玄海さんだけじゃない。もっと多くの、未来が潰えるかもしれない）

			　自分の意志を証明するように、士道は歩き出す。

			「…………それだけは、認められないんだ」

			　それは強い言葉だった。確かな重みを感じられる言葉だった。

			　残り少ない魔力を注ぎ込み、『稲妻』を剣に纏わせる。

			　再度肉薄するバーンの動きを『幻影』で翻(ほん)弄(ろう)しつつ、隙を見て剣を振り下ろすが、避ける素振りすらなく淡々と腹を蹴り抜かれた。

			　地面に叩きつけられて喀(かつ)血(けつ)する。激痛が脳内を痺れさせた。

			　もはや、どこが痛いのかすら分からない。

			　

			　――足りない。

			　

			　士道の脳裏に、言葉が木(こ)霊(だま)する。

			　倒れ伏す士道を見て、どこか落胆したようにバーンは呟いた。

			「……終わりか」

			　士道は激痛に苛まれ、意識を保っていること自体が奇跡に等しい。

			　

			　――足りない。

			　

			　声が聞こえる。心の奥底から、響くような声が。

			「……何か、が」

			「あん？」

			「……足り、ねぇ…………」

			「戯(たわ)言(ごと)か。……そろそろ、時間がなくなってきたな。悪いが、ここで幕だ」

			　バーンが倒れる士道に向けて、槍を振り下ろした。

			　今度こそ、華麗な救出は不可能だ。

			　命を救ってくれた恩人はもう、この世には存在していない。

			　死に際に伏したせいか、走馬灯が脳裏を過る。

			　車の窓から眺める外の景色のように、どこか客観的に記憶を見ていた。

			　だから、だろうか。

			　虚ろな視界に、自分自身が映った。彼の目は何かを物語っている。

			『足りない』と、本能的に理解していたもの。

			　そのすべてが、彼の瞳に描かれていた。

			　死に際に、玄海が何を言おうとしていたのか。

			　士道がそれを理解した瞬間、小さな種が割れる音が響く。

			　黒き少年の身に潜む怪物が、殻を破って外界へと顔を出した。

			　誰かが〝覚醒〟と呼称した現象――それを、体現する。

			「……分かっ、た」

			　――奇術師の才が、産声を上げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いつか、どこかで、彼女は呟いた。

			「ハズレ術師……ね」

			　この世にあるまじき美貌を持った金髪の女は、くすくすと笑う。

			「……イリアス、あなた、それだけはひどい勘違いをしているわよ」

			　女神が召喚の条件に指定したのは、固有スキルを宿していること、平均以上の魔力容量があること、戦闘系の天職を宿していること――この三つだ。

			　だが、厳密には、少しだけ違う。だからこそ、非戦闘職の神谷士道が選ばれた。

			　女神は戦闘職ではなく、戦闘の才能を持っていることを条件にしていたのだ。

			　士道の天職は奇術師。それが地球の神に恵まれた、最も才能のある分野。

			　それは間違いない。

			　だが――非戦闘職だからと言って、戦闘の才能を持っていないと誰が決めた？

			　奇術師としての才能が、他のすべての戦闘における才能を上回っていただけだとしたら？

			　士道はあれだけ剣を操れている。なぜか？　――剣士の才能があったからではないのか？

			　そして、あれほどまでに戦えるほどの戦闘職の才能――それを越えるほどの奇術師の才能があったのだとしたら、それは、いったい、どれほど規格外のものなのだろうか。

			　雲の上で、女神は笑う。

			「それに」

			　心の底から楽しそうに、笑う。

			「非戦闘職――奇術師の才能が、戦闘において役に立たないとは決まってないでしょう？」

			　それがすべての答えだった。
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			第22話　覚醒

			　

			（…………何だ？）

			　バーン・ストライクは、倒れ伏している士道の雰囲気に違和感を覚えた。

			　今までとは決定的に何かが違う。

			　しかし、この槍が喉笛を貫けばこの命は潰える。

			　結末は何も変わらない。

			　そう思っていた。

			　刹(せつ)那(な)。

			　槍の切っ先は、士道を透過して地面に突き刺さった。

			　バーンは驚(きよう)愕(がく)で身体を凍らせる。

			　士道の位置が変わったわけではない。

			　端的に言えば、その場に実体がなかった。

			　嘲(あざ)笑(わら)うような士道の瞳を見て、バーンは直後にその正体を悟る。

			（まさか……幻影!?）

			　絶句する。

			　これまで士道の幻影術に引っかかったことは、ほとんどなかった。

			　少しでも妙な違和感を捉えたら、感覚を鋭く研ぎ澄ましていたからだ。

			　だが、今回はまったく気づくことができなかった。

			　まるで意識の隙間に潜り込んでくるかのような――静かなスキルの発動。

			　バーンは痛烈に舌打ちしながら感覚を研ぎ澄まし、本体の所在を探る。

			　周囲を索敵。そして、士道の位置を探り当てた。

			　彼は後方二メートルの位置に立っていた。

			　バーンは猛烈な危機感を覚えて振り返る。

			　士道は今まさに剣を振りかぶっていた。鋭い剣閃が唸りを上げる。

			　バーンは即座に槍を構えて打ち返そうと力を込めた。

			　だが。

			　槍は再び虚空を通り抜けた。

			　二度目。バーンは冷や汗を垂らす。

			　いつの間に再び幻影を見せられたのか。

			　

			　――間違いない。

			　

			　雰囲気に違和感を覚えたあの瞬間、明らかに士道は変質した。

			　まるで、身のうちに潜む猛獣が顔を出したかのように。

			「――よう」

			　後方から、肌が粟立つような声が届く。

			　バーンが咄(とつ)嗟(さ)に振り返ると、そこには傷だらけの士道が立ち尽くしていた。

			　ただし、それは一人ではない。

			　まったく同じ立ち姿の人間が五人いた。

			　幻影術を行使しているのだろうが、まるで見分けがつかない。

			　バーンは士道の瞳を忌々しげに睨みつける。

			　士道はすでに、まともに歩けるような状態ではないはずだ。

			　それは攻撃したバーン自身が理解している。

			　そもそも士道は戦闘前から右腕に深い傷を負っていた。

			　今もなお血が流れ続けている、いつ倒れてもおかしくない――バーンの眼前に立っているのは、そんな状態の人間だ。

			　決して上位悪魔にしてレベルオーバーたるバーンに、勝てるような相手ではない。

			　だというのに、あの不気味な笑みは何だ。

			「ぐ……おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

			　バーンは植え付けられた恐怖を誤魔化すように咆哮した。

			　士道を威嚇するように魔力を爆発的に解放し、さらなる身体強化を実行する。

			　だが、士道は反応を見せない。

			　ゆらゆらと揺れながら、不気味に口角を吊り上げる。

			　貼りつけたような薄笑いを浮かべる士道は、おどけたように両手を広げた。

			　直後に、さっと人差し指を立てた。

			　ゆっくりと、前後に振る。

			　勿体ぶったその動きにバーンは思わず注目した。

			　そして、当然それは隙となる。

			　幻影から一人が姿を消す。つまりはそれが本物だった。『瞬間移動』した士道がバーンの背中を急襲する。だが、速度が遅すぎる。

			　士道の気配を察知し、裂(れつ)帛(ぱく)の気合とともに跳躍した。刹(せつ)那(な)、士道は剣を空振り、やはり傷の影響が深いのか、体勢を崩して転倒する。それを見てバーンは嘲(ちよう)笑(しよう)した。

			　その直後。

			　耳元で囁(ささや)くような調子で死神の鎌が突きつけられた。

			「おいおい、油断するなよ」

			　真後ろ。冗談抜きに、心臓が止まったかのような感覚だった。

			　これが本物の士道なのか。

			　そう仮定すれば、先ほどバーンに攻撃したあの一体すら、この状況への布石。

			　いったい何手先を読んでいるのか。

			　バーンは戦(せん)慄(りつ)に身をすくませる。怒(ど)涛(とう)のような危機感が警鐘を鳴らした。

			　今度は回避が間に合わない。

			　特大の『稲妻』がバーンの肉体を正確に捉えた。

			　紫電の龍が咆哮を上げて、バーンの身体に食らいつく。

			　天地を揺るがす爆音が炸(さく)裂(れつ)した。

			　明滅する視界のなかで、バーンは二発目の『稲妻』を捉える。

			　だが、かわしているような余裕はない。

			　激痛が火花を散らして身体中を駆け巡った。同時に熾烈な怒りが噴出する。

			（何でだ……!?　なぜ、この俺が、あんな野郎に追い詰められる!?）

			　バーンは黒い翼をはためかせ、宙で一回転して姿勢を整えた。

			　悪魔である自分に対して、人間である士道は空中では身動きが取れない。

			　そのはずだった。

			　だが、士道は、ぐぐっと膝を曲げて跳躍。バーンに肉薄してきた。

			（……安直な動きだぜ!?）

			　バーンは迎撃しようと槍を構えるが、直後に、先ほどまでの空振りが脳裏を過った。

			　――まさか、と。こうまで単純に空中に飛び出してきた理由は何だ、と。

			　これも幻影ではないのか、と。一瞬でも考えれば、それはすでに隙となる。

			　士道の剣がバーンの肉体を袈(け)裟(さ)斬りにした。

			　バーンは自分の失策を悟り、返す剣で斬り飛ばそうとする。

			　だが、士道はすでに距離を取っていた。

			　彼の表情に焦りはない。

			　ただ、感情の読めない瞳がバーンを冷静に分析している。

			　バーンは苦痛を堪えながら、士道に悪態をついた。それは安い挑発だった。

			「何だテメェは……!?　猿みてぇにちょこまかと動きやがって」

			　対する士道は泰然とした様子で肩をすくめ、

			「俺は猿じゃない。――ただの、奇術師だよ」

			　片目を閉じてそう言った士道が突然、驚いたように左を向いた。

			　思わず振り向きそうになるほどの演技力。なるほど、奇術師とは言い得て妙だ。

			　だが、その視線誘導には引っかからない。

			　敵の戦い方ぐらいはすでに見抜いている。それでも、気に入らない戦い方であることには違いない。苛立たしげに槍を握り締め、バーンは全力で振り抜く。

			　どれが本物か、などと考えてしまう時点で士道のペースに乗せられている。

			　ならば片っ端から突き殺すまでだ。

			　爆発的な速度で士道に接近し、氷の槍を振り抜いた。

			　魔法も多少は扱えるが、バーンが自信を持っているのはこの槍術だけだった。ゆえに、自らの得意分野に相手を引き込んで殺す。

			　バーンが狙いをつけた一体はどうやら本物だったらしい。

			　だが、『瞬間移動』により姿を見失った。

			　この移動術により幾度となく後ろを取られたバーンは、本能的に振り返る。

			　だが士道は見つからない。

			　慌てて辺りを見回すと、士道の気配は空中を羽ばたくバーンのさらなる上方に佇(たたず)んでいた。

			　士道は悠然とバーンを睥(へい)睨(げい)する。

			　不気味に口元を引き裂き――『稲妻』を叩き落とした。

			　一秒が引き伸ばされた時間のなかで、全力で翼を動かしてかわそうとする。

			　だが安(あん)堵(ど)も束の間。

			　バーンの意識の隙間を縫うように、士道自身が迫っていた。

			　休む暇がなかった。

			「…………この、無駄な小細工を……！」

			「その才能があるからな」

			　士道はボロボロの状態でなお、苛烈な笑みを浮かべる。

			　バーンは苛立ちに歯を噛みしめた。

			　――強い。

			　やはり、戦闘前に感じた危機感は正解だった。

			　圧倒的な戦闘のセンス。多めの魔力量。数々のスキル。独特の剣技と体捌き。それらによって組み上げられる戦術の妙。何より、揺らがない精神力。

			　まだレベルは低い――が、逆に言えば、その程度のレベルでバーンを圧倒しているのだ。

			　それは成長し扱える手札を増やせば、どれほどの怪物となるのか。

			　戦(せん)慄(りつ)と恐怖がバーンを震わせた。やはり、生かしてはおけない。

			　気炎万条、獣のように咆哮する。

			　もう相手のペースに乗せられはしない。ここからは自分が戦場を支配する。

			　そんなふうに気合を入れ直した。

			　

			　――それすらも、士道の掌の上だと気づかずに。

			　

			　士道の声が、意識という名の水面に静かに潜り込んだ。

			　水面に波紋は立たない。

			　すなわち、バーンは無意識のうちにそれに魅入ってしまっていた。

			　

			「悪いが――お前はもう、奇術師の舞台に立っている」

			　

			　士道は道化師のように勿体ぶって、指を鳴らした。

			　バーンは即座に槍を構えて警戒する。

			　だが、五秒が経過しても何の現象も起きない。

			　バーンは眉を顰めた。そして、心に隙ができる。

			　次の瞬間。

			　士道の姿が掻き消えた。

			　バーンはそれに対しての反応が一瞬遅れる。その刹(せつ)那(な)は致命的だった。

			　

			　士道が死に物狂いで練り上げた雷を纏った一撃が、バーンの肉体を斬り裂いていく。

			　

			　自分の身体が両断される感覚。バーンは敗北を悟った。

			　目の前の奇術師は安(あん)堵(ど)したように、大地へと崩れ落ちる。

			　やはり今までの悠然とした態度は演技だったようだ。

			　危険な男だ、とバーンは改めて思った。

			　激痛を感じて体を眺める。

			　確かにこれは致命傷だ。おそらく数秒も経たないうちに死ぬだろう。

			　だとしても――バーンは獰(どう)猛(もう)に笑った。

			「術式、起動」

			　士道が目を剥く。

			　バーンの呟きにより、祭壇に地震にも似た振動が起き始める。

			　祭壇前で不思議な踊りを演じていた妙な魔物たちが、光となってかき消えた。

			　士道は焦(しよう)燥(そう)を浮かべて叫ぶ。

			「何を、する気だ!?」

			　だが、士道の体はすでに限界のようだ。もがくことすらまともにできない。

			　士道の慌てぶりを見てバーンは「良い気味だ」と、笑った。

			　この危険分子が排除できなかったことだけが心残りだが、目的は果たした。

			　任務に、自分の命など関係ないのだ。後はあのいけ好かない少年に任せるしかない。

			「テメエらがモタモタやってたからな。こっちは目的を果たせたんだよ」

			　バーンからすれば、時間さえ稼げれば何でも良かったのだ。

			　封印解除の儀式を行っている魔物たちの邪魔さえ防止できれば、その他の命は関係がない。

			　だからこそレーナが祭壇前に近づいたとき、周囲の魔物たちに集中攻撃されたのだ。

			　その場所にだけは、近づかせるわけにはいかなかったから。

			「…………っ！」

			「すべてはこの儀式のための布石に過ぎねえ。テメエとの戦いなんか、ついでだ」

			　バーンは燃え尽きようとする命に逆らうように、饒(じよう)舌(ぜつ)に語る。

			　踊りによって実行されるその古代魔法は、バーンの上司であるルドルフが編み上げたものだ。百年前の魔法の常識に基づいた術式。だからこそ、今なお強(きよう)靭(じん)な魔王の封印を解除できる。

			　冒険者側がそれに気づけなかった理由は単純。古代魔法を知らないからだ。

			　魔法は魔法陣の展開によって行うものという前提を持つ人間たちにとって、儀式や詠唱という廃れた方法で実行される古代魔法など、理解できるはずもない。

			　

			　祭壇にて、莫大な光が渦を巻いた。

			　踊っていた魔物たちも生(いけ)贄(にえ)に捧げたので、ついに解除魔法が最終段階に入る。

			　それを見て、小さくバーンは笑った。

			　

			「魔王様よ。仕事は果たした。後は……頼んだぜ」

			　

			　その言葉を最後に、意識が闇に閉ざされる。

			　その顔には満足そうな笑みが浮かんでいた。卓越した槍技と恵まれた体格、上位悪魔という身分に生まれついた天才は――もう二度と、目を覚ますことはない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………くそっ!!」

			　そのとき。

			　アクラリアの邸宅では、伯爵の慟(どう)哭(こく)が響いていた。

			　ノーランドに魔法の知識はないが、封印が解除されるという事実だけは認識できた。

			　ギリギリと歯を噛み締め、薄い頭髪をかきむしった。

			　残る希望は一つしかない。

			　

			「頼む……！　早く来てくれ、お前だけが頼りだ……！」

			　

			　――そして、祭壇に軋みが入る。亀裂から差し込む光は、眩(まばゆ)く光り輝いていた。

			　士道はバーンが遺した言葉から、必死で状況を推測する。

			　だが、意識を保つだけで精一杯だった。

			　身体中に激痛が駆け巡っている。

			「がぁっ………!?」

			　目下、最大の敵は殺したが――その企みが成就するのは気にいらない。

			「目的は果たした」という、バーンの言葉が脳裏を過る。

			　はたして、その言葉が意味するものとは――。

			　光り輝いていた儀式魔法は鳴りを潜め、おぞましく黒い瘴(しよう)気(き)が広がっていく。

			　思わず怖気が走るような不気味な気配だった。

			　士道は、苦痛に呻きながら、その光景を眺めている。もう動く力は残っていない。

			　その間に、周囲の魔物がすべて祭壇へと吸収され始めた。

			　淡い光の粒子となって、一直線に祭壇を囲む黒い瘴(しよう)気(き)へと吸い込まれていく。

			　まさか、初めから生(いけ)贄(にえ)にするために、これだけの数の魔物を集めたのか。

			　竜種ですら反抗することは敵わず、次々と消えていく。

			　魔物と死闘を演じていた冒険者たちは、困惑した様子でそれを眺めていた。

			　

			　その。

			　

			　直後の出来事だった。

			　

			「これは…………」

			　魔王が顕(けん)現(げん)する。

			　一瞬で世界が暗闇に沈み――夜に、染まった。

			　

			〈『ハズレ奇術師の英雄譚』②へ続く〉
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